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1.学長直属

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 370.	Basaki, Y., Hosoi, F., Oda, Y., Fotovati, A., Maruyama, Y., Oie, S., Ono, M.,
Izumi, H., Kohno, K., Shimoyama, T., Nishio, K., and Kuwano M.

【論　　題】 Akt-dependent nuclear localisation of Y-box-binding protein 1 in acquisition of
malignant characteristics by human ovarian cancer cells.

【雑 誌 名】 Oncogene

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 26 , 2736-2746

【著　　者】 Oda, Y., Ohishi, Y., Basaki, Y., Kobayashi, H., Hirakawa, T., Wake, N., Ono, M,
Nishio, K, Kuwano, M. and Tsuneyoshi, M.

【論　　題】 Prognostic inmlication of nuclear localization of the Y-box-binding protein-1 and
CXC4 expression in ovarian cancer: Their correlation with activated Akt, LRP/MVP
and P-glycoprotein expression.

【雑 誌 名】 Cancer Sci.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 1020-1026

【著　　者】 Ohishi, Y., Oda, Y., Basaki, Y., Kobayashi, H., Wake, N., Kuwano, M., and
Tsuneyoshi, M.

【論　　題】 Expression of beta-tubulin isotypes in human primary ovarian carcinoma.

【雑 誌 名】 Genecol. Oncol.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 105 , 586-592
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2.分子生命（遺伝情報）

「単行本 /著書」

【著　　者】 児島将康、井田隆徳、佐藤貴弘 . 寒川賢治、南野直人 編 .

【タイトル】 ニューロメジン Uと生体リズム、ストレス

【書名・発行所】ペプチドと創薬 .メディカルドゥ

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 p.153-158

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 井田隆徳 児島将康

【論　　題】 ニューロメジン Uとニューロメジン S

【雑 誌 名】 ホルモンと臨床

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 55 , 55-61

【著　　者】 Masayasu Kojima, Takanori Ida, Takahiro Sato

【論　　題】 Structure of Mammalian and nonmammalian ghrelins.

【雑 誌 名】 Vitam Horm. 2007;77:31-46.

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 77 , 31-46

【著　　者】 Sato S, Hanada R, Kimura A, Abe T, Matsumoto T, Iwasaki M, Inose H, Ida T, Mieda
M, Takeuchi Y, Fukumoto S, Fujita T, Kato S, Kangawa K, Kojima M, Shinimiya K,
Takeda S.

【論　　題】 Central control of bone remodeling by neuromedin U.

【雑 誌 名】 Nat Med.

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 13 , 1234-40

【著　　者】 Sato T, Kurokawa M, Nakashima Y, Ida T, Takahashi T, Fukue Y, Ikawa M, Okabe
M, Kangawa K, Kojima M.

【論　　題】 Ghrelin deficiency does not influence feeding performance.

【雑 誌 名】 Regul Pept.

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】

【著　　者】 Miyazato M, Mori K, Ida T, Kojima M, Murakami N, Kangawa K

【論　　題】 Identification and functional analysis of a novel ligand for G protein-coupled receptor,
Neuromedin S.

【雑 誌 名】 Regul Pept

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】
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【著　　者】 Ida T, Miyazato M, Naganobu K, Nakahara K, Sato M, Lin XZ, Kaiya H, Doi K, Noda
S, Kubo A, Murakami N, Kangawa K.

【論　　題】 Purification and characterization of feline ghrelin and its possible role.

【雑 誌 名】 Domest Anim Endocrinol.

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 32 , 93-105
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3.分子生命（高分子化学）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Wijeyewickrema LC, Gardiner EE, Moroi M, Berndt MC, Andrews RK

【論　　題】 Snake venom metalloproteinases, crotarhagin and alborhagin, induce ectodomain
shedding of the platelet collagen receptor, glycoprotein VI

【雑 誌 名】 Thromb Haemost

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 98 , 1285-1290

【著　　者】 Moroi M, Jung SM

【論　　題】 A mechanism to safegurard platelet adhesion under high-shear flow: von Willebrand
factor-glycoprotein alpha2beta1-collagen interactions make complementary,
collagen-type-specific contributions to adhesion:  reply to a rebuttal

【雑 誌 名】 J Thromb Haemost

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 5 , 1340-1342

【著　　者】 Moroi M, Jung SM

【論　　題】 A mechanism to safeguard platelet adhesion under high shear flow: von Willebrand
factor-glycoprotein Ib and integrin alpha2beta1-collagen interactions make
complementary, collagen-type-specific contributions to adhesion

【雑 誌 名】 J Thromb Haemost

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 5 , 797-803

「その他」

【著　　者】 諸井将明

【論　　題】 血小板膜糖蛋白 (GP)VIの血栓における役割

【雑 誌 名】 Angiology Frontier

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 6 , 32-37

3.分子生命（高分子化学）

- 4 -



4.分子生命（細胞工学）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Kobayashi Y, Saitoh S, Ogiyama Y, Soejima S, Takahashi K

【論　　題】 The fission yeast DASH complex is essential for satisfying the spindle assembly
checkpoint induced by defects in the inner-kinetochore proteins

【雑 誌 名】 Genes to Cells

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 12 , p.311-328

4.分子生命（細胞工学）

- 5 -



5.医学教育学

「単行本 /著書」

【著　　者】 古賀郁利子、神代龍吉、佐田通夫。和田孝雄、他 編

【タイトル】 肝硬変

【書名・発行所】経静脈治療 オーダーマニュアル .2.メディカルレビュー社 .古賀郁利子、神代龍
吉、佐田通夫 .和田孝雄、他 編 .p. 243-247

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 p. 243-247

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 日野照子、井出達也、唐原 健、是此田博子、河野弘志、久持顕子、久原孝一郎、
鶴田 修、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 インターフェロン・リバビリン併用療法中に回盲部膿瘍が形成され S状結腸に 穿
破した C型慢性肝炎の 1例

【雑 誌 名】 日本消化器病学会雑誌

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 104 , 1632-1638

【著　　者】 Nakamura T, Torimura T, Sakamoto M, Hashimoto O, Taniguchi E, Inoue K, Sakata,
Kumashiro R, Murohara, T, Ueno T, Sata M

【論　　題】 Significance and therapeutic potential of endothelial progenitor cell transplantation in a
cirrhotic liver rat model.

【雑 誌 名】 Gastroenterology

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 133 , 91-107

【著　　者】 川口 巧、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 薬物性肝炎

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 55 , 115-120

【著　　者】 Koga H, Ide T, Oho K, Kuwahara R, Hino T, Ogata K, Hisamochi A, Tanaka K,
Kumashiro R, Toyonaga A, Sata M

【論　　題】 Lamivudine treatment-related morphological changes of esophageal varices in patients
with liver cirrhosis.

【雑 誌 名】 Hepatology Research

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 37 , 503-509

5.医学教育学

- 6 -



【著　　者】 Kuwahara R, Saitsu H, Abe M, Takata A, Tanaka K, Hino T, Ide T, Kuromatsu R,
Tanikawa K, Kage M, Kumashiro R, Sata M

【論　　題】 Successful treatment with corticosteroid and lamivudine for autoimmune hepatitis in a
patient with asymptomatic HBV infection.

【雑 誌 名】 Digestive Diseases and Sciences

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 52 , 908-913

「その他」

【著　　者】 神代龍吉

【論　　題】 薬物性肝障害の臨床

【雑 誌 名】 ファルマシア

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 43 , 1091-109

【著　　者】 神代龍吉、井出達也

【論　　題】 B型肝炎の治療戦略 .Lamivudine.

【雑 誌 名】 内科

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 100 , 671-676

【著　　者】 神代龍吉

【論　　題】 自然経過を理解する

【雑 誌 名】 medicina

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 44 , 882-885

【著　　者】 石井邦英、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 重症型アルコール性肝炎の病態と治療

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 54 , 677-688

【著　　者】 神代龍吉

【論　　題】 急性肝不全に対する血液浄化療法の変遷

【雑 誌 名】 治療学

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 41 , 417-420

5.医学教育学

- 7 -



【著　　者】 神代龍吉、井出達也、久持顕子、佐田通夫

【論　　題】 実地診療における B 型肝炎の治療の実際 核酸アナログをどう使いこなすか ? -
2007 最新情報

【雑 誌 名】 Medical Practice

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 24 , 681-685

【著　　者】 神代龍吉

【論　　題】 薬物性肝障害の今日的問題 - 高齢化、健康ブームの影響

【雑 誌 名】 大牟田内科小児科医会報

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 45 , 9-16

5.医学教育学

- 8 -



6.生物学

「単行本 /著書」

【著　　者】 北山雅昭、歌川学、和田武、小杉昌幸、佐藤克春、小野塚春吉、河内俊英、関耕
平、畑明郎、及川敬貴、西川栄一「環境展望」編集委員会編「環境展望」編集委
員会

【タイトル】 自給率と生物多様性は農業政策と市民農園で解決

【書名・発行所】環境展望、実教出版

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 5 , 195-224

6.生物学

- 9 -



7.物理学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Tsuruoka F

【論　　題】 Pulse imaging in resonance frequency space

【雑 誌 名】 J. of Physics

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 92 , 1051-1054

【著　　者】 Shigetomi S, Ikari T

【論　　題】 Optical and Electrical Properties of p-GaSe Doped with In

【雑 誌 名】 Japanese Journal of Applied Physics

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 46 , 5774-5776

【著　　者】 Shigetomi S, Ikari T

【論　　題】 Optical Properties of Layered Semiconductor GaS Doped with As

【雑 誌 名】 Journal of Applied Physics

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 102 , 0337011-0337014

7.物理学

- 10 -



8.解剖学 (肉眼・臨床解剖）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Hirao T., Saga T., Kusukawa J., Yamaki K.

【論　　題】 Angiogenesis and Developmental Expression of Vascular Endothelial Growth
Factor in Rat Lingual Papillae.

【雑 誌 名】 The Kurume Medical Journal

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 54 , 9-27

8.解剖学 (肉眼・臨床解剖）

- 11 -



9.解剖学 (顕微解剖・生体形成）

「単行本 /著書」

【著　　者】 第 4章 :柴田洋三郎、山木宏一、中村桂一郎、第 5章 :柴田洋三郎、中村桂一郎、
第 6章 :柴田洋三郎、中村桂一郎、馬場良子、監修 :藤本淳

【タイトル】 第 4章循環器系、第 5章呼吸器系、第 6章消化器系

【書名・発行所】ビジュアル解剖生理学 ヌーヴェルヒロカワ

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 155-164, 174-176, 197-199

【著　　者】 柴田洋三郎、太田啓介、監修 :藤田淳

【タイトル】 第 8章泌尿器系

【書名・発行所】ビジュアル解剖生理学 ヌーヴェルヒロカワ

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 239-255

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 中村桂一郎

【論　　題】 末梢組織における骨髄由来細胞の形と分布様式

【雑 誌 名】 細胞

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 394-398

9.解剖学 (顕微解剖・生体形成）

- 12 -



10.生理学（脳・神経機能）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Ito M, Takahashi Y, Imai M, Tsukui T, Yamakawa N, Nakagawa K, Ohgi S, Horikawa
T, Iwasaki W, Iida A, Nishi Y, Yanase T, Nawata H, Miyada K, Kono T, Hosoi Y,
Saito H.

【論　　題】 Glutathione S-transferase theta 1 expressed in granulosa cells as a biomarker for
oocyte quality in age-related infertility

【雑 誌 名】 Fertillity and Sterility

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 Oct. 3, 2007, E-pub ahead of print ,

10.生理学（脳・神経機能）

- 13 -



11.生理学（統合自律機能）

「単行本 /著書」

【著　　者】 共著 蓮尾 博、中田真詩、葉 昌義 , 編著 時政孝行

【タイトル】 なぜこうなる ?心電図 -波形の成立メカニズムを考える -

【書名・発行所】九州大学出版会

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 石松 秀 , 日本生理学会教育委員会編

【タイトル】 11 神経系の構造と機能

【書名・発行所】看護師国家試験 解剖生理学クリアブック ,医学書院

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 162-181

【著　　者】 石松 秀 , 編著 時政孝行

【タイトル】 第 12章 糖尿病

【書名・発行所】高齢者医療ハンドブック , 九州大学出版会

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 55-61

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 石松 秀 , 木谷有里 , 赤須 崇

【論　　題】 メチルフェニデートは幼若ラットの青斑核ニューロンに内向き整流性 K+電流を発
生する

【雑 誌 名】 久留米医会誌

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 70 , 71-77

【著　　者】 赤須 崇 ,	蓮尾 博 ,	武谷三恵

【論　　題】 外傷性脳損傷後の記憶障害に対する海馬歯状回ニューロン再生の効果

【雑 誌 名】 平成 17年度～平成 18年度科学研究費補助金基盤研究 (C)研究成果報告書

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 1-66

「その他」

【著　　者】 石松 秀、赤須 崇

【論　　題】 脳幹網様体の基礎 :青斑核と選択的注意

【雑 誌 名】 Clin Neurosci

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 25 , 395-396

11.生理学（統合自律機能）

- 14 -



【著　　者】 蓮尾 博

【論　　題】 外傷性脳損傷の中枢神経活動に対する影響 -実験的動物モデルを用いた研究 -

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 70 , 1-7

11.生理学（統合自律機能）

- 15 -



12.医化学

「単行本 /著書」

【著　　者】 野口正人
今堀和友 ,山川民夫 (監修 )
大島泰郎 ,鈴木紘一 ,脊山洋右 ,新井洋由 ,石浦章一 ,大隈良典 ,岸本健雄 ,正木春
彦 ,山本一夫 (編集 )

【タイトル】 亜鉛プロトポルフィリン , α (吸収 )帯 (ヘム化合物の ), エチオポルフィリン , 可
視 (吸収 )帯 ,虚血 , 金属ポルフィリン (錯体 ), グロビン , クロロクルオリン , ク
ロロクルオロヘム , コプロポルフィリン , ソーレー (吸収 )帯 ,鉄ポルフィリン ,
テトラヒドロポルフィリン , δ (吸収 )帯 (ヘム化合物の ), 銅プロトポルフィリン
, フェオポルフィリン , フェロオキシダーゼ , プロトポルフィリン , β (吸収 )帯 (
ヘム化合物の )
, ヘマチン , ヘマトポルフィリン , ヘミン , ヘム , ヘム a, ヘム c, ヘム d, ヘムエリト
リン , ヘムオキシゲナーゼ (脱環化 ), ヘム間相互作用 , ヘムの代謝 ,ヘモクロマ
トーシス , ヘモクロム , ポルフィリノーゲン , ポルフィリン , ポルフィリン環 , ポ
ルホビリノーゲン , ポルホビリノーゲンシンターゼ , ポルホビリノーゲンデアミ
ナーゼ , マグネシウムプロトポルフィリンⅨモノメチルエステル , メソポルフィリ
ン , メトヘモクロビンレダクターゼ系

【書名・発行所】「生化学辞典」、東京化学同人

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 4 ,
4,88,181,276,361,370,419,423,512,788,900,902,907,933,1128,1133,1190,1214,1226,1227,1228,1229,1230,1233,1294,1295,1295
-1296,1307, 1348, 1365

【著　　者】 野口 正人
林 典夫 ,廣野 治子「編者」

【タイトル】 タンパク質 ,生体膜 ,生体と酵素 ,エネルギー代謝

【書名・発行所】シンプル生化学 南江堂

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 45-52,97-103,115-123,125-133

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Hideaki Sato, Yuichiro Higashimoto, Hiroshi Sakamoto, Masakazu Sugishima,
Kenichi Takahashi, Graham Palmer, Masato Noguchi

【論　　題】 Electrochemical Reduction of Ferrous α -Verdoheme in Complex with Heme
Oxygenase-1

【雑 誌 名】 Journal of Inorganic Biochemistry

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 101 , 1394-1399

12.医化学
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【著　　者】 Masayuki Inosako, Chizu Shimokawa, Hideki Sugimoto, Nobuhiro Kihara, Toshikazu
Takata, and Shinobu Itoh

【論　　題】 Reaction of Copper(II) Complexes and Na2S2. An Alternative Method for the
Preparation of Dicopper(II)‒ Disulfido Complexes

【雑 誌 名】 Chem. Lett.

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 36 , 1306‒ 1307

【著　　者】 Hiroaki Kitagishi, Koji Oohora, Hiroyasu Yamaguchi, Hideaki Sato, Takashi Matsuo,
Akira Harada, Takashi Hayashi

【論　　題】 Supramolecular Hemoprotein Linear Assembly by Successive Interprotein
Heme-Heme Pocket Interactions

【雑 誌 名】 Journal of the American Chemical Society

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 129 , 10326-10327

【著　　者】 Sugishima M, Oda K, Ogura T, Sakamoto H, Noguchi M, Fukuyama K

【論　　題】 Alternative cyanide-binding modes to the haem iron in haem oxygenase

【雑 誌 名】 Acta Crystallogr. F Struct. Biol. Cryst. Commun.

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 63 , 471-474

【著　　者】 Higashimoto Y, Yamagishi S, Nakamura K, Matsui T, Takeuchi M, Noguchi M, Inoue
H

【論　　題】 In vitro selection of DNA aptamers that block toxic effects of  AGE on cultured retinal
pericytes

【雑 誌 名】 Microvascular Research

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 74 , 65-69

【著　　者】 Sugishima M, Higashimoto Y, Oishi T, Takahashi H, Sakamoto H, Noguchi M,
Fukuyama K

【論　　題】 X-ray crystallographic and biochemical characterization of the inhibitory action of an
imidazole-Dioxolane compound on heme oxygenase

【雑 誌 名】 Biochemistry

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 46 , 1860-1867

「その他」

【著　　者】 杉島 正一

【論　　題】 ヘムの代謝にかかわる酵素の構造生物学

【雑 誌 名】 日本結晶学会誌

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 49 , 99-106

12.医化学
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13.薬理学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Sotogaku N, Tully SE, Gama CI, Higashi H, Tanaka M, Hsieh-Wilson LC, Nishi A

【論　　題】 Activation of phospholipase C pathways by a synthetic chondroitin sulfate-E
tetrasaccharide promotes neurite outgrowth of dopaminergic neurons

【雑 誌 名】 J Neurochem

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 103 , 749-760

【著　　者】 Kawahara Y, Kawahara H, Kaneko F, Tanaka M.

【論　　題】 Long-term administration of citalopram reduces basal and stress-induced extracellular
noradrenaline levels in rat brain.

【雑 誌 名】 Psychopharmacology (Berl)

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 194 , 73-81

【著　　者】 Ahn J-H, Sung JY, McAvoy T, Nishi A, Janssens V, Goris J, Greengard P, Nairn AC

【論　　題】 The B"/PR72 subunit mediates Ca2+-dependent dephosphorylation of DARPP-32 by
protein phosphatase 2A

【雑 誌 名】 Proc Natl Acad Sci USA

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 104 , 9876-9881

【著　　者】 Ahn J-H, McAvoy T, Rakhilin SV, Nishi A, Greengard P, Nairn AC

【論　　題】 Protein kinase A activates protein phosphatase 2A by phosphorylation of the B56δ
subunit

【雑 誌 名】 Proc Natl Acad Sci USA

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 104 , 2979-2984

【著　　者】 Kitaoka S, Furuyashiki T, Nishi A, Shuto T, Koyasu S, Matsuoka T, Miyasaka M,
Greengard P, Narumiya S

【論　　題】 Prostaglandin E2 acts on EP1 receptor and amplifies both dopamine D1 and D2
receptor signaling in the striatum.

【雑 誌 名】 J Neurosci

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 27 , 12900-12907

13.薬理学
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【著　　者】 Sonomura T, Nakamura K, Furuta T, Hioki H, Nishi A, Yamanaka A, Uemura M,
Kaneko T

【論　　題】 Expression of D1 but not D2 Dopamine Receptors in Striatal Neurons Producing
Neurokinin B

【雑 誌 名】 Eur J Neurosci

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 26 , 3093-3103

【著　　者】 Nguyen C, Hosokawa T, Kuroiwa M, Ip NY, Nishi A, Hisanaga S, Bibb JA

【論　　題】 Differential regulation of the Cdk5-dependent phosphorylation sites of inhibitor-1 and
DARPP-32 by depolarization

【雑 誌 名】 J Neurochem

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 103 , 1582-1593

【著　　者】 Nguyen C, Nishi A, Kansy JW, Fernandez J, Hayashi K, Gillardon F, Hemmings HC
Jr, Nairn AC, Bibb JA

【論　　題】 Regulation of protein phosphatase inhibitor-1 by cyclin-dependent kinase 5

【雑 誌 名】 J Biol Chem

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 282 , 16511-16520

「その他」

【著　　者】 西 昭徳

【論　　題】 線条体ドーパミン情報伝達機構 :DARPP-32の役割

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 8-15

【著　　者】 西 昭徳

【論　　題】 ドーパミンシグナルの増幅と制御

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 165-169

13.薬理学
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14.病理学（矢野）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 秋葉 純、鹿毛 政義

【論　　題】 循環障害

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 55 , 141-8

【著　　者】 鹿毛 政義 , 秋葉 純

【論　　題】 ウイルス性肝硬変診療の進歩
形態学的変化

【雑 誌 名】 雑誌 肝臓

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 54 , 27-32

【著　　者】 一楽由貴、西田直代

【論　　題】 心嚢転移をきたした舌癌再発症例 (第 46回久留米大学 CPC)

【雑 誌 名】 久留米医学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 29-33

【著　　者】 春野政虎、中島 収、田中博文、浅野嘉延、仁保喜之、小川芳明、山田大輔、藤井
茂、添島國統、
岡崎正敏

【論　　題】 肝硬変に生じた 4結節を画像所見と生検所見から同時性多中心性発生肝細胞癌と
診断した 1症例

【雑 誌 名】 肝臓

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48 , 71-78

【著　　者】 喜多竜一、西川浩樹、松尾裕央、西島規浩、坂本康明、斎藤澄夫、波多野貴昭、
池田敦之、那須彰洋、
大鶴 繁、木村 達、大崎征夫、中島 収

【論　　題】 腫瘍内部にコロナ様濃染を認めた結節内結節型肝細胞癌の 1例

【雑 誌 名】 日本消化器病学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 104 , 837-839

【著　　者】 内藤嘉紀、檜垣浩一、田中将也、谷脇 智、神代正道

【論　　題】 肝外胆管原発腺扁平上皮癌の 1切除例

【雑 誌 名】 日本消化器外科学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 40 , 629-633

14.病理学（矢野）
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【著　　者】 石崎泰令、松岡 啓、内藤嘉紀、矢野博久、内藤壽則、植田省吾

【論　　題】 腎浸潤性移行上皮癌 (Infiltrating Renal Transitional Cell Carcinoma)の 1例

【雑 誌 名】 西日本泌尿器科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 69 , 328-332

【著　　者】 Nagaoka S, Yoshida T, Akiyoshi J, Akiba J, Torimura T, Adachi H, Kurogi J, Tajiri N,
Inoue K, Niizeki T, Koga H, Imaizumi T, Kojiro M, Sata M.

【論　　題】 Serum C-reactive protein levels predict survival in hepatocellular carcinoma.

【雑 誌 名】 Liver international

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 27 , 1091-7

【著　　者】 Oie S., Ono M., Fukushima H., Hosoi F., Yano H., Maruyama Y., Kojiro M., Terada
T., Hirano K., Kuwano M., Yamada Y.

【論　　題】 Alteration of dihydropyrimidine dehydrogenase expression by IFN-α affects the
antiproliferative effects of 5-fluorouracil in human hepatocellular carcinoma cells

【雑 誌 名】 Mol Cancer Ther

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 6 , 2310-2318

【著　　者】 Fukahori S., Yano H., Tsuneoka M., Tanaka Y., Yagi M., Kuwano M., Tajiri T.,
Taguchi T., Tsuneyoshi M., Kojiro M.

【論　　題】 Immunohistochemical expressions of Cap43 and Mina53 proteins in neuroblastoma

【雑 誌 名】 J Pediatr Surg

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 42 , 1831-1840

【著　　者】 Kawahara A, Harada H, Akiba J, Yokoyama T, Kage M.

【論　　題】 Fine-Needle Aspiration cytology of Basal Cell Adenoma of the Parotid Gland:
Characteristic Cytology Features and Diagnostic Pitfalls

【雑 誌 名】 Diagnostic cytopathology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 85-90

【著　　者】 Noriyuki Sakata, Kazuki Nabeshima, Hiroshi Iwasaki, Tadashi Tashiro,
Noriko Usugi, Osamu Nakashima, Hiroyuki Ito, Takemi Kawanami, Kiyomi Furuya
Masaru Kojima

【論　　題】 Possible involvement of myofibroblast in the development of inflammatory aortic
aneurysm

【雑 誌 名】 Pathology-Research and Practice

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 203 , 21-29

14.病理学（矢野）
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【著　　者】 YOSUKE SAKEMI, HIROHISA YANO, SACHIKO OGASAWARA, JUN AKIBA,
OSAMU NAKASHIMA, SUGURU FUKAHORI, MICHIO SATA,
MASAMICHI KOJIRO

【論　　題】 X-linked inhibitor of apoptosis(XIAP) and XIAP-associated factor-1 expressions
and their relationship to apoptosis in human hepatocellular carcinoma and
non-cancerous liver tissues

【雑 誌 名】 ONCOLOGY REPORTS

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 65-70

【著　　者】 Hisamitsu Miyaaki, Osamu Nakashima, Mina Kurogi, Katsumi Kotsumi Eguch,
Masamichi Kojiro

【論　　題】 Lens culinaris agglutinin-reactive  α -fetoprotein and protein induced  by vitamin K
absence Ⅱ are potential indicators of a poor prognosis : a histopathological study
of surgically resected hepatocellular carcinoma

【雑 誌 名】 J. Gastroenterology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 42 , 962-968

【著　　者】 Takenori Takahata, Keizou Ookawa, Koji Suto, Masanori Tanaka, Hirohisa Yano
Osamu Nakashima, Masamichi Kojiro, Yoshihiro Tamura, Tomonori Tateishi,
Yuh Sakata, Shinsaku Fukuda

【論　　題】 Chemosensitivity Determinants of Irinotecan Hydrochloride in Hepatocellular
Carcinoma Cell Lines

【雑 誌 名】 Basic & Clinical Pharmacology & Toxicology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 399-407

【著　　者】 HIROHISA  YANO, YUJI  BASAKI, SHINJI  OIE, SACHIKO  OGASAWARA,
SEIYA  MOMOSAKI,
JUN  AKIBA, NAOYO  NISHIDA,  SAKIKO  KOJIRO, HIRONORI  ISHIZAKI,
FUKUKO  MORIYA
KEITARO  KURATOMI, SUGURU  FUKAHORI, MICHIHIKO  KUWANO,
MASAMICHI  KOJIRO

【論　　題】 Effects of INF-α on α -Fetoprotein Expressions in Hepatocellular Carcinoma Cells

【雑 誌 名】 JOURNAL OF INTERFERON & CYTOKINE RESEARCH

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 27 , 231-238

【著　　者】 SACHIKO OGASAWARA, HIROHISA YANO, SEIYA MOMOSAKI, JUN AKIBA
NAOYONISHIDA, SAKIKO KOJIRO, FUKUKO MORIYA, HIRONORI ISHIZAKI
KEITARO KURATOMI, MASAMICHI KOJIRO

【論　　題】 Growth Inhibitory Effects of IFN-β Human liver Cancer Cells In Vitro and In Vivo

【雑 誌 名】 J.INTERFERON & CYTOKINE RESEARCH

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 27 , 507-516

14.病理学（矢野）
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【著　　者】 Hironori Ishizaki, Hirohisa Yano, MakotoTsuneoka, Sachiko Ogasawara, Jun Akiba
Naoyo Nishida, Sakiko Kojiro, Suguru Fukahori, Fukuko Moriya, Kei Matsuoka ,
Masamichi Kojiro

【論　　題】 Overexpression of the myc  target gene MIna53 in advanced renal cell carcinoma

【雑 誌 名】 Pathology International

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 57 , 672-680

【著　　者】 Nobuyoshi Fukushima, Ryoko Kuromatu, Daiji Uchiyama, Satoshi Itano, Akio Takata,
Eiji Ando
Shuji Sumie, Takuji Torimura, Masafumi Uchida, Osamu Nakashima, Masamichi
Kojiro,
Michio Sata

【論　　題】 Hyperplastic Nodular Hepatic Lesions Following End-to-side Portacaval Shunting in
Childhood

【雑 誌 名】 NTERNAL MEDICINE

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 1203-1208

【著　　者】 Ken Tanikawa, Masayoshi Kage, Mina Komuta, Osamu Nakashima, Hirohisa Yano,
Hirishi Yatsuhashi,Masamichi Kojiro

【論　　題】 Pathological analysis of oxypholic granular hepatocytes and hepatocellular
mitochondria in chronic hepatitis C

【雑 誌 名】 Hepatology Research

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 37 , 425-432

【著　　者】 Kiminori Fujimoto, Shinzo Takamori, Hirohisa Yano, Junko Sadohara,
Toshihiro Matsuo, Yasuhiro Terazaki, Masatoshi Ishibashi, Naofumi Hayabuchi

【論　　題】 Focal Cholesterol in the Anterior Mediastinum: [18F]- Fluoro-2-Deoxy-D-Glucose
- Positron Emission  Tomography and Magnetic Resonance Imaging Findings

【雑 誌 名】 J.Thoracic Oncology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 1054-1056

【著　　者】 Masanori  Noguchi, Akihisa Yano, Osamu Nakashima,Yoshihiro Komohara,
Satoko Yamada, Kyogo Itoh, Kei Matsuoka

【論　　題】 Immunological Evaluation of Neoadjuvant Peptide Vaccination Before Radical
Prostatectomy for Patients With Localized Prostate Cancer

【雑 誌 名】 The Prostate

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 67 , 933-942

14.病理学（矢野）
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「その他」

【著　　者】 矢野博久、神代正道

【論　　題】 肝細胞癌に対するインターフェロンの効果 -基礎的検討から

【雑 誌 名】 日本消化器病学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 104 , 644-653

【著　　者】 矢野 博久、神代 正道

【論　　題】 インターフェロンによる肝発癌抑制機序に関する基礎的研究

【雑 誌 名】 久留米医学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 109-117

【著　　者】 神代正道、中島 収、小無田美菜

【論　　題】 肝前駆細胞と肝癌組織発生

【雑 誌 名】 病理と臨床・別冊

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 337-342

【著　　者】 中島 収、神代正道

【論　　題】 PIVKA-II の組織発現

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 54 , 471-475

【著　　者】 中島 収、神代正道

【論　　題】 肝腫瘍組織発生における肝前駆細胞の関与について

【雑 誌 名】 久留米医学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 118-122

【著　　者】 中島 収

【論　　題】 肝内結節性病変

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 54 , 651-659

【著　　者】 中島 収、鹿毛政義、矢野博久

【論　　題】 肝癌の病理

【雑 誌 名】 最新医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 別冊 , 25-32

14.病理学（矢野）
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【著　　者】 鹿毛政義、秋葉 純

【論　　題】 ウイルス性肝硬変診療の進歩
形態学的変化

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 54 , 27-32

【著　　者】 秋葉 純、鹿毛政義

【論　　題】 循環障害

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 55 , 141-148

【著　　者】 喜多竜一、西島規浩、中辻正人、川上尚人、坂本康明、松尾裕央、斎藤澄夫、
波多野貴昭、池田敦之、那須彰洋、西川浩樹、木村 達、大崎征夫、中島 収

【論　　題】 腫瘤血洞から直接類同に流出する血行路とコロナ様濃染の出現についての考察

【雑 誌 名】 肝臓

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48 , 246-248

【著　　者】 中島 収、矢野博久

【論　　題】 診断 病理診断 (特に小肝細胞癌について )

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 35-39

【著　　者】 鹿毛政義、谷川 健

【論　　題】 小児期の肝胆膵疾患の病理の特徴

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 55 , 187-196

14.病理学（矢野）
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15.病理学（大島）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Karube K, Guo Y, Suzumiya J, Sugita Y, Nomura Y, Yamamoto K, Shimizu K,
Yoshida S, Komatani H, Takeshita M, Kikuchi M, Nakamura N, Takasu O, Arakawa
F, Tagawa H, Seto M, Ohshima K

【論　　題】 CD10-MUM1+follicular lymphoma lacks BCL2 gene translocation and shows
characteristic biologic and clinical features

【雑 誌 名】 Blood

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 109 , 3076-3079

【著　　者】 Sugita Y, Komatani H, Ohshima K, Shigemori M, Nakashima A

【論　　題】 Expression of cyclooxygenase-2 and vascular endothelial growth factor in primary
central nervous system lymphomas

【雑 誌 名】 Oncology Reports

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 18 , 617-622

【著　　者】 Sugita Y, Takase Y, Mori D, Tokunaga O, Nakashima A, Shigemori M

【論　　題】 Endoglin (CD105) is expressed on endothelial cells in the primary central nervous
system lymphomas and correlates with survival

【雑 誌 名】 Journal of Neuro-oncology

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 82 , 249-256

【著　　者】 Kishikawa T, Miyashita T, Fujiwara E, Shimomura O, Yasuhi I, Niino D, Ito M,
Amenomori M, Osumimoto H, Osumi M, Eguchi K, Migita K.

【論　　題】 Multicentric reticulohistiocytosis associated with ovarian cancer

【雑 誌 名】 Modern Rheumatology

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 17 , 422-425

【著　　者】 Sagara Y, Inoue Y, Ohshima K, Kojima E, Utsunomiya A, Tsujimura M, Shiraki H,
Kashiwagi S.

【論　　題】 Antibody to the central region of human T-lymphotropic virus type 1 gp46 is
associated with the progression of adult T-cell leukemia.

【雑 誌 名】 Cancer Sci

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 240-5

15.病理学（大島）
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【著　　者】 Kaneyuki U, Ueda S, Yamagishi S, Kato S, Fujimura T, Shibata R, Hayashida A,
Yoshimura J, Kojiro M, Oshima K, Okuda S.

【論　　題】 Pitavastatin inhibits lysophosphatidic acid-induced proliferation and monocyte
chemoattractant protein-1 expression in aortic smooth muscle cells by suppressing
Rac-1-mediated reactive oxygen species generation.

【雑 誌 名】 Vascul Pharmacol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 286-92.

【著　　者】 Guo Y, Karube K, Kawano R, Suzumiya J, Takeshita M, Kikuchi M, Huang GS, Li Q,
Ohshima K.

【論　　題】 Bcl2-negative follicular lymphomas frequently have Bcl6 translocation and/or Bcl6 or
p53 expression.

【雑 誌 名】 Pathol Int.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 57 , 148-52

【著　　者】 Karube K, Suzumiya J, Okamoto M, Takeshita M, Maeda K, Sakaguchi M, Inada T,
Tsushima H, Kikuchi M, Ohshima K.

【論　　題】 Adult T-cell lymphoma/leukemia with angioimmunoblastic T-cell lymphomalike
features: Report of 11 cases.

【雑 誌 名】 Am J Surg Pathol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 216-23

【著　　者】 Ishii E, Ohga S, Imashuku S, Yasukawa M, Tsuda H, Miura I, Yamamoto K, Horiuchi
H, Takada K, Ohshima K, Nakamura S, Kinukawa N, Oshimi K, Kawa K..

【論　　題】 Nationwide survey of hemophagocytic lymphohistiocytosis in Japan.

【雑 誌 名】 Int J Hematol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 86 , 58-65

【著　　者】 Koida S, Tsukasaki K, Tsuchiya T, Harasawa H, Fukushima T, Yamada Y, Ohshima
K, Kamihira S, Kikuchi M, Tomonaga M...

【論　　題】 Primary T-cell lymphoma of the thyroid gland with chemokine receptors of Th1
phenotype complicating autoimmune thyroiditis..

【雑 誌 名】 Haematologica

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 92 , :ECR16

15.病理学（大島）
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【著　　者】 Ishikawa F, Yoshida S, Saito Y, Hijikata A, Kitamura H, Tanaka S, Nakamura R,
Tanaka T, Tomiyama H, Saito N, Fukata M, Miyamoto T, Lyons B, Ohshima K,
Uchida N, Taniguchi S, Ohara O, Akashi K, Harada M, Shultz LD.

【論　　題】 Chemotherapy-resistant human AML stem cells home to and engraft within the
bone-marrow endosteal region.

【雑 誌 名】 Nat Biotechnol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 1315-21

【著　　者】 Oyama T, Yamamoto K, Asano N, Oshiro A, Suzuki R, Kagami Y, Morishima Y,
Takeuchi K, Izumo T, Mori S, Ohshima K, Suzumiya J, Nakamura N, Abe M,
Ichimura K, Sato Y, Yoshino T, Naoe T, Shimoyama Y, Kamiya Y, Kinoshita T,
Nakamura S.

【論　　題】 Age-related EBV-associated B-cell lymphoproliferative disorders constitute a distinct
clinicopathologic group: a study of 96 patients.

【雑 誌 名】 Clin Cancer Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 13 , 5124-32

【著　　者】 Shimizu K, Karube K, Arakawa F, Nomura Y, Komatani H, Yamamoto K, Y.oshida S,
Aoki R, Sugita Y, Takeshita M, Ohshima K.

【論　　題】 Upregulation of CC chemokine ligand 18 and downregulation of CX3C chemokine
receptor 1 expression in human T-cell leukemia virus type 1-associated lymph node
lesions: Results of chemokine and chemokine receptor DNA chip analysis.

【雑 誌 名】 Cancer Sci.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 1875-80

【著　　者】 Shide K, Shimoda HK, Kumano T, Karube K, Kameda T, Takenaka K, Oku S, Abe S,
Katayose KS, Kubuki Y, Kusumoto K, Hasuike S, Tahara Y, Nagata K, Matsuda T,
Ohshima K, Harada M, Shimoda K

【論　　題】 Development of ET,primary myelofibrosis and PV in mice expressing JAK2 V617F

【雑 誌 名】 Leukemia

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 111 , 1-9

【著　　者】 Ohshima K.

【論　　題】 Pathological features of diseases associated with human T-cell leukemia virus type I.

【雑 誌 名】 Cancer Sci.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 772-8

15.病理学（大島）
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「その他」

【著　　者】 大島孝一、新野大介

【論　　題】 HTLV-1関連疾患の病理的研究成果

【雑 誌 名】 血液・腫瘍科

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 55 , 364-372

15.病理学（大島）

- 29 -



16.感染医学講座（基礎）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 桑野剛一、清水隆

【論　　題】 マイコプラズマと宿主の免疫応答

【雑 誌 名】 化学療法の領域

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 23 , 81-87

【著　　者】 Shimizu T, Kida Y, Kuwano K

【論　　題】 Triacylated lipoproteins derived from Mycoplasma pneumoniae activate nuclear
factor-kB through toll-like receptors 1 and 2

【雑 誌 名】 Immunology

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 121 , 473-483

【著　　者】 Kida, Y., Inoue, H., Shimizu, T., Kuwano, K.

【論　　題】 Serratia marcescens serralysin induces inflammatory responses through
protease-activated receptor 2

【雑 誌 名】 Infection and Immunity

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 75 , 164-174

16.感染医学講座（基礎）
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17.感染医学講座（臨床）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Qin L, Masaki H, Watanabe K, Furumoto A, and Watanabe H

【論　　題】 Antimicrobial  susceptibility and genetic characteristics of Streptococcus pneumoniae
isolates indicating possible nosocomial transmission routes in a community hospital in
Japan.

【雑 誌 名】 J Clin Microbiol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 45 , 3701-3706

【著　　者】 Anh DD, Huong PLT, Watanabe K, Nguyet NT, Anh NTH, Thi NT, Dung NT, Phong,
DM, Tanimura S, Ohkusa Y, Nagatake T, Watanabe H, and Oishi K.

【論　　題】 Increased rates of intense nasopharyngeal bacterial colonization of Vietnamese
children with radiological pneumonia.

【雑 誌 名】 Tohoku J Exp Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 213 , 167-172

【著　　者】 Qin L, Watanabe H, Asoh N, Watanabe K, Oishi K, Mizota T, and Nagatake T.

【論　　題】 Antimicrobial susceptibility and genetic characteristics of Haemophilus influenzae
isolated from patients with respiratory tract infections between 1987 and 2000,
including b-lactamase-negative ampicillin-resistant strains.

【雑 誌 名】 Epidemiol Infect

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 135 , 665-668

【著　　者】 Iwahashi, J., Hamada, N., and Watanabe, H.

【論　　題】 Two hydrophobic segments of the RTN1 family determine the ER localization and
retention.

【雑 誌 名】 Biochem. Biophys. Res. Commun.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 355 , 508-512

【著　　者】 Watanabe H, Batuwanthudawe R, Thevanesam V, Kaji C, Qin L, Nishikiori N, Saito
W, Saito M, Watanabe K, Oishi K, Abeysinghe N, Kunii O.

【論　　題】 Possible prevalence and transmission of acute respiratory tract infections caused by
Streptococcus pneumoniae and Haemophilus influenzae among the internally
displaced persons in tsunami disaster evacuation camps of Sri Lanka.

【雑 誌 名】 Intern Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 1395-1402

17.感染医学講座（臨床）
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【著　　者】 3.Koyama J, Ahmed K, Zhao J, Saito M, Onizuka S, Oma K, Watanabe K,
Watanabe H , and Oishi K.

【論　　題】 Strain-specific pulmonary defense achieved after repeated airway immunizations with
non-typeable Haemophilus influenzae in a mouse model.

【雑 誌 名】 Tohoku J Exp Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 211 , 63-74

「その他」

【著　　者】 濱田信之、岩橋 潤、渡邊 浩

【論　　題】 レティキュロンは小胞体の形を決めているだけか ?

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 274-281

17.感染医学講座（臨床）
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18.免疫学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 野口正典、松岡啓、本間重紀、菰原義弘、原田守、伊東恭悟

【論　　題】 未治療前立腺癌組織における HLA class I, 多剤耐性糖蛋白 , アンドロゲンレセプ
ターの発現解析

【雑 誌 名】 西日本泌尿器科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 69 , 204-208

【著　　者】 Matsueda S, Takedatsu H, Sasada T, Azuma K, Ishihara Y, Komohara Y, Noguchi M,
Shichijo S, Itoh K, Harada M.

【論　　題】 New peptide vaccine candidates for epithelial cancer patients with HLA-A3 supertype
alleles.

【雑 誌 名】 J Immunother.

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 30 , 274-81

【著　　者】 Itoh Y, Komohara Y, Komatsu N, Minami T, Saito K, Noguchi M, Itoh K, Harada M

【論　　題】 New peptides of the polycomb group protein enhancer of zeste homolog 2 with the
potential to induce cancer-reactive cytotoxic T lymphocytes in human leukocyte
antigen-A2+ prostate cancer patients.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 1231-1237

【著　　者】 Naito M, Komohara Y, Ishihara Y, Noguchi M, Yamashita Y, Shirakusa T, Yamada A,
Itoh K, Harada M

【論　　題】 Identification of Lck-derived peptides applicable to anti-cancer vaccine for patients
with human leukocyte antigen-A3 supertype alleles.

【雑 誌 名】 British J Cancer

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 97 , 1648-1654

【著　　者】 Azuma K, Komohara Y, Sasada T, Terazaki Y, Ikeda J, Hoshino T, Itoh K, Yamada A,
Aizawa H

【論　　題】 Excision repair cross-complementation group 1 predicts progression-free and overall
survival in non-small cell lung cancer patients treated with platinum-based
chemotherapy.

【雑 誌 名】 Cancer Sci

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 1336-1343

18.免疫学
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【著　　者】 Harada M, Ishihara Y, Itoh K, Yamanaka R

【論　　題】 Kinesin superfamily protein-derived peptides with the ability to induce glioma-reactive
cytotoxic T lymphocytes in human leukocyte antigen-A24+ glioma patients.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 629-636

【著　　者】 Komohara Y, Harada M, Arima Y, Suekane S, Noguchi M, Yamada A, Itoh K,
Matsuoka K

【論　　題】 Identification of target antigens in specific immunotherapy for renal cell carcinoma.

【雑 誌 名】 J Urol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 177 , 1157-1162

【著　　者】 Noguchi M, Mine T, Yamada A, Obata Y, Yoshida K, Mizoguchi J, Harada M,
Suekane S, Itoh K, Matuoka K

【論　　題】 Combination therapy of personalized peptide vaccination and low-dose estramustine
phosphate for metastatic hormone refractory prostate cancer patients: an analysis of
prognostic factors in the treatment.

【雑 誌 名】 Oncol Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 16 , 341-349

【著　　者】 Takao Y, Yamada A, Yutani S, Takedatsu H, Ono T, Etoh K, Wang Y, Suzuki S, Ide
T, Simotohno K, Sata M, Itoh K

【論　　題】 Identification of new immunogenic peptides in conserved regions of hepatitis C
virus(HCV) 1b with the potentiality to generate cytotoxic T lymphocytes in HCV1b+
HLA-A24+ patients.

【雑 誌 名】 Hepatol Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 37 , 186-195

【著　　者】 Noguchi M, Yao A, Harada M, Nakashima O, Komohara Y, Yamada S, Itoh K,
Matsuoka K

【論　　題】 Immunological evaluation of neoadjuvant peptide vaccination before radical
prostatectomy for patients with localized prostate cancer.

【雑 誌 名】 Prostate

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 67 , 933-942

【著　　者】 Tanaka M, Komatsu N, Terakawa N, Yanagimoto Y, Oka M, Sasada T, Mine T,
Gouhara S, Shichijo S, Okuda S, Itoh K

【論　　題】 Increased levels of IgG antibodies against peptides of the prostate stem cell antigen in
the plasma of pancreatic cancer patients.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 161-166

18.免疫学

- 34 -



【著　　者】 Minami T, Matsueda S, Takedatsu H, Tanaka M, Noguchi M, Uemura H, Itoh K,
Harada M

【論　　題】 Identification of SART3-derived peptides having the potential to induce
cancer-reactive cytotoxic T lymphocytes from prostate cancer patients with HLA-A3
supertype alleles.

【雑 誌 名】 Cancer Immunol Immunother

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 ,  689-698

【著　　者】 Takao Y, Yamada A, Yutani S, Ono T, Nagao Y, Ando E, Ide T, Itoh K, Sata M

【論　　題】 Serum levels of IgG to the peptide of HCV1b core at positions 35-44 correlated with
persistent infection, while levels of IgG to the peptide of NS5A at positions 2132-2140
correlated with better prognosis in HCV-infected patients.

【雑 誌 名】 Med Microbiol Immunol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 196 , 157-164

【著　　者】 Matsueda S, Yamada A, Takao Y, Tamura M, Komatsu N, Yutani S, Ide T, Sata M,
Itoh K

【論　　題】 A new epitope peptide derived from hepatitis C virus 1b possessing the capacity to
induce cytotoxic T-lymphocytes in HCV1b-infected patients with HLA-A11, -A31 and
-A33.

【雑 誌 名】 Cancer Immunol Immunother

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , 1359-66

【著　　者】 Homma S, Komohara Y, Harada M, Saya H, Todo S, Itoh K, Noguchi M

【論　　題】 Differential levels of human leukocyte antigen-class I, multidrug-resistance 1 and
androgen receptor expressions in untreated prostate cancer cells: the robustness of
prostate cancer.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 343-346

【著　　者】 Yanagimoto H, Mine T, Yamamoto K, Satoi S, Terakawa N, Takahashi K, Nakahara
K, Honma S, Tanaka M, Mizoguchi J, Yamada A, Oka M, Kamiyama Y, Itoh K, Takai
S

【論　　題】 Immunological evaluation of personalized peptide vaccination with gemcitabine for
pancreatic cancer.

【雑 誌 名】 Cancer Sci

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 605-611

18.免疫学
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【著　　者】 Sato Y, Fujiwara T, Mine T, Shomura H, Honma S, Maeda Y, Tokunaga N, Ikeda Y,
Ishihara Y, Yamada A, Tanaka N, Itoh K, Harada M, Todo S

【論　　題】 Immunological evaluation of personalized peptide vaccination in combination with a 5
-fluorouracil derivative(TS-1) for advanced gastric or colorectal carcinoma patients.

【雑 誌 名】 Cancer Sci

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 1113-1119

【著　　者】 Komohara Y, Suekane S, Noguchi M, Matsuoka K, Yamada A, Itoh K

【論　　題】 Expression of APOBEC3G in kidney cells.

【雑 誌 名】 Tissue Antigens

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 69 , 95-98

【著　　者】 Yamanaka R, Itoh K

【論　　題】 Peptide-based immunotherapeutic approaches to glioma: a review.

【雑 誌 名】 Expert Opin Biol Ther

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 7 , 645-9

【著　　者】 Yutani S, Yamada A, Yoshida K, Takao Y, Tamura M, Komatsu N, Ide T, Tanaka M,
Sata M, Itoh K

【論　　題】 Phase I clinical study of a personalized peptide vaccination for patients infected with
hepatitis C virus (HCV) 1b who failed to respond to interferon-based therapy.

【雑 誌 名】 Vaccine

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 7429-35

【著　　者】 Komohara Y, Harada M, Ishihara Y, Suekane S, Noguchi M, Yamada A, Matsuoka K,
Itoh K

【論　　題】 HLA-G as a target molecule in specific immunotherapy against renal cell carcinoma.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 1463-1468

【著　　者】 Matsueda S, Takedatsu H, Sasada T, Azuma K, Ishihara Y, Komohara Y, Noguchi M,
Shichijo S, Itoh K, Harada M

【論　　題】 New peptide vaccine candidates for epithelial cancer patients with HLA-A3 supertype
alleles.

【雑 誌 名】 J Immunother

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 30 , 274-281

18.免疫学
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【著　　者】 Suekane S, Nishitani M, Noguchi M, Komohara Y, Kokubu T, Naitoh M, Honma S,
Yamada A, Itoh K, Matsuoka K, Kanayama H

【論　　題】 Phase I trial of personalized peptide vaccination for cytokine-refractory metastatic
renal cell carcinoma patients.

【雑 誌 名】 Cancer Sci

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 1965-1968

【著　　者】 Iwamoto O, Koga M, Aoki M, Yokomizo Y, Koga C, Kusukawa J, Sasatomi T, Itoh K

【論　　題】 Aberrant expression of p56lck in primary oral cancer.

【雑 誌 名】 Asian J Oral Maxillofac Surg

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 190-6

【著　　者】 Tanaka M, Komatsu N, Terakawa N, Yanagimoto Y, Oka M, Sasada T, Mine T,
Gouhara S, Shichijo S, Okuda S, and Itoh K.

【論　　題】 Increased levels of IgG antibodies against peptides of prostate stem cell antigen in
plasma of pancreatic cancer patients.

【雑 誌 名】 Oncology Report

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 161-166

「その他」

【著　　者】 原田守、伊東恭悟

【論　　題】 免疫療法

【雑 誌 名】 からだの科学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 253 , 164-167

【著　　者】 柳本泰明、伊東恭悟

【論　　題】 化学療法を併用した腫瘍抗原ペプチド個別化免疫療法

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 221 , 622-626

18.免疫学
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19.環境医学

「単行本 /著書」

【著　　者】 13)	小木和孝監修 ,吉川徹編 ,原邦夫 ,他

【タイトル】 労働組合手動の参加型安全衛生 POSITIVEプログラムの 12年

【書名・発行所】労働組合手動の参加型安全衛生 POSITIVEプログラムの 12年 ,国際労働財団

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 原 邦夫
森 美穂子
石竹 達也
原田 幸一
魏 長年
大森 昭子
上田 厚

【論　　題】 校舎改装後 2年間の小学校教室内ホルムアルデヒドおよび VOCsの気中濃度の経
時変化

【雑 誌 名】 室内環境学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 9 , 97-103

【著　　者】 星子美智子 ,内藤慎二 ,古賀満明 ,森美穂子 ,原邦夫 ,石竹達也

【論　　題】 クロルフェナピル (殺虫・殺ダニ剤 )を散布後 7日目に急死した 1例

【雑 誌 名】 中毒研究

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 20 , 131-136

【著　　者】 Smith D
Mihashi M
Adachi Y
Koga H
Nakashima Y
Kawano S
Ueno C
Ishitake T

【論　　題】 Four common occupational health issues among Japanese nurses

【雑 誌 名】 J Occup Health Safety

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 23 ,

19.環境医学
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【著　　者】 Hara K, Mori M, Ishitake T, Kitajima H, Sakai K, Nakaaki K, Jonai H

【論　　題】 Results of Recognition Tests on Japanese Subjects of the Labels Presently Used in
Japan and the UN-GHS Labels

【雑 誌 名】 Journal of Occupational Health

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 260-267

【著　　者】 Satou Y, Ando H, Nakiri M, Nagatomi K, Yamaguchi Y, Hoshiko M, Tsuji Y,
Muramoto J, Mori M, Hara K, Ishitake T

【論　　題】 Effects of Short-Term Exposure to Whole-Body Vibration on Wakefulness Level

【雑 誌 名】 Industrial Health

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 45 , 217-223

【著　　者】 HARA K, MORI M, ISHITAKE T, KITAJIMA H, SAKAI K, NAKAAKI K, JONAI
H

【論　　題】 Results of recognition tests on Japanese subjects of the labels presently used in Japan
and the UN-GHS labels

【雑 誌 名】 J Occup Health

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 260-267

【著　　者】 Harada K, hara K, Wei C-N, Ohmori S, Matsushita O and Ueda A

【論　　題】 Case study of volatile organic compounds in indoor air of a house before and after
repair where sick building syndrome occurred

【雑 誌 名】 Int J Immunopathol Pharmacol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 20 , 69-74

「その他」

【著　　者】 原田幸一 ,原邦夫 ,魏長年 ,韋慶軍 ,野田耕右 ,松下修 ,野口ゆかり ,長谷川麻子 ,
大森昭子 ,皆本景子 ,上田厚

【論　　題】 室内揮発性有機化合物の動向と健康問題

【雑 誌 名】 熊本大学医学部保健学科・紀要

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1-12

19.環境医学
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20.公衆衛生学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Hayashi E, Matsuzaki Y, Hasegawa G, Yaguchi T, Kurihara S, Fujita T, Kageshita T,
Sano M, Kawakami Y

【論　　題】 Identification of a novel cancer-testis antigen CRT2 frequently expressed in various
cancers using representational differential analysis

【雑 誌 名】 Clin. Cancer Res.

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 13 , 6267-6274

【著　　者】 Mochimaru H, Nagai N, Hasegawa G, Kudo-Saito C, Yaguchi T, Usui Y, Kurihara T,
Koto T, Satofuka S, Shinoda H, Ozawa Y, Tsubota K, Kawakami Y and Ishida S

【論　　題】 Suppression of Choroidal Neovascularization by Dendritic Cell Vaccination Targeting
VEGFR2

【雑 誌 名】 Invest. Ophthalmol. Vis. Sci.

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 48 , 4795-4801

【著　　者】 Ogawa Y, Razzaque MS, Kameyama K, Hasegawa G, Kawai M, Shimmura S,
Okamoto S, Ikeda Y, Kawakami Y and Kuwana M

【論　　題】 Role of heat shock protein 47, a collagen-binding chaperon, in lacrimal gland
pathology in patients with cGVHD

【雑 誌 名】 Invest. Ophthalmol. Vis. Sci.

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 48 , 1079-1086

「その他」

【著　　者】 Kawakami Y, Fujita T, Kudo C, Sakurai T, Udagawa M, Hasegawa G, Ishida A,
Kitagawa Y, Tanabe M, Saito M, Izumi Y, Kawamura M, Yaguchi T, Ueda Y,
Hayashi E, Wang Q, Tsukamoto N, Matsuzaki Y, Sumimoto H, Takeuchi H, Tanikawa
A, Handa M, Amagai M, Kobayashi K, Ikeda Y, Azuma I, and Kitajima M

【論　　題】 Development of individualized immunotherapy based on the analysis on anti-tumor
immune responses to the human tumor antigens identified using immunological and
genetic methods

【雑 誌 名】 Gene Therapy 2007

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 240-248

20.公衆衛生学
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21.法医学・人類遺伝学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Soejima M., Fujihara J., Takeshita H., Koda Y.

【論　　題】 The distribution of haptoglobin-gene deletion (Hpdel) is restricted to East Asians.

【雑 誌 名】 Transfusion.

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 47 , 1948-50

【著　　者】 Soejima M, Pang H, Koda Y

【論　　題】 Genetic variation of FUT2 in a Ghanaian population: identification of four novel
mutations and inference of balancing selection.

【雑 誌 名】 Ann Hematol

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 86 , 199-204

【著　　者】 Soejima M, Koda Y

【論　　題】 Population differences of two coding SNPs in pigmentation-related genes SLC24A5
and SLC45A2.

【雑 誌 名】 Int J Legal Med

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 121 , 36-39

21.法医学・人類遺伝学

- 41 -



22.内科学（呼吸器・神経・膠原病）

「単行本 /著書」

【著　　者】 川山智隆、相澤久道

【タイトル】 気管支喘息と COPDにおける抗コリン薬の位置づけ

【書名・発行所】気管支喘息と COPDの類似点・相違点 -中高齢者における特徴と治療・管理の戦
略 -

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 56-63

【著　　者】 単著

【タイトル】 気管支拡張薬

【書名・発行所】呼吸器専門医テキスト

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 178-182

【著　　者】 谷脇考恭 ,綾部光芳

【タイトル】 よく診る頭痛と危険な頭痛 髄膜炎

【書名・発行所】臨床と研究

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 84 , 1188-1192

【著　　者】 綾部光芳

【タイトル】 視野障害

【書名・発行所】診断ピットフォール 症例から学ぶ ,南江堂

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 99 , 972-976

【著　　者】 綾部光芳 ,日本神経感染症学会 編集

【タイトル】 各種髄膜炎との鑑別

【書名・発行所】ヘルペス脳炎 ,中山書店

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 121-134

【著　　者】 単著

【タイトル】 呼吸リハビリテーションと介護保険・身障等級

【書名・発行所】包括的リハビリテーション Ⅰ基礎編

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 37-43
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【著　　者】 綾部光芳 ,編者 富野康日己

【タイトル】 意識障害

【書名・発行所】症例から迫る内科診療ー典型例と非典型例によるアプローチ ,中外医学社

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 105-113

【著　　者】 単著

【タイトル】 アストグラフと標準法

【書名・発行所】呼吸器 common diseaseの診療 気管支喘息のすべて

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 184-185

【著　　者】 単著

【タイトル】 ポイントとなる呼吸機能検査所見 2.気道過敏性試験

【書名・発行所】呼吸器 common diseaseの診療 気管支喘息のすべて

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 180-183

【著　　者】 単著

【タイトル】 ポイントとなる呼吸機能検査所見 3.鑑別を要する疾患では ?

【書名・発行所】呼吸器 common diseaseの診療 気管支喘息のすべて

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 186-189

【著　　者】 泉 孝英 編著

【タイトル】 呼吸不全と在宅酸素療法

【書名・発行所】ガイドライン外来診療 2007(日経メディカル )

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 93-99

【著　　者】 相澤久道監修

【タイトル】 用語解説

【書名・発行所】気管支喘息と COPDの類似点・相違点、メディカルレビュー社

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 124-127

【著　　者】 長坂行雄監修

【タイトル】 ガスの交換と運搬

【書名・発行所】新人ナースのためのまるわかり呼吸ケア必須テクニック、メディカ出版

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 14-20
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「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 一ノ瀬正和、相澤久道、石坂彰敏、永井厚志、福地義之助、Hana Muellerova、
Martin Crane

【論　　題】 日本における慢性閉塞性肺疾患 (COPD)患者の大規模電話実態調査 -Confronting
COPD Japan Survey-

【雑 誌 名】 日本呼吸器学会雑誌

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 45 , 927-935

【著　　者】 福地義之助、相澤久道、一ノ瀬正和、三嶋理晃、久保惠嗣、永井厚志、長瀬隆英、
高橋和久、栗山喬之、三上正志、山谷睦雄、西村正治

【論　　題】 COPDの増悪に対するカルボシステイン臨床効果 (PEACE Study)

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 26 , 955-963

【著　　者】 三浦史郎、三池太郎、高田昌史、安陪等思、谷脇考恭

【論　　題】 歩行障害の日差変動を認めた脊髄硬膜動静脈瘻の 1例

【雑 誌 名】 神経内科

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 67 , 381-383

【著　　者】 Azuma K, Komohara Y, Sasada T, Terazaki Y, Ikeda J, Hoshino T, Itoh K, Yamada A,
Aizawa H

【論　　題】 Excision repair cross-complementation group 1 predicts progression-free and overall
survival in non-small cell lung cancer patients treated with platinum-based
chemotherapy.

【雑 誌 名】 Cancer Sci

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 98 , 1336-1343

【著　　者】 杉原栄一郎、松元直美、片山暁子、斎田瑞恵、後藤容子、福田 洋、礒沼 弘、橿原
高、林田康男、岡元昌樹、相澤久道

【論　　題】 アレルギー気管支肺アスペルギルス症の臨床的検討

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 26 , 763-766

【著　　者】 川山智隆、岡元昌樹、東 公一、相澤久道

【論　　題】 胸部 X線写真 -正常およびよくみる呼吸器疾患の見方

【雑 誌 名】 呼吸と循環

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 55 , 911-920
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【著　　者】 大下祐一、北里裕彦、矢野敬文、岡元昌樹、星野友昭、木下正治、藤本公則、永
田忍彦、加藤誠也、古賀丈晴、岩永知秋、相澤久道

【論　　題】 Discordant UIP(Usual Interstitial Pneumonia)と考えられた 1例

【雑 誌 名】 臨牀と研究

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 84 , 1122-1125

【著　　者】 大森久光、古賀丈晴、津田 徹、相澤久道、福岡 COPD研究会

【論　　題】 潜在的な慢性閉塞性肺疾患 (COPD)の疫学調査

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 25 , 151-156

【著　　者】 田村 弦、相澤久道、永井厚志、井上洋西

【論　　題】 日本人における小児と成人共通の呼吸機能検査予測式

【雑 誌 名】 日本呼吸器学会雑誌

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 45 , 526-542

【著　　者】 福永真美、大八木保政、森田光哉、重藤寛史、谷脇考恭、吉良潤一

【論　　題】 糖尿病および多発ニューロパチーを合併した高齢発症 SPG4(spastin 1726T>C)の
弧発例

【雑 誌 名】 臨床神経学

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 47 , 359-361

【著　　者】 北里裕彦、成田優子、時任高章、岡元昌樹 、合原るみ、星野友昭、古賀丈晴、岩
永知秋、相澤久道

【論　　題】 キノコ包装作業者に発症した職業性過敏性肺臓炎の 2例

【雑 誌 名】 日本職業・環境アレルギー学会雑誌

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 14 , 52-59

【著　　者】 三浦史郎、田中夏樹、高木克明、本多靖洋、谷脇考恭

【論　　題】 単純ヘルペス脳炎のMRI拡散強調画像

【雑 誌 名】 神経内科

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 66 , 109-111
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【著　　者】 松井大作、北里裕彦、本多靖洋、上野敬子、田中篤利、枝國信貴、向野達也、西
村宗胤、川山智隆、星野友昭、藤本公則、古賀丈晴、相澤久道

【論　　題】 器質化肺炎様の多発斑状影を呈した Streptococcus dysgalactiae subsp. equisimilisに
よる細菌性肺炎の 1例

【雑 誌 名】 日本呼吸器学会雑誌

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 45 , 36-42

【著　　者】 Y Ohyagi, Y Tsuruta, K Motomura, K Miyoshi, H Kikuchi, T Iwaki, T Taniwaki, JI
Kira

【論　　題】 Intraneuronal amyloid  42 enhanced by heating but counteracted by formic acid.

【雑 誌 名】 J Neurosci Method

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 159 , 134-138

【著　　者】 久保美紀子、森松嘉孝、田尻守拡、市下由美、林淳一郎、中川義浩、冨澤達、河
野文夫

【論　　題】 クリティカルパスの臨床試験への導入

【雑 誌 名】 医療マネジメント学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 7 , 504-510

【著　　者】 戸田玲子、相澤久道

【論　　題】 喘息と末梢気道病変

【雑 誌 名】 呼吸と循環

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 55 , 187-192

【著　　者】 戸田玲子、相澤久道

【論　　題】 気管支喘息と COPD

【雑 誌 名】 COPD FRONTIER

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 6 , 40-46

【著　　者】 岡元昌樹、井上哲郎、谷澤公伸、櫻本稔、水口正義、前田勇司、馬庭厚、竹田知
史

【論　　題】 Aspergillus terreusが検出されたアレルギー性気管支肺アスペルギルス症の 1例

【雑 誌 名】 気管支学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 29 , 41-45
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【著　　者】 力丸徹、米光純子、古賀丈晴、嶋田亜希子、横山俊伸、川山智隆、上村知子、相
澤久道

【論　　題】 重症・中等症肺炎に対する注射用 ciprofloxacinと biapenemの臨床比較試験の成績
―一般市中病院における高齢者を主体とした検討―

【雑 誌 名】 感染症学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 81 , 276-283

【著　　者】 力丸 徹、米光純子、嶋田亜希子、蒔本好史、相澤久道

【論　　題】 施設内発症肺炎と市中にて発症した肺炎との比較―高齢者における検討―

【雑 誌 名】 日本呼吸器学会

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 45 , 306-313

【著　　者】 Koga T, Matsuse H, Kohrogi H, Kohno S, Aizawa H

【論　　題】 Impact of Nasal Condition on Self-assessed Disease Control and Treatment
Satisfaction in Patients with Asthma Complicated by Allergic Rhinitis.

【雑 誌 名】 Allergology International

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 56 , 427-431

【著　　者】 Miura S, Kida H, Nishimura S, Noda K, Urano T, Honda S, Ayabe M Aizawa H,
Taniwaki T

【論　　題】 Unilateral tonic pupil in spinocerebellar ataxia without brainstem atrophy.

【雑 誌 名】 Neurology Asia

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 12 , 131-133

【著　　者】 Miura S, Kusumoto M, Noda K, Azuma K, Toda R, Honda S, Ayabe M, Aizawa H,
Taniwaki T

【論　　題】 Bell-shaped sensory impairments of all modalities in a neurosarcoidosis patient.

【雑 誌 名】 Clinical Neurology and Neurosurgery

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 109 , 794-798

【著　　者】 Inoue H, Komori M, Matsumoto T, Fukuyama S, Matsumura M, Nakano T, Tsuda M,
Matsumoto K, Kanaya A, Moriwaki A, Aizawa H, Yoshida M, Nakanishi Y

【論　　題】 Effects of Salmeterol in Patients with Presistent Asthma Receiving Inhaled
Corticosteroid plus Theophylline

【雑 誌 名】 Respiration

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 74 , 611-616
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【著　　者】 Azuma K,Komohara Y,Sasada T,Terazaki Y,Ikeda J,Hoshino T,Itoh K,Yamada
A,Aizawa H

【論　　題】 Excision repair cross-complementation group 1 predicts progression-free and overall
survival in non-small cell lung cancer patients treated with platinum-based
chemotherapy

【雑 誌 名】 Canser Sci

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 98 , 1336-1343

【著　　者】 Rahman, M., H. Nara, T. Onoda, A. Araki, J. Li, T. Hoshino, and H. Asao

【論　　題】 Cloning and characterization of an isoform of interleukin-21

【雑 誌 名】 FEBS Lett

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 581 , 4001-9

【著　　者】 Taniwaki. T, Okayama. A, Yoshiura. T, Togao. O, Nakamura. Y, Yamasaki. T, Ogata.
K, Shigeto. K, Ohyagi. Y, Kira. J, Tobimatsu S

【論　　題】 Age-related alterations of the functional interactions within the basal ganglia and
cerebellar motor loops in vivo

【雑 誌 名】 NeuroImage

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 36 , 1263-1276

【著　　者】 Hoshino T, Kato S, Oka N, Imaoka H, Kinoshita T, Takei S, Kitasato Y, Kawayama T,
Imaizumi T, Yamada K, Young HA, Aizawa H.

【論　　題】 Pulmonary Inflammation and Emphysema: Role of the Cytokines IL-18 and IL-13.

【雑 誌 名】 Am J Respir Crit Care Med.

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 176 , 49-62

【著　　者】 Kurokawa-Kuroda T, Ogata K, Suga R, Goto Y, Taniwaki T, Kira JI, Tobimatsu S

【論　　題】 Altered soleus responses to magnetic stimulation in pure cerebellar ataxia

【雑 誌 名】 Clincal Neurophysiology

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 118 , 1198-1203

【著　　者】 Takashi Kinoshita, Tomoaki Hoshino, Haruki Imaoka, Hiroko Ichiki,
Masaki Okamoto, Tomotaka Kawayama,  Junji Yodoi, Seiya Kato,
and Hisamichi Aizawa1

【論　　題】 Thioredoxin prevents the development and progression of elastase-induced
emphysema

【雑 誌 名】 Biochem Biophys Res Commun

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 354 , 712-9
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【著　　者】 Fujiki R, Kawayama T, Ueyama T, Ichiki M, Aizawa H

【論　　題】 The risk factors for mortality of community-acquired pneumonia in Japan.

【雑 誌 名】 J Infect Chemother

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 13 , 157-165

【著　　者】 Meng Chen, Hisatomi Y, Furumoto A, Kawakami K, Masaki H, Nagatake T, Sueyasu
Y, Iwanaga T, Aizawa H, Oishi K

【論　　題】 Comparative Immune Responses of Patients with Chronic Plumonary Diseases during
the 2-Year Period after Pneumococcal Vaccination

【雑 誌 名】 Clinical and Vaccine Immunology

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 14 , 139-145

【著　　者】 Matsui D,Kitasato Y,Honda S,Ueno K,Tanaka N,Mukaino T,Nishimura M,Kawayama
T,Hoshino T,Fujimoto K,Koga T,Aizawa H

【論　　題】 〔A case of bacterial pneumonia caused by Streptococcus dysgalactiae
subsp.equisimilis,showing patchy consolidations resembling orgamizing pneumonia〕

【雑 誌 名】 Nihon Kokyuki Gakkai Zasshi

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 45 , 36-42

【著　　者】 Fujiki R,Kawayama T,Ueyama T,Ichiki M,Aizawa H

【論　　題】 The risk factors for mortality of community-acquired pneumonia in Japan

【雑 誌 名】 J Infect Chemother

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 13 , 157-165

【著　　者】 Koga T,Fujimoto K,Aizawa H

【論　　題】 Effect of smoking on lifestye interventions to prevent diabetes

【雑 誌 名】 The Lancet

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 369 , 365

【著　　者】 Maruoka T,Koga T,Inoue Y,Honda S,Takeo M,Fukuda T,Aizawa H

【論　　題】 Recurrent thrombotic thorombocytopenic purpula in a patient with systemic lupus
erythematosus

【雑 誌 名】 Modern Rheumatology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 426-428
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【著　　者】 Maruoka H,Koga T,Takeo M,Honda S,Yuge K,Fukuda T,Aizawa H

【論　　題】 Increased splenic fluorodeoxyglucose uptake in a patient with granulomatous angitis

【雑 誌 名】 Internal Medicine

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 909-911

【著　　者】 Fujiki R,Kawayama T,Ueyama T,Ichiki M,Aizawa H

【論　　題】 The risk factors for mortality of community-acquired pneumonia in Japan

【雑 誌 名】 J Infect Chemother

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 13 , 157-165

【著　　者】 Imaoka H, Hoshino T, Takei S, Sakazaki Y, Kinoshita T, Okamoto M, Kawayama T,
Yodoi J, Kato S, Iwanaga T, Aizawa H

【論　　題】 Effects of thioredoxin on established airway remodeling in a chronic antigen exposure
asthma model.

【雑 誌 名】 BBRC

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 360 , 525-530

【著　　者】 Morimatsu Y,Koga T,Akiyoshi H,Koganemaru M,Sakamoto T,Aizawa H

【論　　題】 Massive hemothorax due to rupture of internal thoracic artery aneurysm after vaginal
delivery

【雑 誌 名】 Acta Obstetricia et Gynecologica SCANDINAVICA

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 86 , 504-505

【著　　者】 Maruoka H,Koga T,Inoue Y,Honda S,Takeo M,Fukuda T,Aizawa H

【論　　題】 Recurrent thrombotic thrombocytopenic purpura in a patient with systemic lupus
erythematosus

【雑 誌 名】 Mod Rheumatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

「その他」

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 診断 -喘息診断のフローチャート

【雑 誌 名】 日本胸部臨床

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 66 , 15-21
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【著　　者】 相澤久道、濱田美奈子

【論　　題】 呼吸機能 何が COPD特有の呼吸機能か ?

【雑 誌 名】 モダンフィジシャン

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 27 , 1473-1476

【著　　者】 相澤久道、工藤翔二

【論　　題】 「肺年齢」を用いた COPD

【雑 誌 名】 Progress in Medicine

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 27 , 174-179

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 COPDをいかに診断するか -COPDを見逃すことなくスクリーニングし、鑑別す
るためのポイント

【雑 誌 名】 medicina

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 44 , 1844-1848

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 喘息病態解明の進歩 COPDと気管支喘息

【雑 誌 名】 Mebio

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 24 , 82-89

【著　　者】 川山智隆、岡元昌樹、相澤久道

【論　　題】 胸部 X線写真 -緊急性呼吸器疾患と見逃しやすい呼吸器疾患の見方

【雑 誌 名】 呼吸と循環

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 55 , 1027-1035

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 COPDに対する吸入ステロイドと経口ステロイド

【雑 誌 名】 成人病と生活習慣病

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 37 , 1032-1035

【著　　者】 綾部光芳、野田和人

【論　　題】 神経疾患治療の進歩 (2006):感染症の治療の進歩

【雑 誌 名】 神経治療学

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 24 , 415-418
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【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 炎症論からみた喘息と COPD

【雑 誌 名】 呼吸器 NEWS&VIEWS

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 1-6

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 気管支喘息と COPDの類似点・相違点

【雑 誌 名】 International Review of Asthma

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 9 , 27-37

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 慢性閉塞性肺疾患 (COPD)現状と課題

【雑 誌 名】 週刊 医学界新聞

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 4

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 難治性喘息とは ? 難治性喘息とはなんですか ?

【雑 誌 名】 Q&Aでわかるアレルギー疾患

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 3 , 165-167

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 我が国における COPDの疫学 -NICE Studyを中心として -

【雑 誌 名】 日本臨床

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 65 , 599-604

【著　　者】 川山智隆、木下 隆、相澤久道

【論　　題】 COPDの急性増悪の原因

【雑 誌 名】 呼吸と循環

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 55 , 395-403

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 新しい吸入喘息治療薬 サルメテロール /プロピオン酸フルチカゾン配合剤

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 25 , 99-108
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【著　　者】 星野友昭

【論　　題】 【慢性閉塞性肺疾患 最近の動向】
疫学と原因論 COPD形成における炎症性サイトカインの役割

【雑 誌 名】 最新医学

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 62 , 395-399

【著　　者】 星野友昭

【論　　題】 COPD形成における炎症性サイトカインの役割 :COPDと炎症性サイトカイン
IL-18

【雑 誌 名】 呼吸器科

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 11 , 320-323

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 IPAGハンドブックの紹介 -プライマリー・ケア医のための慢性気道疾患診療ガイ
ドライン -

【雑 誌 名】 COPD FRONTIER

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 6 , 79-85

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 気管支拡張薬

【雑 誌 名】 呼吸器疾患 最新の治療 2007-2009

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 82-85

【著　　者】 谷脇考恭

【論　　題】 意識障害の髄液・血液検査

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 84 , 166-169

【著　　者】 今岡治樹、星野友昭、岡元昌樹、武井仁子、相澤久道

【論　　題】 アトピー性皮膚炎における IL-18と NK細胞の関与

【雑 誌 名】 臨床免疫・アレルギー科

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 47 , 238-244

【著　　者】 相澤久道

【論　　題】 呼吸機能検査 -日常診療で簡単に行えるスパイロメトリー ,フローボリューム曲線

【雑 誌 名】 呼吸と循環

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 55 , 97-104
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【著　　者】 谷脇考恭、飛松省三

【論　　題】 小脳の機能

【雑 誌 名】 分子精神医学

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 7 , 37-44

【著　　者】 高田昇平、吉田 誠、岩永知秋

【論　　題】 ERの呼吸診療―喘鳴を伴う呼吸困難

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 26 , 469-473

【著　　者】 岡元昌樹、星野友昭、北里裕彦、加藤誠也、相澤久道

【論　　題】 呼吸器疾患における新しい評価法―間質性肺炎―

【雑 誌 名】 呼吸

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 26 , 550-554

【著　　者】 相澤久道、東 公一

【論　　題】 プライマリケア医のための喘息ガイドライン

【雑 誌 名】 呼吸器科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11 , 540-546

【著　　者】 相澤久道、東 公一

【論　　題】 オランダ学説の歴史的展開

【雑 誌 名】 THE LUNG

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 15 , 19-24

【著　　者】 岩永知秋

【論　　題】 気管支喘息―最新の臨床と研究 .重症喘息発作と呼吸管理 .

【雑 誌 名】 日本胸部臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 66 , 135-139

【著　　者】 藤本公則、佐土原順子、古賀丈晴

【論　　題】 限局性浸潤影・すりガラス影

【雑 誌 名】 画像診断

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 27 , 411-424
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【著　　者】 藤本公則、東南辰幸、吾妻佐奈江、佐土原順子、早渕尚文、古賀丈晴

【論　　題】 急性発症の特発性間質性肺炎とその識別診断

【雑 誌 名】 日本胸部臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 66 , 367-381

【著　　者】 木下正治

【論　　題】 Churg-Strauss症候群

【雑 誌 名】 日本胸部臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 66 , 241-246

【著　　者】 古賀丈晴

【論　　題】 メタボリック症候群、生活習慣病、社会習慣病

【雑 誌 名】 福岡県内科医報

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17-19
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23.内科学（消化器）

「単行本 /著書」

【著　　者】 安東栄治、佐田通夫 .
坪内博仁 編 .

【タイトル】 内科的治療 :(3)リザーバー動注化学療法

【書名・発行所】「新しい診断と治療の ABC 50/消化器 7  肝癌」最新医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 131-139

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、佐田通夫 .
松井敏幸 編 .

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q5 5mm以下の大きさのポリープがある . どうしよう ?

【書名・発行所】「消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !」中外医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 170-171

【著　　者】 鶴田 修、唐原 健、佐田通夫 .
松井敏幸 編 .

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q6 ホットバイオプシーをするたびに出血してしまう . どうしよう
?

【書名・発行所】「消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !」中外医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 172

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修 .清水誠治、他 編

【タイトル】 II.検査法の位置づけ -得られる情報と役立つケース 5.超音波内視鏡の必要性

【書名・発行所】腸疾患診療 -プロセスとノウハウ -、医学書院

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 155-163

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修 .清水誠治、他 編

【タイトル】 II.検査法の位置づけ -得られる情報と役立つケース  6.拡大内視鏡の必要性

【書名・発行所】腸疾患診療 -プロセスとノウハウ -、医学書院

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 165-176

【著　　者】 中村徹、佐田通夫 .跡見裕、他 編

【タイトル】 腹水治療におけるアルブミン , 利尿剤投与方法のエビデンスは ?

【書名・発行所】「臨床に直結する肝・胆・膵疾患治療のエビデンス」-ベッドサイドですぐに役立
つリファレンスブック - 、文光堂

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 69-71
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【著　　者】 鶴田 修、吉森建一、佐田通夫 .松井敏幸 編

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q7 スネアの選択に困る . どうしよう ?

【書名・発行所】消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !、中外医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 173-174

【著　　者】 鶴田 修、澤 優子、佐田通夫 .
松井敏幸 編 .

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q8 大きくて全体がみえない大腸ポリープのポリペクトミー .
どうしよう ?

【書名・発行所】「消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !」中外医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 175-176

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、佐田通夫 .
松井敏幸 編 .

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q9 1cmくらいの大きさの表面型腫瘍でも周囲に正常粘膜を含めて
EMRできない . どうしよう ?

【書名・発行所】「消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !」中外医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 1772-1782

【著　　者】 古賀浩徳、前山倫子、Ramados Sivakumar、Karuppaiyah Selvendiran、吉田隆文、
橋本 修、柳本親利、花田慎一郎、谷口英太郎、川口 巧、原田 大、鳥村拓司、上
野隆登、佐田通夫 .
小俣政男 編 .

【タイトル】 細胞接着破綻が招く上皮間葉移行 - 新たに獲得される形質の解析 -

【書名・発行所】「消化器発癌における炎症・再生・細胞応答の役割 (第 14回浜名湖シンポジウム
記録集 )」アークメディア

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 139

【著　　者】 古賀郁利子、神代龍吉、佐田通夫 .
和田孝雄、他 編 .

【タイトル】 肝硬変

【書名・発行所】「経静脈治療 オーダーマニュアル」メディカルレビュー社

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 243-247

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、佐田通夫 .
田中信治、他 編 .

【タイトル】 II.診断のプロセス [ 大腸 ]陥凹

【書名・発行所】「内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 -下部消化管 -改訂版」日本メディカル
センター

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 122-135
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【著　　者】 中原慶太、鶴田 修、豊永 純 .田中信治、他 編

【タイトル】 I.総論 6.色素内視鏡検査

【書名・発行所】内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 -下部消化管 -改訂版、日本メディカルセ
ンター

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 61-65

【著　　者】 中原慶太、鶴田 修、豊永 純 .田中信治、他 編

【タイトル】 II.診断のプロセス [ 胃 ]ひだ

【書名・発行所】内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 -下部消化管 -改訂版、日本メディカルセ
ンター

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 166-173

【著　　者】 中原慶太、鶴田 修、豊永 純 .田中信治、他 編

【タイトル】 II.診断のプロセス [ 胃 ]潰瘍

【書名・発行所】内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 -下部消化管 -改訂版、日本メディカルセ
ンター

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 182-192

【著　　者】 古賀郁利子、神代龍吉、佐田通夫 .和田孝雄、他 編

【タイトル】 肝硬変

【書名・発行所】経静脈治療 オーダーマニュアル、メディカルレビュー社

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 243-247

【著　　者】 中村 徹、川口 巧、佐田通夫 .
沖田 極 編 .

【タイトル】 診断

【書名・発行所】「新しい診断と治療の ABC 44 消化器 6 肝硬変」最新医学社

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 43-49

【著　　者】 中村徹、川口巧、佐田通夫 .編集 沖田 極 .

【タイトル】 第 3章 診断

【書名・発行所】「新しい診断と治療の ABC 44 消化器 6 肝硬変」、最新医学社

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 43-49

【著　　者】 Mitsuyama K, Sata M. Toshifumi Hibi eds

【タイトル】 Potential therapeutic implication of soluble gp130 in inflammatory bowel disease

【書名・発行所】 Recent Adv Inflam Bowel Dis、Elsevier Japan K.K.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48-56
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「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 古賀浩徳

【論　　題】 膵癌化学療法 :ポスト・ジェムシタビン単独療法時代の新戦略

【雑 誌 名】 膵臓病研究財団 第 14回研究報告書 (2006年度 )

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 17-21

【著　　者】 吉森建一、鶴田 修、河野弘志、唐原 健、佐田通夫

【論　　題】 深達度診断に苦慮した Is+IIa 型早期直腸癌の 1例

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 42 , 1678-1681

【著　　者】 日野照子、井出達也、唐原 健、是此田博子、河野弘志、久持顕子、久原孝一郎、
鶴田 修、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 インターフェロン・リバビリン併用療法中に回盲部膿瘍が形成され S状結腸に 穿
破した C型慢性肝炎の 1例

【雑 誌 名】 日本消化器病学会雑誌

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 104 , 1632-1638

【著　　者】 水町寿伸、中原慶太、前川 進、副島 満、高木 優、荒木裕美子、田宮芳孝、芹川
習、米湊 健、渡辺靖友、鶴田 修、佐田通夫

【論　　題】 牛角胃に対する前壁撮影手技の工夫 -フトンの適切な使用方法の検討

【雑 誌 名】 日本消化器がん検診学会雑誌

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 45 , 506-513

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫

【論　　題】 逆浸潤所見が著明であった Is型大腸 SM癌の 1例

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 11 , 459-464

【著　　者】 唐原 健、鶴田 修、河野弘志、澤 優子、佐田通夫

【論　　題】 VI 型 pit を構成する個々の所見 (2)輪郭不明瞭 VI 型 pit の意義

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 11 , 403-408

23.内科学（消化器）

- 59 -



【著　　者】 福森一太、矢野洋一、桑木光太郎、住江修治、安東栄治、田中正俊、佐田通夫

【論　　題】 進行肝細胞癌に対して集学的治療で完全寛解後 8年間無再発生存中の C型慢性肝
炎の 1例

【雑 誌 名】 日本消化器病学会雑誌

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 104 , 1225-1230

【著　　者】 Koga H, Ide T, Oho K, Kuwahara R, Hino T, Ogata K, Hisamochi A, Tanaka K,
Kumashiro R, Toyonaga A, Sata M.

【論　　題】 Lamivudine treatment-related morphological changes of esophageal varices in patients
with liver cirrhosis

【雑 誌 名】 Hepatology Research

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 37 , 503-509

【著　　者】 川口 巧、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 薬物性肝炎

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 55 , 115-120

【著　　者】 Mitsuyama K, Tomiyasu N, Masuda J, Yamasaki H, Tsuruta O, Sata M

【論　　題】 High Affinity of Ecabet Sodium for Inflamed Colonic Mucosa in Ulcerative Colitis

【雑 誌 名】 Dig Dis Sci

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 52 , 1442-1443

【著　　者】 川口 巧、佐田通夫

【論　　題】 C型慢性肝疾患に伴うインスリン抵抗性の機序と意義

【雑 誌 名】 消化器科

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 44 , 609-613

【著　　者】 板野 哲、久富順次郎、永松洋明、松垣 諭、山崎三樹、田尻能祥、長岡 栄、秋吉
順史、井上欣哉、佐田通夫

【論　　題】 System-I を用いた肝細胞癌の治療

【雑 誌 名】 Radiology Frontier

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 10 , 83-87

【著　　者】 中原慶太、水町寿伸、渡辺靖友、田宮芳孝、米湊 健、鶴田 修、佐田通夫

【論　　題】 画像精度と読影精度からみた新・胃 X 線撮影法の評価

【雑 誌 名】 日本消化器がん検診学会雑誌

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 45 , 330-340
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【著　　者】 古賀浩徳、前山倫子、Ramados Sivakumar、Karuppaiyah Selvendiran、吉田隆文、
橋本 修、柳本親利、花田慎一郎、谷口英太郎、川口 巧、原田 大、鳥村拓司、上
野隆登、佐田通夫

【論　　題】 細胞接着破綻が招く上皮間葉移行 - 新たに獲得される形質の解析 -

【雑 誌 名】 消化器発癌における炎症・再生・細胞応答の役割 (第 14回浜名湖シンポジウム記
録集 )

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 139

【著　　者】 石井邦英、田口 順、梶原雅彦、實藤俊昭、馬場真二、安倍弘彦、佐田通夫

【論　　題】 ペグインターフェロン・リバビリン併用療法時の口腔内症状に対するニザチジン
の効果

【雑 誌 名】 Progress in Medicine

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 27 , 1001-1005

【著　　者】 桑木光太郎 , 光山慶一 , 富安信夫 , 増田淳也 , 山崎 博 , 高木孝輔 , 鶴田 修 , 佐田通
夫

【論　　題】 竹の節状外観を呈した Crohn病の 1例

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 42 , 493-497

【著　　者】 於保和彦、都田憲司、江森啓悟、森田幸彦、熊本正史、光山慶一、鶴田 修、佐田
通夫

【論　　題】 孤立性胃静脈瘤出血に対する治療 (1) cyanoacrylate

【雑 誌 名】 臨床消化器内科

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 22 , 547-552

【著　　者】 唐原 健、鶴田 修、河野弘志、澤 優子、佐田通夫

【論　　題】 隆起型早期大腸癌の深達度診断

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 42 , 809-815

【著　　者】 唐原 健

【論　　題】 写真撮影のコツ (オリエンテーション )

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 42 , 842
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【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫

【論　　題】 腫瘍性疾患の診断

【雑 誌 名】 消化器内視鏡

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 19 , 443-449

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫

【論　　題】 NBIを用いた大腸病変の pit pattern診断

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 11 , 119-124

【著　　者】 渡辺 玄、味岡洋一、小林正明、有賀諭生、渡辺靖友、西倉 健

【論　　題】 食道扁平上皮 dysplasia の病理診断

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 42 , 129-135

【著　　者】 中原慶太、鶴田 修、立石秀夫、渡辺靖友、田宮芳孝、芹川 習、米湊 健、佐田通
夫、有馬信之

【論　　題】 胃分化型 SM1 癌 (垂直浸潤 500 μ m 未満 )の診断 - 500μ m 以上と対比して ひ
だ集中のない陥凹型胃癌に対する X 線診断

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 42 , 25-38

【著　　者】 Yoshino M, Watanabe Y, Tokunaga Y, Harada E, Fujii C, Numata S, Harada M,
Tajima A, Ide H

【論　　題】 Roles of specific cytokines in bone remodeling and hematopoiesis in Gaucher disease.

【雑 誌 名】 Pediatrics Interrnational

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 49 , 959-965

【著　　者】 Kawaguchi T, Taniguchi E, Itou M, Sumie S, Oriishi T, Matsuoka H, Nagao Y, Sata M

【論　　題】 Branched-chain amino acids improve insulin resistance in patients with hepatitis C
virus-related liver disease: report of two cases

【雑 誌 名】 Liver Int

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 27 , 1287-1292

23.内科学（消化器）
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【著　　者】 Nagao Y, Myoken Y, Katayama K, Tanaka J, Yoshizawa H, Sata M

【論　　題】 Epidemiological survey of oral lichen planus among HCV-infected inhabitants in a
town in Hiroshima prefecture in Japan from 2000 to 2003

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 18 , 1177-1181

【著　　者】 Nagaoka S, Yoshida T, Akiyoshi J, Akiba J, Torimura T, Adachi H, Kurogi J, Tajiri N,
Inoue K, Niizeki T, Koga H, Imaizumi T, Kojiro M, Sata M

【論　　題】 Serum C-reactive protein levels predict survival in hepatocellular carcinoma

【雑 誌 名】 Liver Int

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 27 , 1091-1097

【著　　者】 Yutani S, Yamada A, Yoshida K, Takao Y, Tamura M, Komatsu N, Ide T, Tanaka M,
Sata M, Itoh K

【論　　題】 Phase I clinical study of a personalized peptide vaccination for patients infected with
hepatitis C virus (HCV) 1b who failed to respond to interferon-based therapy

【雑 誌 名】 Vaccine

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 25 , 7429-7435

【著　　者】 Sumie S, Kawaguchi T, Komuta M, Kuromatsu R, Itano S, Okuda K, Taniguchi E,
Ando E, Takata A, Fukushima N, Koga H, Torimura T, Kojiro M, Sata M

【論　　題】 Significance of glucose intolerance and SHIP2 expression in hepatocellular carcinoma
patients with HCV infection

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 18 , 545-552

【著　　者】 Matsueda S, Yamada A, Takao Y, Tamura M, Komatsu N, Yutani S, Ide T, Sata M,
Itoh K.

【論　　題】 A new epitope peptide derived from hepatitis C virus 1b possessing the capacity to
induce cytotoxic T-lymphocytes in HCV1b-infected patients with HLA-A11, -A31,
and -A33

【雑 誌 名】 Cancer Immunol Immunother

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 56 , 1359-1366

【著　　者】 Takao Y, Yamada A, Yutani S, Ono T, Nagao Y, Ando E, Ide T, Itoh K, Sata M.

【論　　題】 Serum levels of IgG to the peptide of HCV1b core at positions 35-44 correlated with
persistent infection, while levels of IgG to the peptide of NS5A at positions 2132-2140
correlated with better prognosis in HCV-infected patients

【雑 誌 名】 Medical Microbiology Immunology

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 196 , 157-164
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【著　　者】 Fujiwara K, Kaneko S, Kakumu S, Sata M, Hige S, Tomita E, Mochida S ; The Virus
Reduction Therapy Study Group

【論　　題】 Double filtration plasmapheresis and interferon combination therapy for chronic
hepatitis C patients with genotype 1 and high viral load

【雑 誌 名】 Hepatol Res

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 37 , 701-710

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kawaguchi T, Kumekura H, Taniguchi E, Koga H, Yanagimoto
C, Maeyama M, Ueno T, Sata M

【論　　題】 Keratin inclusions alter cytosolic protein localization in hepatocytes

【雑 誌 名】 Hepatol Res

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 37 , 828-835

【著　　者】 Fukushima N, Kuromatsu R, Uchiyama D, Itano S, Takata A, Ando E, Sumie S,
Torimura T, Uchida M, Nakashima O, Kojiro M, Sata M

【論　　題】 Hyperplastic nodular hepatic lesions following end-to-side portacaval shunting in
childhood

【雑 誌 名】 Internal Medicine

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 45 , 1203-1208

【著　　者】 Theise ND, Kuwahara R

【論　　題】 The Tissue Biology of Ductular Reactions in Human Chronic Liver Disease

【雑 誌 名】 Gastroenterology

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 133 , 350-352

【著　　者】 Nakamura T, Torimura T, Sakamoto M, Hashimoto O,  Taniguchi E, Inoue K, Sakata,
Ryukichi Kumashiro, Toyoaki Murohara, Takato Ueno, Michio Sata

【論　　題】 Significance and Therapeutic Potintial of Endothelial Progenitor Cell Transplantation
in a Cirrhotic Liver Rat Model

【雑 誌 名】 Gastroenterology

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 133 , 91-107

【著　　者】 Okabe Y, Tsuruta O, Naito Y, Suga H, Sata M

【論　　題】 Clinical evaluation of peroral cholangioscopy for biliary disease using narrow band
imaging

【雑 誌 名】 Digestive Endoscopy

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 19 , S121-S125
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- 64 -



【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Adachi H, Kurita-Nakamura Y, Matsui T, Yoshida T, Sato
A, Imaizumi T

【論　　題】 Elevation of soluble form of receptor for advanced glycation end products (sRAGE) in
diabetic subjects with coronary artery disease

【雑 誌 名】 Diabetes Metab Res Rev

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 23 , 358-371

【著　　者】 Sakemi R, Yano H, Ogasawara S, Akiba J, Nakashima O, Fukahori S, Sata M, Kojiro
M

【論　　題】 X-linked inhibitor of apoptosis (XIAP) and XIAP-associated factor-1 expressions and
their relationship to apoptosis in human hepatocellular carcinoma and non-cancerous
liver tissues

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 18 , 65-70

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kumemura H, M. Bishr Omary, Koga H, Kawaguchi T,
Taniguchi E,  Yoshida T, Hisamoto T, Yanagimoto C, Maeyama M, Ueno T, Sata M

【論　　題】 Oxidative stress induces the endoplasmic reticulum stress and facilitates inclusion
formation in cultured cells

【雑 誌 名】 J Hepatol

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 47 , 93-102

【著　　者】 Koga H, Ide T, Oho K, Kuwahara R, Hino T, Ogata K, Hisamochi A, Tanaka K,
Kumashiro R,Toyonaga A, Sata M

【論　　題】 Lamivudine treatment-related morphological changes of esophageal varices in patients
with liver cirrhosis

【雑 誌 名】 Hepatol Res

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 37 , 503-509

【著　　者】 Zatloukal K, French SW, Stumptner C, Strnad P, Harada M, Toivola DM, Cadrin M,
Omary MB

【論　　題】 From Mallory to Mallory-Denk bodies: what, how and why?

【雑 誌 名】 Experimental Cell Research

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 313 , 2033-2049

【著　　者】 Mitsuyama K, Tomiyasu N, Masuda J, Yamasaki H, Tsuruta O, Sata M

【論　　題】 High Affinity of Ecabet Sodium for Inflamed Colonic Mucosa in Ulcerative Colitis

【雑 誌 名】 Dig Dis Sci

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 52 , 1442-1443
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【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Matsui T, Yoshida T, Takenaka K, Jinnouchi Y, Yoshida
Y, Ueda S, Adachi H, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor inhibits neointimal hyperplasia after vascular injury
by blocking NADPH oxidase-mediated reactive oxygen species generation

【雑 誌 名】 Am J Pathol

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 170 , 2159-2170

【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Yoshida T, Matsui T, Imaizumi T, Inoue H, Sata M

【論　　題】 Hydrogen peroxide stimulates pigment epithelium-derived factor gene and protein
expression in the human hepatocyte cell line OUMS-29

【雑 誌 名】 J Int Med Res

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 35 , 427-432

【著　　者】 Kawaguchi T, Ide T, Taniguchi E, Hirano E, Itou M, Sumie S, Nagao Y, Yanagimoto
C, Hanada S, Koga H, Sata M.

【論　　題】 Clearance of HCV improves insulin resistance, beta-cell function, and hepatic
expression of insulin receptor substrate 1 and 2

【雑 誌 名】 American Journal of Gastroenterology

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 102 , 570-576

【著　　者】 Yamagishi SI, Nakamura K, Matsui T, Yoshida T, Takeuchi M, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor (PEDF) blocks advanced glycation end product
(AGE)-induced angiogenesis in vitro

【雑 誌 名】 Horm Metab Res

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 39 , 233-235

【著　　者】 Tomiyasu N, Mitsuyama K, Suzuki A, Masuda J, Yamasaki H, Kuwaki K, Takaki K,
Kitazaki S, Sata M

【論　　題】 Development of granulocyte and monocyte adsorptive apheresis in the rat dextran
sodium sulfate-induced colitis model

【雑 誌 名】 Methods Find Exp Clin Pharmacol

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 29 , 265-268

【著　　者】 Strnad P, Harada M, Siegel M, Terkeltaub RA, Graham RM, Khosla C, Omary MB

【論　　題】 Transglutaminase 2 regulates mallory body inclusion formation and injury-associated
liver enlargement.

【雑 誌 名】 Gastroenterology

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 132 , 1515-1526
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【著　　者】 Kuwahara R, Saitsu H, Abe M, Takata A, Tanaka K, Hino T, Ide T, Kuromatsu R,
Tanikawa K, Kage M, Kumashiro R, Sata M.

【論　　題】 Successful treatment with corticosteroid and lamivudine for autoimmune hepatitis in a
patient with asymptomatic HBV infection

【雑 誌 名】 Digestive Diseases and Sciences

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 52 , 908-913

【著　　者】 Takao Y, Yamada A, Yutani S, Takedatsu H, Ono T, Etoh K, Wang Y, Suzuki S, Ide
T, Shimotohno K, Sata M, Itoh K.

【論　　題】 Identification of new immunogenic peptides in conserved regions of hepatitis C virus
(HCV) 1b with the potentiality to generate cytotoxic T lymphocytes in HCV1b(+)
HLA-A24(+) patients

【雑 誌 名】 Hepatology Research

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 37 , 186-195

【著　　者】 Nagaoka S, Itano S, Nagamatsu H, Akiyoshi J, Kurogi J, Tajiri N, Kajiwara M, Sata M

【論　　題】 Temporary indwelling catheter system via the left brachial artery: evaluation in 83
patients with hepatic tumors

【雑 誌 名】 AJR Am J Roentgenol

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 188 , 652-658

【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Adachi H, Kurita-Nakamura Y, Matsui T, Yoshida T,
Imaizumi T

【論　　題】 Serum levels of sRAGE, the soluble form of receptor for advanced glycation end
products, are associated with inflammatory markers in patients with type 2 diabetes

【雑 誌 名】 Mol Med

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 13 , 185-189

【著　　者】 Masuda J, Mitsuyama K, Yamasaki H, Takedatsu H, Okamura T, Andoh A, Murohara
T, Asahara T, Sata M

【論　　題】 Depletion of endothelial progenitor cells in the peripheral blood of patients with
ulcerative colitis

【雑 誌 名】 Int J Mol Med

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 19 , 211-228

【著　　者】 Seki R, Okamura T, Ide T, Kage M, Sata M, Uyesaka N, Maruyama T.

【論　　題】 Impaired filterability of erythrocytes from patients with chronic hepatitis C and effects
of eicosapentaenoic acid on the filterability

【雑 誌 名】 The Journal of Physiological Sciences

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 57 , 43-49
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【著　　者】 Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Yoshida T, Takeuchi M, Inoue H, Yoshida Y,
Imaizumi T

【論　　題】 Pigment-epithelium-derived factor suppresses expression of receptor for advanced
glycation end products in the eye of diabetic rats

【雑 誌 名】 Ophthalmic Res

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 39 , 92-97

【著　　者】 Takedatsu H, Mitsuyama K, Yamasaki H, Itou M, Toubaru T, Tomiyasu N, Tsuruta O,
Sata M

【論　　題】 Chlamydia trachomatis proctitis

【雑 誌 名】 Endoscopy

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 39 , E104

【著　　者】 Harada M, Strnad P, Resurreccion EZ, Ku NO, Omary MB

【論　　題】 Keratin 18 overexpression but not phosphorylation or filament organization blocks
mouse Mallory body formation.

【雑 誌 名】 Hepatology

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 45 , 88-96

【著　　者】 Oku E, Imamura R, Nagata S, Takata Y, Seki R, Otsubo K, Hashiguchi M, Osaki K,
Yakushiji K,  Yoshimoto K, Ogata H, Sata M, Okamura T

【論　　題】 Promyelocytic crisis of chronic myelogenous leukaemia during imatinib mesylate
treatment

【雑 誌 名】 Acta Haeatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 117 , 191-196

「その他」

【著　　者】 岡部義信 , 加治亮平 , 石田祐介 , 御鍵和弘 , 柳 克司、酒井丈典 , 木下嘉文 , 菅 偉哉 ,
豊永純 ,  鶴田 修 , 佐田通夫

【論　　題】 経乳頭的ステント留置術による膵嚢胞ドレナージ

【雑 誌 名】 消化器内視鏡

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 19 , 1722-1729

【著　　者】 光山慶一

【論　　題】 炎症性腸疾患と腸内細菌

【雑 誌 名】 日本医事新報

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 4366 , 67-70

23.内科学（消化器）

- 68 -



【著　　者】 安東栄治、佐田通夫

【論　　題】 非代償性肝硬変を有する進行肝細胞癌に化学療法は行わないのか

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 55 , 889-894

【著　　者】 河野弘志 鶴田 修 唐原 健 松尾 健 澤 優子 吉森建一 佐田通夫

【論　　題】 大腸腫瘍に対する内視鏡治療

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 11 , 493-498

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、松尾 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫 .

【論　　題】 EMR 大腸腫瘍に対する内視鏡治療 スネアの特徴とその選択

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 11 , 493-498

【著　　者】 上野隆登、森田恭代、佐田通夫

【論　　題】 生活習慣病と肝

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 84 , 1417-1420

【著　　者】 佐田通夫、上野隆登、森田恭代 .

【論　　題】 NASH の治療 (2)糖尿病改善薬による治療

【雑 誌 名】 臨床消化器内科

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 22 , 1509-1513

【著　　者】 光山慶一、増田淳也、山崎 博、桑木光太郎、佐田通夫

【論　　題】 炎症性腸疾患とプロバイオティクス

【雑 誌 名】 綜合臨床

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 56 , 2516-2523

【著　　者】 鳥村拓司、佐田通夫

【論　　題】 腹部腫瘍

【雑 誌 名】 内科

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 99 , 1231-1236
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【著　　者】 居石哲治、伊藤 実、谷口英太郎、川口 巧、都田憲司、江森啓悟、森田幸彦、熊本
正史、於保和彦、鶴田 修、佐田通夫

【論　　題】 特集 I 消化器疾患における絶飲食療法と栄養管理 .食道静脈瘤治療に伴う絶食の影
響とその対策

【雑 誌 名】 消化器内科

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 45 , 42-45

【著　　者】 佐田通夫 .

【論　　題】 肝癌の撲滅をめざして - ウイルス肝炎治療の進歩 -

【雑 誌 名】 岐阜県医師会医学雑誌

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 2006 , 3-6

【著　　者】 鳥村拓司、佐田通夫 .

【論　　題】 腹部腫瘍

【雑 誌 名】 内科

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 99 , 1231-1236

【著　　者】 佐田通夫 .

【論　　題】 肝がんの撲滅をめざして

【雑 誌 名】 東京 肝臓のひろば

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 3-27

【著　　者】 石井邦英、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 重症型アルコール性肝炎の病態と治療

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 54 , 677-688

【著　　者】 板野 哲、久富順次郎、永松洋明、松垣 諭、山崎三樹、田尻能祥、長岡 栄、秋吉
順史、井上欣哉、佐田通夫

【論　　題】 System-I を用いた肝細胞癌の治療

【雑 誌 名】 Radiology Frontier

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 10 , 83-87

【著　　者】 上野隆登、佐田通夫 .

【論　　題】 アルコールと性肝障害と肝線維化

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 54 , 645-649
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【著　　者】 上野隆登、森田恭代、佐田通夫 .

【論　　題】 肥満と肝疾患の関係について

【雑 誌 名】 日本医事新報

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 4334 , 57-61

【著　　者】 川口 巧、福嶋伸良、井出達也、佐田通夫 .

【論　　題】 ラミブジンの B 型慢性肝炎における肝細胞癌発生への影響

【雑 誌 名】 臨床消化器内科

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 22 , 955-960

【著　　者】 板野哲、久富順次郎、永松洋明、松垣論、山崎三樹、田尻能祥、長岡栄、秋吉順
史、井上欣也、佐田通夫 .

【論　　題】 System-1を用いた肝細胞癌の治療

【雑 誌 名】 Radiology Frontier

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 10 , 15-19

【著　　者】 久持顕子、井出達也、佐田通夫

【論　　題】 ALT 低値持続 B 型肝硬変症の抗ウイルス療法の適応とは ?

【雑 誌 名】 Medical Practice

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 24 , 641-644

【著　　者】 神代龍吉、井出達也、久持顕子、佐田通夫

【論　　題】 実地診療における B 型肝炎の治療の実際 核酸アナログをどう使いこなすか ? -
2007 最新情報 -

【雑 誌 名】 Medical Practice

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 24 , 681-685

【著　　者】 光山慶一、増田淳也、山崎 博、桑木光太郎、北崎滋彦、古賀浩徳、内田勝幸、佐
田通夫

【論　　題】 プロピオン酸菌による乳清発酵物を用いた潰瘍性大腸炎の治療

【雑 誌 名】 腸内細菌学雑誌

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 21 , 143-147

【著　　者】 井出達也、佐田通夫

【論　　題】 インターフェロン以外の B 型慢性肝炎治療はどうすべきか

【雑 誌 名】 臨床消化器内科

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 22 , 461-468
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【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫 .

【論　　題】 腫瘍性疾患の診断

【雑 誌 名】 消化器内視鏡

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 19 , 443-449

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫 .

【論　　題】 NBI を用いた大腸病変の pit pattern 診断

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 11 , 119-124

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健、吉森建一、澤 優子、光山慶一、佐田通夫 .

【論　　題】 大腸鋸歯状病変の臨床的取り扱い 私はこう考える

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 42 , 329-334

【著　　者】 上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 肝繊維化の機序

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 54 , 9-15

【著　　者】 Mitsuyama K, Matsumoto S, Masuda J, Yamasaki H, Kuwaki K, Takedatsu H, Sata M

【論　　題】 Therapeutic strategies for the IL-6/STAT3 cytokine signaling pathway in
inflammatory bowel disease

【雑 誌 名】 Anticancer Res

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 27 , 3749-3756

【著　　者】 Theise ND, Kuwahara R

【論　　題】 The tissue biology of ductular reactions in human chronic liver disease

【雑 誌 名】 Gastroenterology

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 133 , 350-352
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24.内科学（心臓・血管）

「単行本 /著書」

【著　　者】 大内田昌直、今泉 勉
監修 :高久史麿、水島 裕
編者 :浦部晶夫、大田 健、鎌谷直之、島田和幸、菅野健太郎、武谷雄二

【タイトル】 急性左心不全

【書名・発行所】「今日の処方 (改訂第 4版 )」南江堂

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 147-148

【著　　者】 大内田昌直、今泉 勉
監修 :高久史麿、水島 裕
編者 :浦部晶夫、大田 健、鎌谷直之、島田和幸、菅野健太郎、武谷雄二

【タイトル】 慢性うっ血性心不全

【書名・発行所】「今日の処方 (改訂第 4版 )」南江堂

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 149-150

【著　　者】 松岡秀洋、今泉 勉
編者 :横山光宏、藤田敏郎

【タイトル】 抗酸化薬の現状と今後の期待 42.ACE阻害薬 /AT1受容体拮抗薬

【書名・発行所】「酸化ストレスと心血管病」日本医学出版

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 243-248

【著　　者】 岡 直樹、今泉 勉
編者 :松森 昭

【タイトル】 肥大型心筋症 経過と予後

【書名・発行所】「新目でみる循環器病シリーズ 15 心筋症」メジカルビュー社

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 164-168

【著　　者】 古木久美子、松岡秀洋、足達 寿、今泉 勉

【タイトル】 動脈硬化性疾患のサロゲートマーカー、NO合成阻害物質 ADMA

【書名・発行所】循環器科、科学評論者

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 61 , 144-151

【著　　者】 加藤宏司、池田久雄、今泉 勉
編者 :古賀義則

【タイトル】 治療戦略の立て方と生活指導

【書名・発行所】「肥大型心筋症ハンドブック」日本医事新報社

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 234-243
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【著　　者】 甲斐久史
編者 :江藤胤尚、菊池健次郎、瀧下修一、竹下 彰、藤田敏郎、松岡博昭、三浦幸
雄

【タイトル】 Late-Breaking Basic Session

【書名・発行所】 ISHハイライト、メディカル・ジャーナル社

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 130-132

【著　　者】 岡 直樹、大村治也、今泉 勉
編者 :古賀義則

【タイトル】 HCMの動物モデル

【書名・発行所】「肥大型心筋症ハンドブック」日本医事新報社

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 36-43

【著　　者】 原田晴仁、甲斐久史
編者 :磯部光章、松崎益徳

【タイトル】 ONE POINT ADVICE 遺伝子診断を診療にどう活かすか

【書名・発行所】「新・心臓病診療プラクティス 10 心筋症を識る・診る・治す」文光堂

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 37

【著　　者】 Abe R, Yamagishi S
eds: V.L. Heinz

【タイトル】 Novel therapeutic strategy for the treatment of malignant melanoma

【書名・発行所】 ''Progress in Skin Cancer Research (Horizons in Cancer Research, Volume 30 Chapter
I)'' Nova Science, NY

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1-26

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Furuki K,Adachi H,Matsuoka H, Enomoto M, Satoh A,Hino A, Hirai Y, Imaizumi T

【論　　題】 Plasma levels of asymmetric dimethylarginine (ADMA) are related to intima-media
thickness of the carotid artery - An epidemiological study -

【雑 誌 名】 Atherosclerosis

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 191 , 206-210

【著　　者】 榎本美佳、足達 寿

【論　　題】 終末糖化産物 (AGEs)は糖尿病・動脈硬化性疾患の進展・予防の予知因子となり
得るか ? ̶ 一般住民を対象とした疫学的研究から、生活習慣病予防を検討 ̶

【雑 誌 名】 第 22回 (財 )総合健康推進財団

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1-8
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【著　　者】 榎本美佳、足達 寿

【論　　題】 一般住民を対象とした疫学的研究から終末糖化産物 (AGEs)は生活習慣病の進展・
予防の予知因子となり得るか ?

【雑 誌 名】 第 22回健康医科学研究助成論文集

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1-6

【著　　者】 榎本美佳、足達 寿

【論　　題】 終末糖化産物 (AGEs)は糖尿病・動脈硬化性疾患の進展・予防の予知因子となり
得るか ? ̶ 一般住民を対象とした疫学的研究から、生活習慣病予防を検討 ̶

【雑 誌 名】 第 22回 (財 )総合健康推進財団

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1-8

【著　　者】 勝田洋輔、竹下吉明、有馬 健、齋藤 裕、香月与志夫、外山康之、佐々木健一郎、
今泉 勉

【論　　題】 自己骨髄単核球移植とプロスタグランディン併用療法

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 101-104

【著　　者】 岡直樹 大村治也 上田集宣

【論　　題】 Heart failure associated with hypertrophic cardiomyopathy

【雑 誌 名】 日本臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 65 ,

【著　　者】 澤田雄宇、徳永滋彦、川良武美、河野通孝、高瀬谷徹、松本高宏、冷牟田浩司、
森田茂樹

【論　　題】 冠動脈バイパス術後の難治性心房細動にフレカイニドが著効した一例

【雑 誌 名】 医学と薬学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 57 , 389-393

【著　　者】 中村俊博、麻生明見、冷牟田浩司

【論　　題】 ペースメーカー植込み術における傍ヒス束ペーシングの試み

【雑 誌 名】 Therapeutic Research

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 28 , 578-582
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【著　　者】 榎本美佳

【論　　題】 Positive association of serum levels of advanced glycation end products with
thrombogenic markers in humans.

【雑 誌 名】 未病と抗老化

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 16 , 66-71

【著　　者】 足達 寿

【論　　題】 成人病、特に脳・心血管病を予防する N-3系脂肪酸の役割の研究

【雑 誌 名】 第 52回社会厚生事業助成、医学研究報告集

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 115-117

【著　　者】 榎本美佳、足達 寿

【論　　題】 一般住民を対象とした疫学的研究から終末糖化産物 (AGEs)は生活習慣病の進展・
予防の予知因子となり得るか ?

【雑 誌 名】 第 22回健康医科学研究助成論文集

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1-6

【著　　者】 勝田洋輔、竹下吉明、有馬 健、齋藤 裕、香月与志夫、外山康之、佐々木健一郎、
今泉 勉

【論　　題】 自己骨髄単核球移植とプロスタグランディン併用療法

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 101-104

【著　　者】 Tahara N, Kai H, Nakaura H, Mizoguchi M, Ishibashi M, Kaida H, Baba K,
Hayabuchi N, Imaizumi T

【論　　題】 The prevalence of inflammation in carotid atherosclerosis. - Analysis with
fluorodeoxyglucose-positron emission tomography -

【雑 誌 名】 Eur Heart J

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 28 , 2243-2248

【著　　者】 Koga M, Kai H, Yasukawa H, Yamamoto T, Kawai Y, Kato S, Kusaba K, Kai M,
Egashira K, Kataoka Y, Imaizumi T

【論　　題】 Inhibition of progression and stabilization of plaques by postnatal interferon-γ
function blocking in ApoE-knockout mice.

【雑 誌 名】 Circ Res

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 101 , 348-356
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【著　　者】 Saito Y, Sasaki K, Katsuda Y, Murohara T, Takeshita Y, Okazaki T, Arima K, Katsuki
Y, Shintani S, Shimada T, Akashi H, Ikeda H, Imaizumi T

【論　　題】 Effect of autologous bone-marrow cell transplantation on ischemic ulcer in patients
with Buerger's disease.

【雑 誌 名】 Circ J

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 71 , 1187-1192

【著　　者】 Saito Y, Sasaki K, Katsuda Y, Murohara T, Takeshita Y, Okazaki T, Arima K, Katsuki
Y, Shintani S, Shimada T, Akashi H, Ikeda H, Imaizumi T

【論　　題】 Effect of autologous bone-marrow cell transplantation on ischemic ulcer in patients
with Buerger's disease.

【雑 誌 名】 Circ J

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 71 , 1187-1192

【著　　者】 Hino A, Adachi H, Enomoto M, Furuki K, Shigetoh Y, Ohtsuka M, Kumagae S, Hirai
Y, Jalaldin A, Satoh A, Imaizumi T

【論　　題】 Habitual coffee but not green tea consumption is inversely associated with metabolic
syndrome - An epidemiological study in a general Japanese population -

【雑 誌 名】 Diabetes Res Clin Pract

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 76 , 383-389

【著　　者】 Haramaki N, Ikeda H, Takenaka K, Katoh A, Sugano R, Yamagishi S, Matsuoka H,
Imaizumi T

【論　　題】 Fluvastatin alters platelet aggregability in patients with hypercholesterolemia: Possible
improvement of intraplatelet redox imbalance via HMG-CoA reductase.

【雑 誌 名】 Arterioscler Thromb Vasc Biol

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 27 , 1471-1477

【著　　者】 Kusaba K, Kai H, Koga M, Takayama N, Ikeda A, Yasukawa H, Seki Y, Egashira K,
Imaizumi T

【論　　題】 Inhibition of intrinsic interferon-γ function prevents neointima formation after
balloon injury.

【雑 誌 名】 Hypertension

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 49 , 909-915

【著　　者】 Tahara N, Kai H, Yamagishi S, Mizoguchi M, Nakaura H, Ishibashi M, Kaida H, Baba
K, Hayabuchi N, Imaizumi T

【論　　題】 Vascular inflammation evaluated by [18F]-fluorodeoxyglucose positron emission
tomography is associated with the metabolic syndrome.

【雑 誌 名】 J Am Coll Cardiol

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 49 , 1533-1539
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【著　　者】 Aicher A, Rentsch M, Sasaki K, Ellwart JW, Fandrich F, Siebert R, Cooke JP,
Dimmeler S, Heeschen C

【論　　題】 Nonbone marrow-derived circulating progenitor cells contribute to postnatal
neovascularization following tissue ischemia.

【雑 誌 名】 Circ Res

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 100 , 581-589

【著　　者】 Koga M, Kai H, Yasukawa H, Kato S, Yamamoto T, Kawai Y, Kusaba K, Seki Y, Kai
M, Egashira K, Kataoka T, Imaizumi T

【論　　題】 Postnatal blocking  of interferon- γ function prevented atherosclerotic plaque
formation in apolipoprotein E-knockout mice.

【雑 誌 名】 Hypertens Res

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 30 , 259-267

【著　　者】 Kanahara M, Kai H, Toyomasu K, Yoshida T, Hiraki T, Sagawa K, Imaizumi T

【論　　題】 Characteristic features of QRST integral mapping in patients with high-risk Brugada
syndrome.

【雑 誌 名】 Circ J

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 71 , 63-69

【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Matsui T, Yoshida T, Takenaka K, Jinnouchi Y, Yoshida
Y, Ueda S, Adachi H, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor  inhibits neointimal hyperplasia after vascular
injury by blocking NADPH oxidase-mediated reactive oxygen species generation.

【雑 誌 名】 Am J Pathol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 170 , 2159-2170

【著　　者】 Yamagishi S, Adachi H, Takeuchi M, Enomoto M, Furuki K, Matsui T, Nakamura K,
Imaizumi T

【論　　題】 Serum level of advanced glycation end-products(AGEs) is an independent determinant
of plasminogen activator inhibitor-1 (PAI-1) in nondiabetic general population.

【雑 誌 名】 Horm Metab Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 845-848

【著　　者】 Yamagishi S, Adachi H, Takeuchi M, Enomoto M, Furuki K, Matsui T, Nakamura K,
Imaizumi T

【論　　題】 Serum level of advanced glycation end-products(AGEs) is an independent determinant
of plasminogen activator inhibitor-1 (PAI-1) in nondiabetic general population.

【雑 誌 名】 Horm Metab Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 845-848
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【著　　者】 Yamagishi S, Adachi H, Takeuchi M, Enomoto M, Furuki K, Matsui T, Nakamura K,
Imaizumi T

【論　　題】 Serum level of advanced glycation end-products(AGEs) is an independent determinant
of plasminogen activator inhibitor-1 (PAI-1) in nondiabetic general population.

【雑 誌 名】 Horm Metab Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 845-848

【著　　者】 Yoshida Y, Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T, Yoshimura K,
Yamakawa R

【論　　題】 Positive correlation of pigment epithelium-derived factor and total antioxidant capacity
in aqueous humour of patients with uveitis and proliferative diabetic retinopathy.

【雑 誌 名】 Br J Ophthalmol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 91 , 1133-1134

【著　　者】 Jinnouchi Y, Yamagishi S, Matsui T, Takenaka K, Yoshida Y, Nakamura K, Ueda S,
Imaizumi T

【論　　題】 Administration of pigment epithelium-derived factor (PEDF) inhibits cold
injury-induced brain edema in mice

【雑 誌 名】 Brain Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1167 , 92-100

【著　　者】 Matsumoto Y, Ueda S, Yamagishi S, Matsuguma K, Shibata R, Fukami K, Matsuoka
H, Imaizumi T, Okuda S

【論　　題】 Dimethylarginine dimethylaminohydrolase prevents progression of renal dysfunction
by inhibiting loss of peritubular capillaries and tubulointerstitial fibrosis in a rat model
of chronic kidney disease.

【雑 誌 名】 J Am Soc Nephrol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 1525-1533

【著　　者】 Miyata E, Satoh S, Inokuchi K, Aso A, Kimura Y, Yokoyama S, Mori E, Nakamura T,
Matsumoto M, Fujino Y, Kishihara Y, Uda K, Takemoto K, Inoue T, Nakayama S,
Kobayashi R, Uesugi N, Hiyamuta K

【論　　題】 Three fatal cases of rapidly progressive infective endocarditis caused by
staphylococcus aureus. -One case with huge vegetation-

【雑 誌 名】 Circ J

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 71 , 1488-1491
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【著　　者】 Sasayama S, Satoh T, Izumi T, Yoshida S, Kyotani S, Tahara N

【論　　題】 Long-term trial of bosentan monotherapy for pulmonary arterial hypertension in
Japanese patients.

【雑 誌 名】 Curr Med Res Opin

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 23 , 395-400

【著　　者】 Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Yoshida T, Takeuchi M, Inoue H, Yoshida Y,
Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor (PEDF) suppresses expression of receptor for
advanced glycation end products (RAGE) in the eye of diabetic rats.

【雑 誌 名】 Ophthalmic Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 92-97

【著　　者】 Jinnouchi Y, Yamagishi S, Matsui T, Takenaka K, Yoshida Y, Nakamura K, Ueda S,
Imaizumi T

【論　　題】 Administration of pigment epithelium-derived factor (PEDF) inhibits cold
injury-induced brain edema in mice.

【雑 誌 名】 Brain Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1167 , 92-100

【著　　者】 Yamagishi S, Adachi H, Takeuchi M, Enomoto M, Furuki K, Matsui T, Nakamura K,
Imaizumi T

【論　　題】 Serum level of advanced glycation end-products(AGEs) is an independent determinant
of plasminogen activator inhibitor-1 (PAI-1) in nondiabetic general population.

【雑 誌 名】 Horm Metab Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 845-848

【著　　者】 Hoshino T, Kato S, Oka N, Imaoka H, Kinoshita T, Takei S, Kitasato Y, Kawayama T,
Imaizumi T, Yamada K, Young HA, Aizawa H

【論　　題】 Pulmonary inflammation and enphysema. Role of cytokines IL-18 and IL-13.

【雑 誌 名】 Am J Respir Crit Care Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 176 , 49-62

【著　　者】 Yoshida Y, Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T, Yoshimura K,
Yamakawa R

【論　　題】 Positive correlation of pigment epithelium-derived factor (PEDF) and total antioxidant
capacity in aqueous humor of patients with uveitis and proliferative diabetic
retinopathy.

【雑 誌 名】 Br J Ophthalmol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 91 , 1133-1134
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【著　　者】 Saito I, Tsushima M, Sato S, Nakamura M, Kokubo Y, Mannami T, Adachi H,
Konishi M, Okada K, Iso H, Kario K, Ohsuzu F, Momiyama Y

【論　　題】 A low level of C-reactive protein in Japanese adults and its association with
cardiovascular risk factors: the Japan NCVC- collaborative inflammation cohort
(JNIC) study.

【雑 誌 名】 Atherosclerosis

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 194 , 238-244

【著　　者】 Menotti A, Lanti M, Kromhout D, Blackburn H, Nissinen A, Dontas A, Kafatos A,
Nedeljkovic S, Adachi H

【論　　題】 Forty-year coronary mortality trends and changes in major risk factors in the first 10
years of follow-up in the seven countries study

【雑 誌 名】 Eur J Epidemiol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 22 , 747-754

【著　　者】 Yamagishi S, Adachi H, Takeuchi M, Enomoto M, Furuki K, Matsui T, Nakamura K,
Imaizumi T

【論　　題】 Serum level of advanced glycation end-products(AGEs) is an independent determinant
of plasminogen activator inhibitor-1 (PAI-1) in nondiabetic general population

【雑 誌 名】 Horm Metab Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 845-848

【著　　者】 Yoshida T, Yamagishi S, Nakamura K, Matsui T, Imaizumi T, Takeuchi M, Makino T,
Shimizu T, Sata M

【論　　題】 Atorvastatin inhibits advanced glycation end products (AGE)-induced C-reactive
protein expression in hepatoma cells by suppressing reactive oxygen species
generation

【雑 誌 名】 Vascular Disease Prevention

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 4 , 213-216

【著　　者】 Yamagishi S, Matsuoka H, Kitano S, Hibi N, Jinnouchi Y, Umei H, Iida S, Takenaka
K, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T

【論　　題】 Elevated circulating oxidized LDL levels in Japanese patients with the metabolic
syndrome.

【雑 誌 名】 Int J Cardiology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 118 , 270-272
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【著　　者】 Yokoi M, Yamagishi S, Takeuchi M, Matsui T, Yoshida Y, Ohgami K,
Amano-Okamoto T, Ohno S

【論　　題】 Positive correlation between vitreous levels of advanced glycation end products and
vascular endothelial growth factor in patients with diabetic retinopathy sufficiently
treated with photocoagulation

【雑 誌 名】 Br J Ophthalmol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 91 , 397-398

【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Adachi H, Kurita-Nakamura Y, Matsui T, Yoshida T, Sato
A, Imaizumi T

【論　　題】 Elevation of soluble form of receptor for advanced glycation end products (sRAGE) in
diabetic subjects with coronary artery disease.

【雑 誌 名】 Diabetes Metab Res Rev

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 23 , 368-371

【著　　者】 Yoshida Y, Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T, Yoshimura K,
Yamakawa R

【論　　題】 Elevated levels of pigment epithelium-derived factor (PEDF) in aqueous humor of
patients with uveitis.

【雑 誌 名】 Br J Ophthalmol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 91 , 149-150

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Matsui T, Yoshida T, Takeuchi M, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor (PEDF) blocks advanced glycation end product
(AGE)-induced angiogenesis in vitro.

【雑 誌 名】 Hormone Metab Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 233-235

【著　　者】 Unoki H, Bujo H, Yamagishi S, Takeuchi M, Imaizumi T, Saito Y

【論　　題】 Advanced glycation end products attenuate cellular insulin sensitivity by increasing the
generation of reactive oxygen species in adipocytes

【雑 誌 名】 Diabetes Res Clin Prac

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 76 , 236-244

【著　　者】 Kaneyuki U, Ueda S, Yamagishi S, Kato S, Fujimura T, Shibata R, Hayashida A,
Yoshimura J, Kojiro M, Oshima K, Okuda S

【論　　題】 Pitavastatin inhibits lysophosphatidic acid-induced proliferation and monocyte
chemoattractant protein-1 expression in aortic smooth muscle cells by suppressing
Rac-1-mediated reactive oxygen species generation.

【雑 誌 名】 Vascular Pharmacology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 286-292
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【著　　者】 Yoshida Y, Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T, Yoshimura K,
Yamakawa R

【論　　題】 Positive correlation between pigment epithelium-derived factor (PEDF) and monocyte
chemoattractant protein-1 (MCP-1) levels in aqueous humor of patients with uveitis.

【雑 誌 名】 Br J Ophthalmol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 91 , 737-738

【著　　者】 Yokoi M, Yamagishi S, Saito A, Yoshida Y, Matsui T, Saito W, Hirose S, Ohgami K,
Kase M, Ohno S

【論　　題】 Positive association of pigment epithelium-derived factor with total anti-oxidant
capacity in the vitreous fluid of patients with proliferative diabetic retinopathy

【雑 誌 名】 Br J Ophthalmol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 91 , 885-887

【著　　者】 Hyogo H, Yamagishi S, Iwamoto K, Arihiro K, Takeuchi M, Sato T, Ochi H, Nonaka
M, Nabeshima Y, Inoue M, Ishitobi T, Chayama K, Tazuma S

【論　　題】 Elevated levels of serum advanced glycation end products in patients with
nonalcoholic steatohepatitis

【雑 誌 名】 J Gastroenterology and Hepatology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 22 , 1112-1119

【著　　者】 Yokosuka K, Park JS, Jimbo K, Yoshida T, Yamada K, Sato K, Takeuchi M,
Yamagishi S, Nagata K

【論　　題】 Immunohistochemical demonstration of advanced glycation end products and the
effects of advanced glycation end products in ossified ligament tissues in vitro

【雑 誌 名】 Spine

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 32 , E337-339

【著　　者】 Ihara Y, Egashira K, Nakano K, Ohtani K, Kubo M, Koga J, Iwai M, Horiuchi M,
Gang Z, Yamagishi S, Sunagawa K

【論　　題】 Upregulation of the ligandミ RAGE pathway via the angiotensin II type I receptor is
essential in the pathogenesis of diabetic atherosclerosis

【雑 誌 名】 J Mol Cell Cardiology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 43 , 455-464

「その他」

【著　　者】 有馬 健、勝田洋輔、今泉 勉

【論　　題】 血管再生と虚血性末梢神経障害の治療

【雑 誌 名】 Heart View

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 11 , 1446-1451
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【著　　者】 榎本美佳、今泉 勉

【論　　題】 デヒドロエピアンドロステロン (DHEA)と寿命

【雑 誌 名】 検査と技術

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 35 , 1399-1401

【著　　者】 榎本美佳、今泉 勉

【論　　題】 デヒドロエピアンドロステロン (DHEA)と寿命

【雑 誌 名】 検査と技術

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 35 , 1399-1401

【著　　者】 佐藤 晃、大内田昌直、今泉 勉

【論　　題】 ANP製剤 -α型ヒト心房性ナトリウム利尿ペプチド製剤 (hANP)の生理学的特性
と急性心不全における使用法

【雑 誌 名】 診断と治療

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 95 , 1751-1756

【著　　者】 甲斐久史、田原宣広、今泉 勉

【論　　題】 動脈硬化プラークの炎症をみる

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 221 , 1258-1262

【著　　者】 甲斐久史、田原宣広、今泉勉

【論　　題】 動脈硬化活動性の新しい評価法 -FDG-PETによる検討

【雑 誌 名】 脈管学

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 47 , 319-325

【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉  勉

【論　　題】 分子イメージングによる心血管病の診断

【雑 誌 名】 THE CIRCULATION FRONTIER

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 11 , 28-35

【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉  勉

【論　　題】 分子イメージングによる心血管病の診断

【雑 誌 名】 THE CIRCULATION FRONTIER

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 11 , 28-35
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【著　　者】 草場 健、甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 冠動脈硬化と高血圧 -基礎 .

【雑 誌 名】 動脈硬化予防

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 6 , 28-33

【著　　者】 古木久美子、松岡秀洋、足達 寿、今泉 勉

【論　　題】 NO合成阻害物質 ADMA

【雑 誌 名】 循環器科

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 61 , 144-151

【著　　者】 足達 寿

【論　　題】 特集「わが国における循環器疫学研究のコホート」田主丸研究

【雑 誌 名】 CARDIAC PRACTICE

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 18 , 63-66

【著　　者】 古木久美子、松岡秀洋、足達 寿、今泉 勉

【論　　題】 NO合成阻害物質 ADMA

【雑 誌 名】 循環器科

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 61 , 144-151

【著　　者】 工藤博司、甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 心筋リモデリング

【雑 誌 名】 日本臨床

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 65 , 302-306

【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉 勉

【論　　題】 18FDG-PETによる薬物療法の効果判定 .

【雑 誌 名】 The Lipid

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 18 , 71-78

【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉 勉

【論　　題】 18FDG-PETによる薬物療法の効果判定

【雑 誌 名】 The Lipid

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 18 , 71-78
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【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉 勉

【論　　題】 18FDG-PETによる薬物療法の効果判定

【雑 誌 名】 The Lipid

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 18 , 71-78

【著　　者】 齋藤 裕、勝田洋輔、今泉 勉

【論　　題】 虚血性心疾患のプライマリケア

【雑 誌 名】 臨牀と研究

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 84 , 7-12

【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉 勉

【論　　題】 不安定プラークの画像診断

【雑 誌 名】 呼吸と循環 Bedside Teaching

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 55 , 1255*1259

【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉 勉

【論　　題】 不安定プラークの画像診断

【雑 誌 名】 呼吸と循環 Bedside Teaching

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 55 , 1255-1259

【著　　者】 甲斐久史、田原宣広、今泉 勉

【論　　題】 動脈硬化プラーク活動性を FDG-PETしうるか

【雑 誌 名】 脳卒中

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 29 , 819-823

【著　　者】 甲斐久史、田原宣広、今泉 勉

【論　　題】 動脈硬化活動性の新しい評価法 -FDG-PETによる検討 -

【雑 誌 名】 脈管学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 47 , 319-325

【著　　者】 草場 健、亀尾 恒、永田隆信、永野真喜雄、岩橋正人、玉置清志

【論　　題】 アンジオテンシン受容体阻害薬 (ARB)投与後に急性腎不全を呈した馬蹄腎の 1症
例

【雑 誌 名】 日本内科学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 96 , 1195-1198
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【著　　者】 甲斐久史、田原宣広、今泉 勉

【論　　題】 動脈硬化プラーク活動性を FDG-PETしうるか

【雑 誌 名】 脳卒中

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 29 , 819-823

【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉  勉

【論　　題】 サルコイドーシスの診断

【雑 誌 名】 Annual Review 循環器 2007

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 206-211

【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉  勉

【論　　題】 分子イメージングによる心血管病の診断

【雑 誌 名】 THE CIRCULATION FRONTIER

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11 , 28-35

【著　　者】 田原宣広、溝口ミノリ、今泉 勉

【論　　題】 不安定プラークの画像診断

【雑 誌 名】 呼吸と循環 Bedside Teaching

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 55 , 1255-1259

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Matsui T, Ueda S, Imaizumi T

【論　　題】 Role of postprandial hyperglycemia in cardiovascular disease in diabetes

【雑 誌 名】 Int J Clin Pract

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 61 , 83-87

【著　　者】 Fukami K, Yamagishi S, Ueda S, Okuda S

【論　　題】 Novel therapeutic targets for diabetic nephropathy

【雑 誌 名】 Endocrine, Metabolic & Immune Disorders-Drug Targets

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 7 , 83-92

【著　　者】 Yamagishi S, Matsui T, Ueda S, Nakamura K, Imaizumi T

【論　　題】 Advanced glycation end products (AGEs) and cardiovascular disease (CVD) in
diabetes.

【雑 誌 名】 Cardiovascular & Hematological Agents in Medicinal Chemistry

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 5 , 236-240
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【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Matsui T, Ueda S, Imaizumi T

【論　　題】 Role of postprandial hyperglycemia in cardiovascular disease in diabetes.

【雑 誌 名】 Int J Clin Pract

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 61 , 83-87

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Matsui T, Yoshida Y, Takenaka K, Jinnouchi Y, Imaizumi
T

【論　　題】 Signal transduction therapy of diabetic vascular complication

【雑 誌 名】 Current Signal Transduction Therapy

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 2 , 91-100

【著　　者】 Abe R, Fujita Y, Yamagishi S

【論　　題】 Angiogenesis and metastasis inhibitors for the treatment of malignant melanoma

【雑 誌 名】 Mini-Reviews in Medicinal Chemistry

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 7 , 649-661

【著　　者】 Yamagishi S, Matsui T, Ueda S, Nakamura K, Imaizumi T

【論　　題】 Advanced glycation end products (AGEs) and cardiovascular disease (CVD) in
diabetes

【雑 誌 名】 Cardiovascular & Hematological Agents in Medicinal Chemistry

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 5 , 236-240

【著　　者】 Ueda S, Yamagishi S, Matsumoto Y, Fukami K, Okuda S

【論　　題】 Asymmetric dimethylarginine (ADMA) is a novel emerging risk factor for
cardiovascular disease and the development of renal injury in chronic kidney disease

【雑 誌 名】 Clinical Experimental Nephrology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11 , 115-121

24.内科学（心臓・血管）
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25.内科学（内分泌代謝）

「単行本 /著書」

【著　　者】 難波光義 編
山田研太郎 他

【タイトル】 インスリン製剤の臨床薬理とその適応
超速効型・速効型

【書名・発行所】フジメディカル出版 , 糖尿病関連注射薬の新展開

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 p28-31

【著　　者】 門脇孝 ,石橋俊 ,佐倉宏 ,戸邉一之 ,野田光彦 編   山田研太郎 他

【タイトル】 清涼飲料水ケトーシス

【書名・発行所】西村書店 , 糖尿病学 基礎と臨床

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 p1009-1012

【著　　者】 寺内康夫 編
山田研太郎 他

【タイトル】 無自覚低血糖 ,どうしよう ?

【書名・発行所】中外医学社 , 現場の疑問に答える 糖尿病診療 Q&A

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 p142-143

【著　　者】 河盛隆造 ,岩本安彦 編
山田研太郎 他

【タイトル】 乳酸アシドーシス

【書名・発行所】南江堂 , 糖尿病 最新の治療 2007-2009

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 p151-152

【著　　者】 和田 攻 ,大久保昭行 ,矢崎義雄 ,大内尉義 編   高田和奈 ,山田研太郎 他

【タイトル】 グルコース (負荷試験を含む )

【書名・発行所】文光堂 , 臨床検査ガイド 2007～ 2008

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 p499-504

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 中山ひとみ ,賀来寛雄 ,三宅育代 ,中山聡 ,高田和奈 ,栗田弥生 ,加藤全 ,今村洋一
,高根直子 ,廣松雄治 ,山田研太郎

【論　　題】 Preclinical stage の褐色細胞腫を伴った Von Hippel-Lindau 病の 1例

【雑 誌 名】 ホルモンと臨床 (夏期増刊号 内分泌クリニカル・カンファランス 47)

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 55 , p154-158
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【著　　者】 中山ひとみ ,賀来寛雄 , 三宅育代 , 中山聡 , 高田和奈 , 栗田弥生 , 加藤全 , 今村洋一
, 高根直子 , 広松雄治 , 山田研太郎

【論　　題】 内分泌クリニカル・カンファランス 47】 副腎 Preclinical stageの褐色細胞腫を
伴った Von Hippel-Lindau病の 1例

【雑 誌 名】 ホルモンと臨床

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 55 , 154-158

【著　　者】 稲田千鶴子 ,村石和久 ,光井暁子 ,吉田 博 ,市川 史 ,友田弘道 ,山田研太郎

【論　　題】 ペグインターフェロンとリバビリンとの併用療法中に発症した自己免疫性 1型糖
尿病の 3例

【雑 誌 名】 糖尿病

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 50 , p37-40

【著　　者】 Shuichi Otabe, Hitomi Nakayama, Tomoka Fukutani, Xiaohong Yuan, Nobuhiko
Wada, Toshihiko Hashinaga, Tomoko Kato, Chizuko Inada, Kentaro Yamada

【論　　題】 Clinical and genetic features of childhood-oncet Type 2 diabetes in Japan

【雑 誌 名】 Acta Diabetol

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 44 , p181-185

【著　　者】 Takahiro Yanagiya, Atsushi Tanabe, Aritoshi Iida, Susumu Saito, Akihiro Sekine,
Atsushi Takahashi, Tatsuhiko Tsunoda, Seika Kamohara, Yoshio Nakata, Kazuaki
Kotani, Ryoya Komatsu, Naoto Itoh, Ikuo Mineo, Jun Wada, Hiroaki Masuzaki,
Masato Yoneda, Atsushi Nakajima, Shigeru Miyazaki, Katsuto Tokunaga, Manabu
Kawamoto, Tohru Funahashi, Kazuyuki Hamaguchi, Kiyoji Tanaka, Kentaro Yamada,
Toshiaki Hanafusa, Shinichi Oikawa, Hironobu Yoshimatsu, Kazuwa Nakao, Toshiie
Sakata, Yuji Matsuzawa, Naoyuki Kamatani, Yusuke Nakamura, and Kikuko Hotta

【論　　題】 Association of single-nucleotide polymorphisms in MTMR9 gene with obesity

【雑 誌 名】 Human Molecular Genetics

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 16 , p3017-3026

【著　　者】 Kurylowicz A, Hiromatsu Y, Jurecka-Lubieniecka B, Kula D, Kowalska M, Ichimura
M, Koga H, Kaku H, Bar-Andziak E, Nauman J, Jarzab B, Ploski R, Bednarczuk T.

【論　　題】 Association of NFKB1 -94ins/del ATTG promoter polymorphism with susceptibility
to and phenotype of Graves' disease.

【雑 誌 名】 Genes Immun

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 8 , p.532-538
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【著　　者】 Kavvoura FK, Akamizu T, Awata T, Ban Y, Chistiakov DA, Frydecka I, Ghaderi A,
Gough SC, Hiromatsu Y, Ploski R, Wang PW, Ban Y, Bednarczuk T, Chistiakova EI,
Chojm M, Heward JM, Hiratani H, Juo SH, Karabon L, Katayama S, Kurihara S, Liu
RT, Miyake I, Omrani GH, Pawlak E, Taniyama M, Tozaki T, Ioannidis JP.

【論　　題】 CTLA-4 Gene Polymorphisms and Autoimmune Thyroid Disease: A Meta Analysis.
Cytotoxic T-lymphocyte associated antigen 4 gene polymorphisms and autoimmune
thyroid disease: a meta-analysis.

【雑 誌 名】 J Clin Endocrinol Metab

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 92 , p.3162-3170

【著　　者】 Kurata S, Ishibashi M, Hiromatsu Y, Kaida H, Miyake I, Uchida M, Hayabuchi N.

【論　　題】 Diffuse and diffuse-plus-focal uptake in the thyroid gland identified by using
FDG-PET: prevalence of thyroid cancer and Hashimoto's thyroiditis.

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med.

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 21 , p.325-330

【著　　者】 Hitomi Nakayama, Shuichi Otabe, Takato Ueno, Naotoshi Hirota, Xiaohong Yuan,
Tomoka Fukutani, Toshihiko Hashinaga, Nobuhiko Wada, Kentaro Yamada

【論　　題】 Transgenic mice expressing nuclear SREBP-1c in adipose tissue exhibit liver histology
similar to nonalcoholic steatohepatitis.

【雑 誌 名】 Metabolism

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 56 , p470-475

【著　　者】 Shuichi Otabe, Xiaohong Yuan, Tomoka Fukutani, Nobuhiko Wada, Toshihiko
Hashinaga, Hitomi Nakayama, Naotoshi Hirota, Masayasu Kojima, and Kentaro
Yamada

【論　　題】 Overexpression of human adiponectin in transgenic mice results in suppression of fat
accumulation and prevention of premature death by high-calorie diet

【雑 誌 名】 Am J Physiol Endocinol Metab

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 293 , E210-218

【著　　者】 Atsushi Tanabe, Takahiro Yanagiya, Aritoshi Iida, Susumu Saito, Akihiro Sekine,
Atsushi Takahashi, Takahiro Nakamura, Tatsuhiko Tsunoda, Seika Kamohara, Yoshio
Nakata, Kazuaki Kotani, Ryoya Komatsu, Naoto Itoh, Ikuo Mineo, Jun Wada, Tohru
Funahashi, Shigeru Miyazaki, Katsuto Tokunaga, Kazuyuki Hamaguchi, Tatsuo
Shimada, Kiyoji Tanaka, Kentaro Yamada, Toshiaki Hanafusa, Shinichi Oikawa,
Hironobu Yoshimatsu, Toshiie Sakata, Yuji Matsuzawa, Naoyuki Kamatani, Yusuke
Nakamura, and Kikuko Hotta

【論　　題】 Functional single-nucleotide polymorphisms in the secretogranin Ⅲ (SCG3) gene that
form secretory granules with appetite-related neuropeptides are associated with obesity

【雑 誌 名】 J Clin Endocrinol Metab

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 92 , p1145-1154
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【著　　者】 Hoshino T, Kato S, Oka N, Imaoka H, Kinoshita T, Takei S, Kitasato Y, Kawayama T,
Imaizumi T, Yamada K, Young HA, Aizawa H

【論　　題】 Pulmonary inflammation and emphysema: Role of the cytokines IL-18 and IL-13.

【雑 誌 名】 Am J Respir Crit Care Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 176 , p.49-62

【著　　者】 稲田千鶴子 ,村石和久 ,光井暁子 ,吉田博 ,市川史 ,友田弘道 ,山田研太郎

【論　　題】 ペグインターフェロンとリバビリンとの併用療法中に発症した自己免疫性 1型糖
尿病の 3例

【雑 誌 名】 糖尿病

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 50 , 37-40

【著　　者】 Tajiri Y, Takei R, Mimura K, Umeda F

【論　　題】 Indicators for the efficacy of pioglitazone before and during treatment in Japanese type
2 dabetic patients.

【雑 誌 名】 Diabetes Technol Ther

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 9 , p.429-437

「その他」

【著　　者】 小田辺修一 ,山田研太郎

【論　　題】 アディポネクチン・トランスジェニックマウスの作製とアディポネクチンの寿命
延長作用

【雑 誌 名】 内分泌・糖尿病科

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 25 , p588-595

【著　　者】 廣松雄治

【論　　題】 バセドウ病眼症―内科的治療・眼科との連携 .

【雑 誌 名】 内科

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 100 , p.886-891

【著　　者】 廣松雄治

【論　　題】 バセドウ病眼症診療の最前線

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 70 , p.193-201
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【著　　者】 山田研太郎

【論　　題】 インスリンポンプとは ?
インスリンポンプについて教えてください

【雑 誌 名】 肥満と糖尿病

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 6 , p659-660

【著　　者】 三宅育代、城谷克郎、下河辺正行、廣松雄治

【論　　題】 バセドウ病眼症 (thyroid associated ophthalmopathy: TAO)のソマトスタチン誘導体
治療 .

【雑 誌 名】 内分泌・糖尿病科

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 25 , p.159-164

【著　　者】 中山ひとみ ,賀来寛雄 ,三宅育代 ,中山聡 ,高田和奈 ,栗田弥生 ,加藤全 ,今村洋一
,
高根直子 ,廣松雄治 ,山田研太郎

【論　　題】 副腎 Preclinical stage の褐色細胞腫を伴った Von Hippel-Lindau病の 1例

【雑 誌 名】 ホルモンと臨床 55 夏季増刊

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 55 , 154-8

【著　　者】 迎徳範 ,古賀寛久 ,賀来寛雄 ,三宅育代 ,甲斐田勇人 ,馬場健吉 ,石橋正敏 ,廣松雄
治

【論　　題】 医学・医療の最前線シリーズ 甲状腺疾患診療における FDG-PET検査の有用性

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 227-32

25.内科学（内分泌代謝）
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26.内科学（腎臓）

「単行本 /著書」

【著　　者】 Sanai T,Okuda S,Yoshimitsu T,Oochi N,Kumagai H,Ktafuchi R,
Harada A,Chihara J,Abe T,Nakamoto M,Hirakata H,Onoyama K,Iida M

【タイトル】 Nodular glomerulosclerosis in patients without any manifestation of diabetes mellitus.

【書名・発行所】 NEPHROLOGY

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 12 , 69-73

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 坂井 尚二、佐々木 毅、松元 貴史、齊藤 安弘、春日 朱門、奥田 誠也

【論　　題】 塩酸セベラマー内服により著明な低タンパク血症をきたした透析患者の 1例

【雑 誌 名】 日本透析医学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 40 , 281-286

【著　　者】 Matsumoto Y, Ueda S, Yamagishi S, Matsuguma K, Shibata R, Fukami K, Matsuoka
H, Imaizumi T, Okuda S.

【論　　題】 Dimethylarginine dimethylaminohydrolase prevents progression of renal dysfunction
by inhibiting loss of peritubular capillaries and tubulointerstitial fibrosis in a rat model
of chronic kidney disease

【雑 誌 名】 J Am Soc Nephrol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Yoshimura J,Kato S,Tamaki K,Kohno K,Kaneyuki U,Maeda M,
Saikusa-Itoh Y,Hayashida A,Iida S,Suefuji H,Okuda S

【論　　題】 Mesangiolytic Glomerulopathy after Radiotherapy and Chemotherapy of Gastric
Lymphoma.

【雑 誌 名】 Internal Med

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 46 , 1861-1865

【著　　者】 Ueda S,Yamagishi S,Takamiya Y,Kaida Y,Okuda S

【論　　題】 Asymmetric dimmethylarginine(ADMA) and endothelial dysfunction in patients with
chronic kidney disease.

【雑 誌 名】 Research Advances in Nephrology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1 , 1-12

26.内科学（腎臓）
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【著　　者】 Ueda S,Yamagishi S,Matsumoto Y,Okuda S

【論　　題】 Role of asymmetric dimethylarginine(ADMA)in chronic kidney disease.

【雑 誌 名】 Current Enzyme Inhibition

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 3 , 284-290

【著　　者】 Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Inoue H, Takeuchi M, Ueda S, Okuda S,
Imaizumi T.

【論　　題】 Olmesartan blocks advanced glycation end product (AGE)-evoked inflammatory
reactions in endothelial cells by suppressing reactive oxygen species generation.

【雑 誌 名】 Ophthalmic Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 40 , 10-15

【著　　者】 Yamagishi S, Ueda S, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T, Takeuchi M, Okuda S.

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor prevents advanced glycation end products-elicited
endothelial nitric oxide synthase reduction through its ant-oxidative properties.

【雑 誌 名】 Protein Pept Lett

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 14 , 832-835

【著　　者】 Yamagishi S, Ueda S, Okuda S.

【論　　題】 Food-derived advanced glycation end products (AGEs): A novel therapeutic target for
various disorders.

【雑 誌 名】 Current Pharmaceutical Design

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 13 , 2832-2836

【著　　者】 Matsui T, Yamagishi S, Ueda S, Nakamura K, Imaizumi T, Takeuchi M, Inoue T.

【論　　題】 Telmisartan, an angiotensin II type 1 receptor blocker, inhibits advanced glycation end
product (AGE)-induced monocyte chemoattractant protein-1 (MCP-1) expression in
mesangial cells through down-regulation of receptor for AGEs (RAGE) via
peroxisome proliferator-activated receptor-� activation.

【雑 誌 名】 J Int Med Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 482-489

【著　　者】 Yamagishi S, Fukami K, Ueda S, Okuda S.

【論　　題】 Molecular mechanisms of diabetic nephropathy and its therapeutic intervention

【雑 誌 名】 Current Drug Targets

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

26.内科学（腎臓）
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【著　　者】 Y Yoshida,S Yamagishi,S Ueda,K Yoshimura,S Okuda,R Yamakawa

【論　　題】 Aqueous Humour Levels of Asymmetric Dimethylarginine(ADMA) are Correlated
with Piagment Epithelium-derived Factor(PEDF)in Partients with Uveitis.

【雑 誌 名】 The Journal of Internal Medical Research

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 892-895

【著　　者】 Yamagishi S, Ueda S, Okuda S.

【論　　題】 A possible involvement of crosstalk between advanced glycation end products (AGEs)
and asymmetric dimethylarginine (ADMA), an endogenous nitric oxide synthase
inhibitor in accelerated atherosclerosis in diabetes

【雑 誌 名】 Med Hypotheses

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 S Ueda,S Yamagishi,Y Matsumoto,K Fukami,S Okuda

【論　　題】 Asymmtric Dimethylarginine(ADMA) is a novel emerging risk factor for
cardiovascular disease and the development pf renal injury in chronic kidney disease.

【雑 誌 名】 Clin Exp Nephrol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11 , 115-121

【著　　者】 Tanaka M,Komatsu N,Terakawa N,Yanagimoto Y,Oka M,Sasada T,Mine T,Gouhara
S,Shichijo S,Okuda S, Itoh K

【論　　題】 Increased levels of IgG antibodies against peptides of the prostate stem cell antigen in
the plasma of pancreatic cancer patients.

【雑 誌 名】 Oncology Reports

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 161-166

【著　　者】 Fukami K, Yamagishi S, Ueda S, Okuda S.

【論　　題】 Novel therapeutic targets for diabetic nephropathy

【雑 誌 名】 Endocr Metab Immune Disords Drug Targets

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Koike K,Iida S,Usui M,Matsumoto Y,Fukami K,Ueda S,Tamaki K,Kato S,Okuda S

【論　　題】 Adult-onset acute tubulointerstitial nephritis and uveitis with Fanconi syndrome.

【雑 誌 名】 Clinical Nephrology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 67 , 255-259

26.内科学（腎臓）
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【著　　者】 Matsumoto Y, Ueda S, Yamagishi S, Matsuguma K, Shibata R, Fukami K, Matsuoka
H, Imaizumi T, Okuda S

【論　　題】 Dimethylarginine dimethylaminohydrolase prevents progression of renal dysfunction
by inhibiting loss of peritubular capillaries and tubulointerstitial fibrosis in a rat model
of chronic kidney disease

【雑 誌 名】 J Am Soc Nephrol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Ueda S,Yamagishi S,Kaida Y,Okuda S.

【論　　題】 Asymmetric dimmethylarginine(ADMA) may be a missing link between
cardiovascular disease(CVD) and chronic kidney disease(CKD).

【雑 誌 名】 Nephrology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 12 , 582-590

【著　　者】 Kaneyuki U, Ueda S, Yamagishi SI, Kato S, Fujimura T, Shibata R, Hayashida A,
Yoshimura J, Kojiro M, Oshima K, Okuda S

【論　　題】 Pitavastatin inhibits lysophosphatidic acid-induced proliferation and monocyte
chemoattractant protein-1 expression in aortic smooth muscle cells by suppressing
Rac-1-mediated reactive oxygen species generation

【雑 誌 名】 Vascul Pharmacol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 286-292

「その他」

【著　　者】 林田 綾子、奥田 誠也

【論　　題】 脂質代謝異常

【雑 誌 名】 臨床と研究 別冊

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 84 , 50(1506)-54(1510)

【著　　者】 上田 誠二、山岸 昌一、奥田 誠也

【論　　題】 NO-ADMA

【雑 誌 名】 腎と透析

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 63 , 583-588

【著　　者】 松本 有里子、上田 誠二、奥田 誠也

【論　　題】 ADMA-心血管病の新しい危険因子 -

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 220 , 916-917

26.内科学（腎臓）
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【著　　者】 林田 綾子、奥田 誠也

【論　　題】 CASE31 進行性に腎機能が悪化した 75歳男性

【雑 誌 名】 NEW専門医を目指すケース・メソッド・アプローチ 5 腎臓疾患

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 281-290

【著　　者】 上田誠二、松岡秀洋、奥田誠也

【論　　題】 ADMA:心 -腎連関を解く新しい分子標的

【雑 誌 名】 治療学

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 41 , 96～ 100

【著　　者】 柴田 了、上田 誠二、山岸 昌一、奥田 誠也

【論　　題】 糖尿病性腎症発症・進展における内因性 NO合成酵素阻害物質 (ADMA)の役割

【雑 誌 名】 内分泌・糖尿病科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 24 , 616-622

【著　　者】 Ueda S,Yamagishi S,Takamiya Y,Kaida Y,Okuda S

【論　　題】 Asymmetric dimethylarginine(ADMA)and endothelial dysfunction in patients with
chronic kidney disease.

【雑 誌 名】 Res.Adv.in Nephrology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

26.内科学（腎臓）
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27.内科学（血液）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 金地 泰典、岡村 孝

【論　　題】 出血性疾患の診断と治療

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 84 , 99-104

【著　　者】 岡村 孝

【論　　題】 JAK2遺伝子変異と骨髄増殖性疾患

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 123-8

【著　　者】 岡村 孝

【論　　題】 骨髄線維症

【雑 誌 名】 日本内科学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 96 , 40-5

【著　　者】 奥 英二郎、岡村 孝

【論　　題】 初診で貧血患者を診た場合

【雑 誌 名】 治療

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 89 , 2402-08

【著　　者】 Seki R,Okamura T,Ide T,Kage M,Sata M,Uesaka N,Maruyama T.

【論　　題】 Impaired filterability of erythrocytes from patients with chronic hepatitis C and effects
of eicosapentaenoic acid on the filerability.

【雑 誌 名】 Journal of physiological sciences

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】

【著　　者】 Oku E,Imamura R,Nagata S,Takata Y,Seki R,Otsubo K,Hashiguchi M,Osaki
K,Yakushiji K,Yoshimoto K,Ogata H,Sata M,Okamura T.

【論　　題】 Acta Haematologica

【雑 誌 名】 Promyelocytic crisis of chronic myelogenous leukaemia during imatinib mesylate
treatment.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

27.内科学（血液）
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【著　　者】 Muta T,Kato K,Eto T,Oku S,Nawata R,Takase K,Henzan H,Arima F,Gondo
H,Okamura T,Shibuya T.

【論　　題】 Successful stem cell transplantation without cryopreservation from a microchimeric
haploidentical sibling for refractory acute myeloid leukemia complicated with critical
thrombophlebitis and cellulitis.

【雑 誌 名】 International Journal of Hematology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 85 , 85-88

【著　　者】 Masuda J,Mitsuyama K,Yamasaki H,Takedatsu H,Okamura T,Andoh A,Murohara
T,Asahara T,Sata M.

【論　　題】 Depletion of circulating endothelial progenitor cells in the peripheral blood of patients
with ulcerative colitis.

【雑 誌 名】 International Journal of Molecular Medicine

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 221-8

【著　　者】 Shimoda K, Shide K, Kamezaki K, Okamura T, Harada N, Kinukawa N, Ohyashiki K,
Niho Y, Mizoguchi H, Omine M, Ozawa K, Harada M

【論　　題】 The Effect of Anabolic Steroids on Anemia in Myelofibrosis with Myeloid
Metaplasia:Retrospective Analysis of 39 Patients in Japan

【雑 誌 名】 International Journal of Hematology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 85 , 338-43

27.内科学（血液）
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28.小児科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 古賀靖敏

【タイトル】 筋緊張の異常

【書名・発行所】小児科診療

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 古賀靖敏

【タイトル】 世界に先駆けたミトコンドリア脳筋症の治療開発

【書名・発行所】難病と在宅ケアー

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 小林祥泰、水澤英洋編集

【タイトル】 8.ミトコンドリア脳筋症

【書名・発行所】神経疾患最新の治療 2009-2011、南江堂

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 衛藤

【タイトル】 先天性ミオパチー

【書名・発行所】小児科学

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】

【著　　者】 宮島 祐、田中 英高、林 北見 編者

【タイトル】 心理社会的治療法、ADHDのここが知りたい !Q&A

【書名・発行所】小児科医のための注意欠陥 /多動性障害診断・治療ガイドライン 中央法規

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 113-146

【著　　者】 監修 ;山下裕史朗、水間宗幸

【タイトル】 ADHDの解説、あとがき

【書名・発行所】めざせポジティブ ADHD、書肆侃侃房

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 250-263

28.小児科学
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【著　　者】 柳澤信夫、篠原幸人、岩田誠、清水輝夫、寺本明

【タイトル】 MELASの L-アルギニン療法

【書名・発行所】 Annual Review 神経 2007

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 233-245

【著　　者】 古賀靖敏

【タイトル】 筋緊張の異常

【書名・発行所】小児科診療 増刊号 症候からみた小児の診断学

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 70 , 532-535

【著　　者】 Robertson J, Shilkofski N Eds. 芳野 信

【タイトル】 遺伝医学

【書名・発行所】ハリエットレーン ハンドブック メディカル・サイエンス・インターナショナル

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 299-309

【著　　者】 五十嵐隆、松石豊次郎、須田憲治、井上忠夫、木津純子

【タイトル】 ハリエットレーンハンドブック

【書名・発行所】ディカル・サイエンス・インターナショナル

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 松石豊次郎、山下裕史朗
編集 :大野耕策、平山義人、松石豊次郎

【タイトル】 II 4. レット症候群 IV 10.予防接種 B.在宅知的障害児・者の予防接種
V 1.中都市での健康管理のあり方ーライフサイクルから見た医療ー教育ー福祉
サービスの現状と展望

【書名・発行所】知的障害者の健康管理マニュアル

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】

【著　　者】 古賀靖敏

【タイトル】 内分泌学

【書名・発行所】ハリエットレーン

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 渡辺順子他 . 五十嵐 隆、松石豊次郎、須田憲二、井上忠夫、木津純子監訳

【タイトル】 第 3章「処置」

【書名・発行所】ハリエットレーンハンドブック (Jason Robertson,Nicole Shilkofski編 )  メディカ
ル・サイエンス・インターナショナル (東京 )

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 61-92

28.小児科学
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【著　　者】 松石豊次郎、山下裕史朗

【タイトル】 レット症候群 .知的障害者の健康管理マニュアル

【書名・発行所】診断と治療社

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 123-131

【著　　者】 松石豊次郎

【タイトル】 Ⅱ主要兆候 C意識障害 内科医・小児科研修医のための小児救急治療ガイドライン

【書名・発行所】診断と治療社

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 79-84

【著　　者】 五十嵐隆、松石豊次郎、須田憲治、井上忠夫、木津純子監訳

【タイトル】 ハリエットレーンハンドブック -ジョンズ・ホプキンズ小児病院レジデントマ
ニュアル

【書名・発行所】メディカルサイエンスインターナショナル

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 津村直幹、升永憲治、松石豊次郎

【タイトル】 在宅知的障害児・者の予防接種 知的障害者の健康管理マニュアル

【書名・発行所】診断と治療社

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 170-174

【著　　者】 田中芳幸、永野美樹、山下裕史朗、永光信一郎、津田彰、松石豊次郎

【タイトル】 中都市での健康管理のあり方―ライフサイクルからみた医療 -教育 -福祉サービス
の現状と展望 .知的障害者の健康管理マニュアル

【書名・発行所】診断と治療社

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 184-196

【著　　者】 五十嵐隆、松石豊次郎、須田憲治、井上忠夫、木津純子 /監訳

【タイトル】 心臓病学

【書名・発行所】ハリエットレーンハンドブック ジョンズ・ホプキンズ病院小児科レジデントマ
ニュアル
メディカル・サイエンス・インターナショナル

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

28.小児科学
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【著　　者】 松石豊次郎
五十嵐隆 松石豊次郎 須田憲治 井上忠夫 木津純子 監訳

【タイトル】 PART II 診断・治療情報 19.神経疾患

【書名・発行所】ハリエットレーンハンドブック メディカル・サイエンス・インターナショナル

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 19 , 485-501

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Koji Hirata, Yukihiro Akita, Nataliya Povalko, Junko Nishioka, Shuichi Yatsuga,
Toyojiro Matsuishi and Yasutoshi Koga

【論　　題】 Effect of l-arginine on synaptosomal mitochondrial function.

【雑 誌 名】 Brain Dev

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 Nishioka J, Akita Y, Yatsuga S, katayama K, Matsuishi T, Ishibashi M, Koga Y

【論　　題】 Inappropriate intracranial hemodynamics in the natural course of MELAS.

【雑 誌 名】 Brain Dev

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 大園秀一 ,石田也寸志 ,栗山貴久子 ,浅見恵子 ,松下竹次 ,前田美穂 ,有瀧健太郎 ,
石井栄三郎 ,吉成みやこ ,石本浩市 ,堀部敬三

【論　　題】 小児がん長期フォローアップ調査報告

【雑 誌 名】 日本小児科学会雑誌

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 111 , 1392-1398

【著　　者】 Tanaka M, Nishigaki Y, Fuku N, Ibi T, Sahashi K, Koga Y

【論　　題】 Therapeutic potential of pyruvate therapy for mitochondrial diseases.

【雑 誌 名】 Mitochondrion

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 7 , 399-401

【著　　者】 Yoshino M, Watanabe Y, Tokunaga Y, Harada E, Fujii C, Numata S, Harada M,
Tajima A, Ida H

【論　　題】 Roles of specific cytokines in bone remodeling and hematopoiesis in Gaucher disease.

【雑 誌 名】 Pediatr Int (doi: 10.1111/j.1442-200X. 2007.02502.x)

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 1-7
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【著　　者】 Uematsu M, Sakamoto O, Sugawara N, Kumagai N, Morimoto T, Yamaguchi S,
Hasegawa Y, Kobayashi H, Ihara K, Yoshino M, Watanabe Y, Inokuchi T, Yokoyama
T, Kiwaki K, Nakamura K, Endo F, Tsuchiya S, Ohura T

【論　　題】 Novel mutations in five Japanese patients with 3-methylcrotonyl-CoA carboxylase
deficiency.

【雑 誌 名】 J Hum Genet   (doi:10.1007/s10038-007-0211-9)

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 52 , 1040-1043

【著　　者】 馬渡直子、刈芽茂、山下裕史朗、高嶋幸男、松石豊次郎

【論　　題】 福岡県南部における養護学校の課題―医療的ケアを必要とする生徒の実態

【雑 誌 名】 脳と発達

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 373-377

【著　　者】 山下裕史朗

【論　　題】 軽度発達障害児の地域に密着した包括的治療システム

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 129-133

【著　　者】 山下裕史朗

【論　　題】 ネットワークの強化と協働のプログラム

【雑 誌 名】 特別支援教育の実践情報

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 20-25

【著　　者】 山下 裕史朗

【論　　題】 新しい支援の仕方、支援の場としての夏期治療プログラム シンポジウム 3 AD/HD
の支援の仕方・支援の場

【雑 誌 名】 児童青年精神医学とその近接領域

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48 , 275-281

【著　　者】 原宗嗣、山下裕史朗

【論　　題】 疾患別アトラス編 発達障害 2 注意欠陥 /多動性障害 (AD/HD

【雑 誌 名】 小児中枢神経疾患の画像診断 2008

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 651-653

【著　　者】 山下 裕史朗

【論　　題】 超低出生体重児と軽度発達障害 特集 超低出生体重児の予後

【雑 誌 名】 周産期医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 33 , 489-491
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【著　　者】 飯塚千穂、山下裕史朗

【論　　題】 久留米大学病院における軽度発達障害児への支援と取り組み

【雑 誌 名】 小児看護

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 30 , 1298-1302

【著　　者】 松石豊次郎、岩崎瑞枝

【論　　題】 これだけは知っておきたい 小児ケア Q&A 適切な睡眠時間とは、どういうことで
しょうか ?―睡眠習慣での問題点について―

【雑 誌 名】 ナーシングケア Q&A

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 16 , 14-15

【著　　者】 松石豊次郎

【論　　題】 日本小児神経学会

【雑 誌 名】 精神医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 653-654

【著　　者】 松石豊次郎、馬渡直子、杉本健郎

【論　　題】 第 3回「医療的ケア」講師研修セミナー

【雑 誌 名】 脳と発達

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 76-76

【著　　者】 松石豊次郎、粟田廣

【論　　題】 発達障害のグランドデザイン―発達障害者支援法と診療体制作り―

【雑 誌 名】 脳と発達

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 136-137

【著　　者】 伊予田邦昭、粟屋豊、松石豊次郎、永井利三郎、田辺卓也、栗原まな、山本克哉、
前川喜平

【論　　題】 てんかん接種基準案による前方視的アンケート調査 (最終報告 )―難治なけいれん
発作をもつ小児に対する予防接種実施に関する多施設共同調査―

【雑 誌 名】 脳と発達

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 456-458
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【著　　者】 Iwata S, Iwata O, Bainbridge A, Nakamura T, Kihara H, Hizume E, Sugiura M
Tamura M, Matsuishi T

【論　　題】 Abnormal white matter appearance on term FLAIR predicts neurodevelopmental
outcome at 6 years old following preterm birth

【雑 誌 名】 Int J Dev Neurosci

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 25 , 523-530

【著　　者】 Muta M, Ishii M, Iemura M, Suda K, Nakamura Y, Matsuishi T.

【論　　題】 Effect of Japanese diagnostic criteria revision in Kawasaki disease for treatment and
cardiovascular outcome.

【雑 誌 名】 Circulaiton Journal

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 71 , 1791-1793

【著　　者】 Koga M, Kai H, Egami K, Murohara T, Ikeda A, Yasuoka S, Egashira K, matuishi T,
Kai M, kataoka Y, Kuwano M, Imaizumi T

【論　　題】 Mutant MCP-1 therapy inhibits tumor  angiogenesis and growth of malignant
melanoma in mice

【雑 誌 名】 BBRC

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 365 , 279-284

【著　　者】 Ozono S,Saeki T,Mantani T,Ogata A,Okamura H,Yamawaki S

【論　　題】 Factors related to posttraumatic stress in adolescent survivors of childhood cancer and
their parents

【雑 誌 名】 Supportive Care in Cancer

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 15 , 309-317

【著　　者】 Suda K, Matsumura M, Nishimura K.

【論　　題】 Emergency stent implantation into obstructed inferior caval vein in a patient with
heterotaxy and anomalous hepatic venous drainage.

【雑 誌 名】 Pediatrics International

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 49 , 251-252

【著　　者】 Kurokawa K, Yorifuji T, Kawai M, Momoi T, Nagasaka H, Takayanagi M, Kobayashi
K, Yoshino M, Kosho T, Adachi M, Otsuka H, Yamamoto S, Murata T, Suenaga A,
Ishii T, Terada K, Shimura N, Kiwaki K, Shintaku H, Yamakawa M, Nakabayashi H,
Wakutani Y, Nakahata T

【論　　題】 Molecular and clinical analyses of Japanese patients with carbamoylphosphate
synthetase 1(CPS1) deficiency.

【雑 誌 名】 J Hum Genet   (doi:10.1007/s10038-007-0122-9)

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 52 , 349-354
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【著　　者】 oshino M, Watanabe Y, Tokunaga Y, Harada E, Fujii C, Numata S, Harada M, Tajima
A, Ida H.

【論　　題】 Roles of some cytokines in bone remodeling and hematopoiesis in Gaucher disease.

【雑 誌 名】 Pediatr Int

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 959-965

【著　　者】 Uematsu M, Sakamoto O, Sugawara N, Kumagai N, Morimoto T, Yamaguchi S,
Hasegawa Y, Kobayashi H, Ihara K, Yoshino M, Watanabe Y, Inokuchi T, Yokoyama
T, Kiwaki K, Nakamura K, Endo F, Tsuchiya S, Ohura T.

【論　　題】 Novel mutations in five Japanese patients with 3-methylcrotonyl-CoA carboxylase
deficiency.

【雑 誌 名】 J. Hum Genet.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 52 , 1040-1043

【著　　者】 Samejima H, Torii C, Kosaki R, Kurosawa K, Yoshihashi H, Muroya K, Okamoto N,
Watanabe Y, Kosho T, Kubota M, Matsuda O, Goto M, Izumi K, Takahashi T, Kosaki
K.

【論　　題】 Screening for Alagille syndrome mutations in the JAG1 and NOTCH2 genes using
denaturing high-performance liquid chromatography.

【雑 誌 名】 Genet Test.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11 , 216-227

【著　　者】 Kawano G, Oshige K, Syutou S, Koteda Y, Yokoyama T, Kim B G, Mizuochi T,
Nagai K, Matsuda K, Ohbu K, Matsuishi T

【論　　題】 Benign infantile convulsions associated with mild gastroenteritis: A retrospective
study of 39 cases including virological tests and efficacy of anticonvulsants.

【雑 誌 名】 Brain Dev

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 29 , 617-622
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29.放射線医学

「単行本 /著書」

【著　　者】 早渕尚文 編者 :市民のためのがん治療の会

【タイトル】 悪性リンパ腫について

【書名・発行所】がんは放射線でここまで治る ㈲アイダ

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 150-157

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 有川俊二 ,内田政史 ,早渕尚文 ,岡部義信 ,菅偉哉 ,内藤嘉紀

【論　　題】 超音波による胆膵の診断

【雑 誌 名】 画像診断

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 27 , 1344-1355

【著　　者】 有川俊二、内田政史、早渕尚文

【論　　題】 肝胆膵領域におけるMDCT-MPR,CPR,CT-Angiographyならびに 3D Fusion Image
の有用性 -

【雑 誌 名】 映像情報Medical増刊号

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 39 , 96-101

【著　　者】 有川俊二 ,魚住淳 ,内田政史 ,富田直史 ,田中法瑞 ,石橋正敏 ,早渕尚文 ,内藤嘉紀

【論　　題】 FDG-PETで偶然発見された食道 GISTの 1例

【雑 誌 名】 臨床放射線

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 52 , 918-922

【著　　者】 有川俊二 ,内田政史 ,品川正治 ,魚住淳 ,早渕尚文 ,岡部義信 ,菅偉哉 ,柳克司 ,木
下壽文 ,内藤嘉紀

【論　　題】 膵 IPMTにおけるMD-CTの有用性の検討 -ERP,EUS,MRCPとの比較 -

【雑 誌 名】 日本消化器病学会雑誌

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 104 , 35-42

【著　　者】 内田政史

【論　　題】 画像情報ネットワークシステムの現状と将来
―三次元画像まで参照可能な院内ネットワークシステムの構築―

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 233-240
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【著　　者】 内田政史

【論　　題】 CT三次元像を用いた肝胆道領域の血管・胆管立体解剖

【雑 誌 名】 画像診断

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 27 , 252-264

【著　　者】 鈴木 弦、田中法瑞、淡河恵津世、江藤英博、末藤大明、安陪等思、早渕尚文、岩
本 修、古賀千尋、楠川仁悟、中島 格

【論　　題】 口腔癌に対する超選択的動注療法を併用した放射線治療の成績

【雑 誌 名】 日本放射線腫瘍学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 11-15

【著　　者】 千々和秀記、坂本菊男、梅野博仁、中島 格、鈴木 弦、早渕尚文

【論　　題】 口腔・中咽頭領域の小唾液腺悪性腫瘍

【雑 誌 名】 頭頸部癌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 33 , 483-488

【著　　者】 Seiji Kurata  Masatoshi Ishibashi  Yuji Hiromatsu
Hayato Kaida  Ikuyo Miyake  Masafumi Uchida
Naofumi Hayabuchi

【論　　題】 Diffuse and diffuse-plus-focal uptake in the thyroid gland identified by
using FDG-PET: prevalence of thyroid cancer and Hashimoto's
thyroiditis

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 21 , 325-330

【著　　者】 Fujimoto K, Takamori S, Yano H, Sadohara J, Matsuo T, Terazaki Y, Ishibashi M,
Hayabuchi N.

【論　　題】 Focal cholesterol granuloma in the anterior mediastinum: [18F]-fluoro-2
-deoxy-D-glucose-positron emission tomography and magnetic resonance imaging
findings.

【雑 誌 名】 J Thorac Oncol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11 , 1054-6

【著　　者】 Kaida H, Ishibashi M, Kurta S, Uchida M, Hayabuchi N

【論　　題】 Tumor thrombus in Inferior vena cava from colon cancer detected by 18F-FDG PET

【雑 誌 名】 Ann Nucl Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 21 , 185-188
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【著　　者】 Kurata S, Uchida M, Arakawa M, Abe T, Ishibashi M, Hayabuchi N.

【論　　題】 Pelvic inflammatory disease with periappendicitis in a pediatric patient.

【雑 誌 名】 Radiat Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 178-80.

【著　　者】 Tahara N, Kai H, Nakaura H, Mizoguchi M, Ishibashi M, Kaida H, Baba K,
Hayabuchi N, Imaizumi T.

【論　　題】 The Prevalence of inflammation in carotid atherosclerosis. - Analysis with
fluorodeoxyglucose-positron emission tomography -.

【雑 誌 名】 Eur Heart J

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 28 , 2243-8

【著　　者】 Hisashi Kai, Nobuhiro Tahara, Masatoshi Ishibashi, and Tsutomu Imaizumi

【論　　題】 Reply to a Letter to the Editor: Simvastatin attenuates plaque inflammation -
Evaluation by fluorodeoxyglucose positron emission tomography.

【雑 誌 名】 J Am Coll Cardiol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 1991-1992

【著　　者】 Tahara N, Kai H, Yamagishi S, Mizoguchi M, Nakamura H, Ishibashi M, Kaida H,
Baba K, Hayabuchi N, Imaizumi T

【論　　題】 Vascular inflammation evaluated by [18F]-fluorodeoxyglucose positron emisson
tomography is strongly associated with the metabolic syndrome

【雑 誌 名】 J Am Coll Cardiol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 1533-9

【著　　者】 Uchida M, Ishibashi M, Sakoda J, Azuma S, Nagata S, Hayabuchi N

【論　　題】 CT image fusion for 3D depiction of anatomic abnormalities of the hepatic hilum

【雑 誌 名】 Am J Roentgenol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 189 , 184-91

「その他」

【著　　者】 早渕尚文 朝日新聞社

【論　　題】 緩和的放射線治療

【雑 誌 名】 Medical ASAHI

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 7 , 31
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30.神経精神医学

「単行本 /著書」

【著　　者】 前田正治 (編者 )上原 徹

【タイトル】 PTSD治療と心理教育

【書名・発行所】スキルアップ心理教育 星和書店

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 pp81-112

【著　　者】 前田正治、大岡由佳、佐藤亜紀、高田智佳、田中みとみ、中島純子、能勢麻美子、
開浩一、矢島潤平

【タイトル】 看護職員のトラウマケア

【書名・発行所】ワークプレイストラウマ研究会

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 1-14

【著　　者】 編者 武田雅俊、鹿島晴雄

【タイトル】 抗不安薬・睡眠薬

【書名・発行所】コア・ローテイション精神科 金芳堂

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 290-294

【著　　者】 編者 武田雅俊、鹿島晴雄

【タイトル】 精神保健指定医制度

【書名・発行所】コア・ローテイション精神科 金芳堂

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 376-377

【著　　者】 髙松真理 前田正治
編者 前田久雄

【タイトル】 久留米大学病院精神神経科病棟における臨床心理士の役割

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟 急性期からリハビリまで
星和書店

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 245-250

【著　　者】 安元眞吾、恵紙英昭、前田久雄

【タイトル】 久留米大学医学部精神神経科における卒後教育システムの紹介と現状

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟 ～急性期からリハビリまで～ 星和書店

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 p.199-204
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【著　　者】 恵紙英昭 , 田中みとみ , 丸岡隆之 , 後藤直樹 , 小鳥居望 , 大江美佐里 , 近間浩史 , 前
田久雄

【タイトル】 久留米大学病院における精神科急性期治療病棟の運営 .

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟―急性期からリハビリまで―, 星和書店

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 25-37

【著　　者】 丸岡隆之 , 山内今日子 , 前田正治 , 大江美佐里 , 恵紙英昭 , 田中みとみ , 後藤直樹 ,
小鳥居望 , 前田久雄

【タイトル】 治療導入期における入院集団精神療法―急性期治療病棟での試み―.

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟―急性期からリハビリまで―,星和書店

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 77-86

【著　　者】 大江美佐里 , 前田正治 , 境理恵 , 赤司英博 , 田中みとみ , 丸岡隆之 , 恵紙英昭 , 前田
久雄

【タイトル】 注意サインへの気づきを目的とした短期再発予防プログラムの実施 .

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟―急性期からリハビリまで―,星和書店

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 95-104

【著　　者】 丸岡隆之他

【タイトル】 第 2章、第 3章、第 6章、第 8章、第 10章、第 11章、第 12章、第 13章、第 15
章、第 24章

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟 急性期からリハビリまで 星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 恵紙英昭 ,金原伸一 ,鮫島達夫 ,田中みとみ ,小鳥居望 ,後藤直樹 ,大江美佐里 ,丸
岡隆之 ,
本岡大道 ,橋爪祐二 ,前田久雄 編

【タイトル】 大学病院の精神科急性期治療病棟における時間外電話対応及び受診状況

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟―急性期からリハビリまで― 星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 137-145

【著　　者】 橋爪祐二 ,前田久雄 編

【タイトル】 急性期治療病棟における薬物療法 (抗精神病薬を中心に )

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟―急性期からリハビリまで― 星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39-45
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【著　　者】 恵紙英昭 ,田中みとみ ,丸岡隆之 ,後藤直樹 ,小鳥居望 ,大江美佐里 ,近間浩史 ,前
田久雄 編

【タイトル】 久留米大学病院における精神科急性期治療病棟の運営

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟―急性期からリハビリまで― 星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25-37

【著　　者】 恵紙英昭 ,田中みとみ ,丸岡隆之 ,後藤直樹 ,小鳥居望 ,大江美佐里 ,永松青久 ,廣
橋伸之 ,坂本照夫 ,前田久雄 編

【タイトル】 大学病院精神科急性期治療病棟における合併症治療の現状と課題

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟―急性期からリハビリまで― 星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 113-136

【著　　者】 前田久雄 ,石田重信 ,丸岡隆之 ,大江美佐里 編者 :前田久雄

【タイトル】 久留米大学病院における抗精神病薬使用の調査研究

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟ー急性期からリハビリまでー 東京 ,星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 55-64

【著　　者】 前田久雄 ,石田重信 ,丸岡隆之 編者 :前田久雄

【タイトル】 デイケア通所患者の抗精神病薬使用の調査研究

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟ー急性期からリハビリまでー 東京 ,星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 251-264

【著　　者】 石田重信 ,田中みとみ ,丸岡隆之 ,野瀬 巌 ,前田久雄 編者 :前田久雄

【タイトル】 大学病院における急性期病棟をめぐる諸問題

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟ー急性期からリハビリまでー 東京 ,星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11-21

【著　　者】 本岡大道 編者 :前田久雄

【タイトル】 リエゾンと急性期病棟

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟ー急性期からリハビリまでー 東京 ,星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 237-244

【著　　者】 丸岡隆之 ,前田久雄 ,山本寛子 編者 :前田久雄

【タイトル】 心的外傷患者に対する入院治療の有用性 :複雑性 PTSD症例の治療経験から

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟ー急性期からリハビリまでー 東京 ,星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 105-111

30.神経精神医学

- 114 -



【著　　者】 塚本竜生、内野俊郎

【タイトル】 久留米大学精神科精神科外来と急性期病棟

【書名・発行所】前田久雄編 精神科急性期治療病棟 -急性期からリハビリまで -星和書店、東京

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 223-235

【著　　者】 内村直尚 ,山口徹 ,北原光夫 ,福井次矢 総編集

【タイトル】 不眠―睡眠薬の使い方

【書名・発行所】今日の治療指針 東京 ,医学書院

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 708-709

【著　　者】 内村直尚 ,藤丸知子 ,石竹竜也 ,佐川公矯 編

【タイトル】 昼寝 (午睡 )のススメ―15分間の午睡で頭も体もリフレッシュ―

【書名・発行所】久留米大学公開講座 34 こころとからだの癒しとは―大切な自分のために― 福岡 ,
九州大学出版会

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 59-76

【著　　者】 内村直尚 ,高久史麿 ,白神誠 ,藤上雅子 監修

【タイトル】 睡眠障害

【書名・発行所】ファーマシューティカルケア・ファーストステップ 東京 ,ライフメディコム

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 229-230

【著　　者】 丸岡隆之

【タイトル】 当病棟におけるグループワーク概論、不安障害、強迫性障害、解離性 (転換性 )障
害の治療

【書名・発行所】久留米大学病院精神神経科 臨床研修マニュアル

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 128-131,190-194,198-200

【著　　者】 内村直尚 ,前田久雄 編

【タイトル】 急性期における薬物療法―抗うつ薬および睡眠薬―

【書名・発行所】精神科急性期治療病棟―急性期からリハビリまで― 東京 ,星和書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 47-54

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 丸岡隆之、前田正治

【論　　題】 えひめ丸沈没事故生還生徒の入院治療

【雑 誌 名】 日本精神科病院協会雑誌別冊

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 26 , 41-49
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【著　　者】 前田久雄、恵紙英昭、富田 克、冨松健太郎

【論　　題】 Sulpirideはどう効き、どう使われているか ?

【雑 誌 名】 臨床精神薬理

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 10 , 1853-1860

【著　　者】 大江美佐里 ,前田正治 ,金吉晴

【論　　題】 PTSD患者に対する paroxetine使用の現状―多施設間後方視調査―

【雑 誌 名】 トラウマティック・ストレス

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 5 , 167-174

【著　　者】 恵紙英昭、前田久雄、内村直尚

【論　　題】 現在の医療経済的仕組みのなかで総合病院型精神科救急は成り立つか ?

【雑 誌 名】 精神科救急

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 10 , 48-58

【著　　者】 古賀章子、前田正治、津田 彰

【論　　題】 ドメスティック・バイオレンス事例に対する認知行動療法的アプローチ

【雑 誌 名】 心理臨床学研究

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 25 , 60-71

【著　　者】 内野俊郎、近間浩史

【論　　題】 「3ヶ月」がひとり歩きした時

【雑 誌 名】 精神科臨床サービス

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 7 , 240-244

【著　　者】 大江美佐里 ,末崎政晃 ,赤司英博 ,小鳥居今日子 ,前田正治 ,前田久雄

【論　　題】 注意サインを認識することの意義 ―短期再発予防プログラムの効果―

【雑 誌 名】 九州神経精神医学

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 53 , 60-68

【著　　者】 前田正治

【論　　題】 大学病院における精神科リハビリテーションの現状と課題

【雑 誌 名】 外来精神医療学会誌

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 6 , 40-42
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【著　　者】 髙松 真理

【論　　題】 臨床心理面接における重要な仕事 ;『関係』を見続けていくこと
～佐竹論文へのコメント～

【雑 誌 名】 九州大学心理臨床研究

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 26 , 103-105

【著　　者】 吉見明香、加藤大慈、久野恵理、鈴木友理子、上原久美子、内野俊郎、平安良雄

【論　　題】 精神科薬物療法管理アプローチ (Medication Management Approaches in
Psychiatry;MedMAP)の紹介

【雑 誌 名】 精神医学

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 49 , 311-315

【著　　者】 小鳥居 望

【論　　題】 Risperidone oral solutionの睡眠障害に対する即時効果ー未治療の統合失調症者を
対象とした PSGによる検討ー

【雑 誌 名】 臨床精神薬理

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 10 , 799-810

【著　　者】 大岡由佳、前田正治、田中みとみ、高松真理、矢島潤平、大江美佐里、金原伸一、
辻丸秀策

【論　　題】 精神科看護師が職場で被るトラウマ反応

【雑 誌 名】 精神医学

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 49 , 143-153

【著　　者】 大江美佐里、内野俊郎

【論　　題】 高プロラクチン血症とアドヒアランス

【雑 誌 名】 精神科

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 10 , 63-67

【著　　者】 丸岡隆之

【論　　題】 学校災害がもたらす心的影響ー「外因性ボーダーライン状況」における介入ー

【雑 誌 名】 精神科治療学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 22 , 77-84
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【著　　者】 松岡稔昌 ,森田喜一郎 ,西浦佐知子 ,森 圭一郎 ,倉掛交次 ,平井 聡 ,小路純央 ,土
井 亮 ,前田久雄

【論　　題】 未治療統合失調症におけるペロスピロンの作用 -P300を指標にしての 2年間の経
過 .

【雑 誌 名】 精神医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 355-360

【著　　者】 丸岡隆之、前田正治

【論　　題】 外傷的死別と不登校 -学校災害における心的介入 -

【雑 誌 名】 九州神経精神医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 53 , 151-156

【著　　者】 白川暁彦、山川克敏、松岡稔昌、竹中 理、松岡佐知子、松岡正二、前田久雄

【論　　題】 Quetiapine と warfarin の併用投与によりプロトロンビン時間国際標準比 (PT-INR)
が延長したと考えられた統合失調症の一例

【雑 誌 名】 精神科治療学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 22 , 1303-1307

【著　　者】 大江美佐里、前田正治、境理恵、赤司英博、田中みとみ、丸岡隆之、恵紙英昭、
前田久雄

【論　　題】 注意サインへの気づきを目的とした短期再発予防プログラムの実施

【雑 誌 名】 臨床精神医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 1699-1706

【著　　者】 大岡由佳、丸岡隆之、前田正治、辻丸秀策

【論　　題】 学校に対する危機介入ーソーシャルワーカーの役割をめぐってー

【雑 誌 名】 ソーシャルワーク研究

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 33 , 29-36

【著　　者】 武村史 ,神林崇 ,井上雄一 ,内村直尚 ,伊藤洋 ,内山真 ,武村尊生 ,清水徹男

【論　　題】 不眠症の治療による日中の QOLの改善―Day-QOL study―

【雑 誌 名】 治療

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 89 , 2376-2380

【著　　者】 橋爪祐二 ,内村直尚 ,土生川光成 ,小鳥居望 ,山本克康 ,小城公宏

【論　　題】 久留米大学病院睡眠障害クリニックにおける過眠症の検討

【雑 誌 名】 不眠研究

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 73-81

30.神経精神医学

- 118 -



【著　　者】 大岡由佳、前田正治、田中みとみ、高松真理、矢島潤平、金原伸一、辻丸秀策

【論　　題】 精神科看護師が職場で被るトラウマ反応

【雑 誌 名】 精神医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 143-153

【著　　者】 Habukawa M, Uchimura N, Maeda M, Kotorii N, Maeda H

【論　　題】 Sleep findings in young-adult patients with posttraumatic stress disorder

【雑 誌 名】 Biol Psychiatry

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】

【著　　者】 Habukawa M,Uchimura N,Maeda M,Kotorii N,Maeda H

【論　　題】 Sleep Findings in Young Adult Patients with Posttraumatic Stress Disorder

【雑 誌 名】 Biol Psychiatry

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 62 , 1179-1182

「その他」

【著　　者】 内野俊郎、牧田潔

【論　　題】 デイケアにおける心理教育の意義と今後への期待

【雑 誌 名】 精神科臨床サービス

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 7 , 444-446

【著　　者】 内野俊郎

【論　　題】 統合失調症対処講座第 2講～統合失調症は珍しくない～

【雑 誌 名】 メンタルヘルスマガジンこころの元気 +

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 1 , 44-47

【著　　者】 内野俊郎

【論　　題】 統合失調症対処講座第 1講～精神科の病気には誤解が多い～

【雑 誌 名】 メンタルヘルスマガジンこころの元気 +

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 1 , 44-47

【著　　者】 大江美佐里、内野俊郎

【論　　題】 高プロラクチン血症とアドヒアランス

【雑 誌 名】 精神科

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 10 , 63-67
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【著　　者】 小路眞護 ,小路純央

【論　　題】 精神科疾患と糖尿病 .

【雑 誌 名】 日本精神科病院協会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 26 , 18-23

【著　　者】 橋爪祐二

【論　　題】 うつ病と認知症

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 84 , 1705-1708

【著　　者】 前田久雄 ,恵紙英昭 ,富田克 ,冨松健太郎

【論　　題】 Sulpirideはどう効き、どう使われているか ?

【雑 誌 名】 臨床精神薬理

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 10 , 1853-1860

【著　　者】 内村直尚 ,山本克康

【論　　題】 睡眠障害とレム睡眠行動障害

【雑 誌 名】 Clinical Neuroscience

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 421-424

【著　　者】 橋爪祐二 ,内村直尚 ,土生川光成 ,小鳥居望 ,山本克康 ,小城公宏

【論　　題】 久留米大学病院睡眠障害クリニックにおける過眠症の検討

【雑 誌 名】 不眠研究

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 73-81

【著　　者】 大岡由佳、丸岡隆之、前田正治、辻丸秀策

【論　　題】 学校に対する危機介入 -ソーシャルワーカーの役割をめぐって -

【雑 誌 名】 ソーシャルワーク研究

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 33 , 29-36

【著　　者】 内野俊郎

【論　　題】 統合失調症対処講座第 3講～統合失調症は珍しくない～

【雑 誌 名】 メンタルヘルスマガジンこころの元気 +

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1 , 42-45
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【著　　者】 内野俊郎

【論　　題】 統合失調症対処講座第 4講～統合失調症は不治の病 ?～

【雑 誌 名】 メンタルヘルスマガジンこころの元気 +

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1 , 46-49

【著　　者】 内野俊郎

【論　　題】 統合失調症対処講座第 5講～統合失調症のそれぞれの時期と症状～

【雑 誌 名】 メンタルヘルスマガジンこころの元気 +

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1 , 46-49

【著　　者】 内野俊郎

【論　　題】 統合失調症対処講座第 6講～お薬はどのように役立つのか～

【雑 誌 名】 メンタルヘルスこころの元気 +

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1 , 46-49

【著　　者】 内野俊郎

【論　　題】 統合失調症対処講座第 7講～統合失調症の薬の副作用のこと その 1～

【雑 誌 名】 メンタルヘルスマガジンこころの元気 +

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1 , 46-49

【著　　者】 内野俊郎、近間浩史

【論　　題】 「3ヶ月」がひとり歩きした時

【雑 誌 名】 精神科臨床サービス

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 7 , 240-244

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 最近の睡眠薬の動向と治療指針

【雑 誌 名】 精神医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 519-527

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 生活習慣病と不眠との関係

【雑 誌 名】 CURRENT THERAPY

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 44-47
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【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 不眠症の薬物療法―睡眠薬の使い方の基本

【雑 誌 名】 medicina

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 44 , 1276-1279

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 睡眠薬の適正使用

【雑 誌 名】 調剤と情報

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 13 , 1060-1064

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 生活習慣病と睡眠障害

【雑 誌 名】 心身医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 47 , 771-776

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 高齢者に対する睡眠薬の使い方

【雑 誌 名】 老年医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 45 , 747-750

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 うつと気分障害

【雑 誌 名】 睡眠医療

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 2 , 9-12

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 不眠と高血圧

【雑 誌 名】 血圧

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 14 , 1106-1110

【著　　者】 橋爪祐二

【論　　題】 バルプロ酸とクエチアピン併用療法の Bipolar Disorderに対する効果

【雑 誌 名】 Bipolar Disorder

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 5 , 46-51
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【著　　者】 橋爪祐二

【論　　題】 夜食症候群とは ?

【雑 誌 名】 肥満と糖尿病

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 6 , 799-800

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 不眠症に対する薬物療法

【雑 誌 名】 治療

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 89 , 58-64

【著　　者】 内村直尚

【論　　題】 生活習慣病と睡眠

【雑 誌 名】 日本病院薬剤師会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 43 , 759-762
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31.皮膚科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 編集 :片山一朗、古川福実

【タイトル】 尋常性天疱瘡、増殖性天疱瘡、目で見るアレルギー性皮膚疾患、編集 :片山一朗、
古川福実

【書名・発行所】南山堂、東京

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 pp.262-266

【著　　者】 編集 :片山一朗、古川福実

【タイトル】 CD20抗体による自己免疫性水疱症の治療、目で見るアレルギー性皮膚疾患、編
集 :片山一朗、古川福実

【書名・発行所】南山堂、東京

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 pp.436-438、

【著　　者】 片山一朗、古川福実 :編者

【タイトル】 自己免疫性皮膚疾患、目で見るアレルギー性皮膚疾患、編集 :片山一朗、古川福
実

【書名・発行所】南山堂、東京

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 pp.250-261

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Nakajima K, Hashimoto T, Nakajima H, Yokogawa M, Ikeda M, Kodama H

【論　　題】 IgG/IgA pemphigus with dyskeratotic acantholysis and intraepidermal neutrophilic
microabscesses

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 34 , 757-760

【著　　者】 Lin N, Uchi H, Moroi Y, Fukiwake N, Dainichi T, Takeuchi S, Takahara M, Tu Y,
Furue M, Urabe K.

【論　　題】 Significance of the expression of phosphorylated signal transducer and activator of
transcription-3, -Akt, and -cyclin D1 in angiosarcoma.

【雑 誌 名】 J Dermatol Sci

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 48 , 64-66
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【著　　者】 Enjoji M, Dainichi T, Gondo H, Urabe K.

【論　　題】 Cutaneous reactions induced by pegylated-interferon plus ribavirin combination
therapy in a patient with chronic hepatitis C

【雑 誌 名】 Fukuoka Igaku Zasshi

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 98 , 353-356

【著　　者】 飯島茂子、二藤部弘暁、橋本 隆

【論　　題】 手術瘢痕上に出没する自己免疫性水疱症の 2例、

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 351-355

【著　　者】 Dainichi T, Ueda S, Furue M, Hashimoto T

【論　　題】 By the grace of peeling: the brace function of the stratum corneum in the protection
form photo-induced keratinocyte carcinogensis

【雑 誌 名】 Arch Dermatol Rex

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Hamada T, Yasumoto S, Karashima T, Ishii N, Shimada H, Kawano Y, Imayama S,
McGrath JA, Hashimoto T.

【論　　題】 Recurrent p.N767S mutation in the ATP2A2 gene in a Japanese family with
haemorrhagic Darier's disease clinically mimicking epidermolysis bullosa simplex
with mottled pigmentation.

【雑 誌 名】 Br J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 153 , 605-608

【著　　者】 濱田尚宏 ,木村容子 ,富田和英 ,三保木隆夫 ,黒瀬浩一郎 ,名嘉眞武国 ,橋本 隆

【論　　題】 前額正中皮弁と硬移植により再建した下眼瞼悪性黒色腫の 1例 .

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 95-99

【著　　者】 井上義彦 ,桃崎直也 ,石井文人 ,濱田尚宏 ,黒瀬浩一郎 ,安元慎一郎 ,橋本 隆

【論　　題】 ワセリンの自己注入後に発症した陰茎部皮膚潰瘍の 1例 .

【雑 誌 名】 臨皮

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 61 , 37-39
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【著　　者】 木村容子 ,曽根 薫 ,荒木理子 ,手島靖夫 ,大原敦子 ,濱田尚宏 ,橋本 隆

【論　　題】 急性腎不全を合併したマムシ咬傷の 1例 -2005年度に経験した 14例の検討を加え
て -.

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 1337-1340

【著　　者】 寺原慶子 ,樋口雅子 ,島田浩光 ,濱田尚宏 ,名嘉眞武国 ,安元慎一郎 ,橋本 隆

【論　　題】 Complex Regional Pain Syndrome Type 2 の 1例 .

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 193-196

【著　　者】 森 理、高橋よしえ、辛島正志、橋本 隆

【論　　題】 hairless geneに遺伝子変異を検出しなかった先天性全身性脱毛症、

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 201-204

【著　　者】 田中聖子、上田厚登、前山泰彦、名嘉眞武国、橋本 隆、荒川正博、山本暢宏

【論　　題】 外陰部に生じ結節状を呈した基底細胞癌の 2例

【雑 誌 名】 皮膚臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 507-510

【著　　者】 吉田まり子、前山泰彦、楠原正洋、安元慎一郎、橋本 隆

【論　　題】 皮膚円柱腫の 1例、

【雑 誌 名】 皮膚病診療、

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 29 , 555-558

【著　　者】 橋川恵子、大山文悟、名嘉眞武国、楠原正洋、橋本 隆

【論　　題】 重症カンジダ性爪囲爪炎を伴った慢性口腔カンジダ症の 1例

【雑 誌 名】 臨皮

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 61 , 461-464

【著　　者】 橋川恵子、大山文悟、名嘉眞武国、楠原正洋、橋本 隆

【論　　題】 子どもに水疱を見たときに、増刊号、知っておきたい「小児の皮膚」

【雑 誌 名】 小児科臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 60 , 1379-1407
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【著　　者】 橋本 隆

【論　　題】 重症薬疹と水疱症、特集、重症薬疹、アレルギー

【雑 誌 名】 免疫

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 14 , 1454-461

【著　　者】 Nakama T, Ishii N, Ono F, Hamada T, Yasumoto S, Hashimoto T

【論　　題】 Efficacy of interferon-gamma in patients with refractory bullous pemphigoid

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 34 , 737-745

【著　　者】 Hamada T, Inoue Y, Nakama T, Hashimoto T

【論　　題】 A case of zosteriform pigment purpuric dermatosis

【雑 誌 名】 Arch Dermatol

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 143 , 1599-1600

【著　　者】 Liu H, Takeuchi S, Moroi Y, Lin N, Urabe K, Kokuba H, Imafuku S, Dainichi T, Uchi
H, Furue M, Tu Y.

【論　　題】 Expression of minichromosome maintenance 5 protein in proliferative and malignant
skin diseases

【雑 誌 名】 J Dermatol Sci

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 46 , 1171-1176

【著　　者】 Hamada T, Sandilands A, Fukuda S, Sakaguchi S, Ohyama B, Yasumoto S, McLean
WH, Hashimoto T.

【論　　題】 De Novo Occurrence of the Filaggrin Mutation p.R501X with Prevalent Mutation
c.3321delA in a Japanese Family with Ichthyosis Vulgaris Complicated by Atopic
Dermatitis.

【雑 誌 名】 J Invest Dermatol

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 Epub ahead of print

【著　　者】 Dainichi T, Kobayashi C, Fujita S, Shiramizu K, Ishiko T, Kiryu H, Urabe K,
Tsuneyoshi M, Furue M.

【論　　題】 Interdigital amelanotic spindle-cell melanoma mimicking an inflammatory process due
to dermatophytosis

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 34 , 716-719
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【著　　者】 Fukumoto T, Shiroyama Y, Niizeki H, Kobayashi N, Asada H, Ishii N, Hashimoto T,
Miyagawa S

【論　　題】 Paraneoplastic pemphigus presenting as erythrodermic lichenoid dermatitis with
concurrent features fo pemphigus foliaceus

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 34 , 645-649

【著　　者】 Lin N, Moroi Y, Uchi H, Fukiwake N, Dainichi T, Takeuchi S, Takahara M, Tu Y,
Furue M, Urabe K

【論　　題】 Significance of the expression of phosphorylated-STAT3, -Akt, and -ERK1/2 in
several tumors of the epidermis

【雑 誌 名】 J Dermatol Sci

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 Hamada T, Yasumoto S, Karashima T, Ishii N, Shimada H, Kawano Y, Imayama S,
McGrath JA, Hashimoto T.

【論　　題】 Recurrent p.N767S mutation in the ATP2A2 gene in a Japanese family with
haemorrhagic Darier disease clinically mimicking epidermolysis bullosa simplex with
mottled pigmentation.

【雑 誌 名】 Br J Dermatol.

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】

【著　　者】 Dainichi T, Uchi H, Moroi Y, Furue M

【論　　題】 Stevens-Johnson syndrome, drug-induced hypersensitivity syndrome and toxic
epidermal necrolysis caused by allopurinol in patients with a common HLA allele:
what causes the diversity?

【雑 誌 名】 Dermatology

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 215 , 86-88

【著　　者】 Lin N, Uchi H, Moroi Y, Fukiwake N, Dainichi T, Takeuchi S, Takahara M, Tu Y,
Furue M, Urabe K

【論　　題】 Expression of the p38 MAPK, NF-kappaB and cyclin D1 in extramammary Paget's
disease

【雑 誌 名】 J Dermatol Sci

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 45 , 187‒ 192
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【著　　者】 Lin N, Uchi H, Moroi Y, Fukiwake N, Dainichi T, Takeuchi S, Takahara M, Tu Y,
Furue M, Urabe K

【論　　題】 Expression and prognostic significance of Stat5a and E-cadherin in extramammary
Paget's disease

【雑 誌 名】 J Cutan Pathol

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 34 , 33‒ 38

【著　　者】 Dilling A, Rose C, Hashimoto T, Zillikens D, Shimanovich I

【論　　題】 Anti-p200 pemphigoid: A novel autoimmune subepidermal blistering disease.

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 34 , 1-8

【著　　者】 Dainichi T, Ueda S, Furue M, Hashimoto T

【論　　題】 By the grace of peeling:

【雑 誌 名】 Arch Dermatol Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Kowalewski C, Hamada T, Wozniak K, Kawano Y, Szczecinska W, Yasumoto S,
Schwartz RA, Hashimoto T.

【論　　題】 A novel autosomal partially dominant mutation designated G476D in the keratin 5
gene causing epidermolysis bullosa simplex Weber-Cockayne type: A family study
with a genetic twist.

【雑 誌 名】 Int J Mol Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 20 , 75-78

【著　　者】 Hamada T, Kimura Y, Hayashi S, Nakama T, Hashimoto T.

【論　　題】 Hypereosinophilic syndrome with peripheral circulatory insufficiency and cutaneous
microthrombi.

【雑 誌 名】 Arch Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 143 , 812-813

【著　　者】 Chan I, Liu L, Hamada T, Sethuraman G, McGrath JA.

【論　　題】 The molecular basis of lipoid proteinosis: mutations in extracellular matrix protein 1.

【雑 誌 名】 Exp Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 16 , 881-890
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【著　　者】 Hamada T, Inoue Y, Nakama T, Hashimoto T.

【論　　題】 A case of zosteriform pigmented purpuric dermatosis.

【雑 誌 名】 Arch Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 143 , 1599-1600

【著　　者】 Yamane N, Sawamura D, Nishie W, Abe M, Kodama K, Adachi K, Nakamura H, Ishii
N, Hashimoto T, Shimizu H

【論　　題】 Anti-p200 pemphigoid in a 17-year-old girl successfully treated with systemic
corticosteroid and dapsone.

【雑 誌 名】 Br J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】  156 , 1075-1078

【著　　者】 Ishii N, Kusuhara M, Yasumoto S, Hashimoto T

【論　　題】 Adenoma of the nipple in a Japanese man,

【雑 誌 名】 Clin Exp Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 32 , 48-449

【著　　者】 Yoneda K, Yokoi I, Demitsu T, Matsuda Y, Matsuoka Y, Miyamoto I, Moriue T,
Nakai K, Nibu N, Hashimoto T, Kubota Y.

【論　　題】 Localized linear IgA disease showing contact dermatitis-like eruption

【雑 誌 名】 Eur J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 340-341

【著　　者】 Fukiwake N, Moroi Y, Urabe K, Ishii N, Hashimoto T, Furue M

【論　　題】 Detection of autoantibodies to desmoplakin in a patient with oral erythema multiforme.

【雑 誌 名】 Eur J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 238-241

【著　　者】 Izumi R, Fujimoto M, Yazawa N, Nakashima H, Asahina N, Watanabe R, Kuwano Y,
Kurokawa M, Hashimoto T, Tamaki K

【論　　題】 Bullous pemphigoid positive for anti-BP180 and anti-laminin 5 antibodies in a patient
with graft-vs-host disease.

【雑 誌 名】 J Am Acad Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56(5 Suppl) , S94-97

31.皮膚科学
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【著　　者】 Kohroh K, Suga Y, Mizuno Y, Ishii N, Hashimoto T, Ikeda S.

【論　　題】 Case of localized bullous pemphigoid with unique clinical manifestations in the lower
legs.

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 34 , 482-5

【著　　者】 Hamada T, Yasumoto S, Karashima T, Ishii N, Shimada H, Kawano Y, Imayama S,
McGrath JA, Hashimoto T

【論　　題】 Recurrent p.N767S mutation in the ATP2A2 gene in a Japanese family with
haemorrhagic Darier's disease clinically mimicking epidermolysis bullosa simplex
with mottled pigmentation.

【雑 誌 名】 Br J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 157 , 605-608

【著　　者】 Kakurai M, Demitsu T, Azuma R, Yamada T, Suzuki M, Yoneda K, Ishii N,
Hashimoto T.

【論　　題】 Localized pemphigoid (pretibial type) with IgG antibody to BP180 NC16a domain
successfully treated with minocycline and topical corticosteroid.

【雑 誌 名】 Clin Exp Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 32 , 759-761

【著　　者】 Dainichi T, Ueda S, Furue M, Hashimoto T.

【論　　題】 By the grace of peeling: the brace function of the stratum corneum in the protection
from photo-induced keratinocyte carcinogenesis.

【雑 誌 名】 Arch Dermatol Res.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 Epub ahead of print

【著　　者】 Nakajima K, Hashimoto T, Nakajima H, Yokogawa M, Ikeda M, Kodama H.

【論　　題】 IgG/IgA pemphigus with dyskeratotic acantholysis and intraepidermal neutrophilic
microabscesses.

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 34 , 757-60

【著　　者】 Ishii N, Hashimoto T

【論　　題】 A Case of Paraneoplastic Pemphigus Who Shifted to Pemphigus Vulgaris.

【雑 誌 名】 J Eur Acad Dermatol Venereol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 22 , 374-375

31.皮膚科学
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【著　　者】 Taintor A, Leiferman KL, Hashimoto T, Zone JJ, Hull CM

【論　　題】 A novel case of IgA paraneoplastic pemphigus associated with chronic lymphocytic
leukemia,

【雑 誌 名】 J Am Acad Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , S73-76,

【著　　者】 Dilling A, Rose C, Hashimoto T, Zillikens D, Shimanovich I

【論　　題】 Anti-p200 pemphigoid: A novel autoimmune subepidermal blistering disease.

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 34 , 1-8

【著　　者】 Maruyama H, Kawachi Y, Fujisawa Y, Itoh S, Furuta J, Ishii Y, Takahashi T,
Hashimoto T, Otsuka F.

【論　　題】 IgA/IgG pemphigus positive for anti-desmoglein 1 autoantibody.

【雑 誌 名】 Eur J Dermatol.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 94-95

【著　　者】 Pastar Z, Rados J, Lipozencic J, Dobric I, Marinovic B, Ishii N, Hashimoto T

【論　　題】 Case of concurrent epidermolysis bullosa acquisita and anti-p200 pemphigoid - how to
treat it?

【雑 誌 名】 Int J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】  46 , 295-298,

【著　　者】 Sugita K, Kabashima K, Nishio D, Hashimoto T, Tokura Y

【論　　題】 Th2 cell fluctuation in association with reciprocal occurrence of bullous pemphigoid
and psoriasis vulgaris,

【雑 誌 名】 Eur Acad Dermatol Venereol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 21 , 569-570

【著　　者】 Maruyama H, Kawachi Y, Fujisawa Y, Itoh S, Furuta J, Ishii Y, Takahashi T,
Hashimoto T, Otsuka F.

【論　　題】 IgA/IgG pemphigus positive for anti-desmoglein 1 autoantibody.

【雑 誌 名】 Eur J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 94-95

31.皮膚科学
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【著　　者】 Pastar Z, Rados J, Lipozencic J, Dobric I, Marinovic B, Ishii N, Hashimoto T

【論　　題】 Case of concurrent epidermolysis bullosa acquisita and anti-p200 pemphigoid - how to
treat it?

【雑 誌 名】 Int J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 295-298,

【著　　者】 Sugita K, Kabashima K, Nishio D, Hashimoto T, Tokura Y.

【論　　題】 Th2 cell fluctuation in association with reciprocal occurrence of bullous pemphigoid
and psoriasis vulgaris,

【雑 誌 名】 J Eur Acad Dermatol Venereol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 21 , 569-570

【著　　者】 Yoneda K, Yokoi I, Demitsu T, Matsuda Y, Matsuoka Y, Miyamoto I, Moriue T,
Nakai K, Nibu N, Hashimoto T, Kubota Y.

【論　　題】 Localized linear IgA disease showing contact dermatitis-like eruption

【雑 誌 名】 Eur J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 340-341

【著　　者】 Izumi R, Fujimoto M, Yazawa N, Nakashima H, Asahina N, Watanabe R, Kuwano Y,
Kurokawa M, Hashimoto T, Tamaki K

【論　　題】 Bullous pemphigoid positive for anti-BP180 and anti-laminin 5 antibodies in a patient
with graft-vs-host disease.

【雑 誌 名】 J Am Acad Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , S94-97

【著　　者】 Kohroh K, Suga Y, Mizuno Y, Ishii N, Hashimoto T, Ikeda S.

【論　　題】 Case of localized bullous pemphigoid with unique clinical manifestations in the lower
legs.

【雑 誌 名】 J Dermatol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 34 , 482-5

「その他」

【著　　者】 大日輝記

【論　　題】 皮膚癌発生を予防する

【雑 誌 名】 太陽紫外線防御研究委員会学術報告

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 11-15

31.皮膚科学
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【著　　者】 大日輝記、師井洋一、古江増隆

【論　　題】 薬疹と遺伝

【雑 誌 名】 医学のあゆみ

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 220 , 869-74

31.皮膚科学
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32.外科学（白水）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 唐 宇飛、藤井輝彦、三島麻衣、今泉拓也、古閑敦彦、矢野正二郎、白水和雄、矢
原敏郎、山名秀明

【論　　題】 胃癌腹膜播種に対する化学療法併用細胞免疫療法についての検討

【雑 誌 名】 癌と化学療法

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 34 , 1931-1933

【著　　者】 唐 宇飛、赤木由人、緒方 裕、白水和雄

【論　　題】 大腸憩室疾患の診断と治療

【雑 誌 名】 消化器外科

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 30 , 1623-1628

【著　　者】 U. Toh, T. Fujii, S. Takamori, M. Fukunaga, E. Ogo, N. Seki, H. Yamana, K. Shirouzu

【論　　題】 Combination of gemcitabine and adoptive cell therapy of autologous anti-tumor CTL
induces clinical activities in patients with refractory lung cancer

【雑 誌 名】 Jouranal of Clinical Oncology

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 25 , 131s

【著　　者】 Kono R, Fujimoto K, Terasaki H, Muller NL, Kato S, Sadohara J, Hayabuchi N,
Takamori S

【論　　題】 Dynamic MR imaging of solitary pulmonary nodules: Comparison of enhancement
patterns between small peripheral lung cancers and benign lesions in 202 patients.

【雑 誌 名】 Am J Roentgenol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 188 , 26-36

32.外科学（白水）
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33.外科学（青柳）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 酒井丈典 , 古川哲 , 赤須玄 , 大塚隆彦 , 御鍵和弘 , 丸山祐一郎 , 川原隆一 , 酒井久宗
, 内田信治 , 堀内彦之 , 木下壽文

【論　　題】 副交通胆管枝の 2例

【雑 誌 名】 胆道

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 21 , 659-664

【著　　者】 木下壽文、酒井丈典、岡部義信、菅 偉哉

【論　　題】 十二指腸乳頭部腫瘍の治療 -内視鏡的切除か、開腹的切除か -適応と実際 外科的
治療 -経十二指腸的乳頭部切除術 -

【雑 誌 名】 消化器の臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 10 , 497-503

【著　　者】 木下壽文、御鍵和弘、大塚隆彦、石川博人、酒井丈典、内田信治

【論　　題】 膵横断切除 (分節切除 )

【雑 誌 名】 手術

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 61 , 887-892

【著　　者】 S.Hiromatsu、Y.Hosokawa、N.Egawa、H.Yokokura、K.Akaiwa、S.Aoyagi

【論　　題】 Strategy for isolated iliac artery aneurysms

【雑 誌 名】 Asian Cardiovasc Thorac Ann

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 15 , 280-284

【著　　者】 S.Hiromatsu、Y.Hosokawa、N.Egawa、S.Aoyagi

【論　　題】 Spontaneous rupture of the dorsalis pedis artery: report of a case

【雑 誌 名】 Ann Thorac Cardiovasc Surg

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 13 , 290-292

【著　　者】 S.Hiromatsu、N.Egawa、Y.Hosokawa、K.Ishihara、H.Yokokura、A.Tanaka、
S.Aoyagi

【論　　題】 A shorter skin incision technique for the repair of infrarenal abdominal aortic
aneurysms

【雑 誌 名】 Surg Today

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 37 , 97-102

33.外科学（青柳）
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【著　　者】 Aoyagi S, Fukunaga S, Tayama E, Hori H, Yoshikawa K

【論　　題】 Prosthetic valve thrombosis in the aortic position

【雑 誌 名】 Chirurgia

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 20 , 25-28

【著　　者】 Aoyagi S, Okazaki T, Fukunaga S, Ueda T

【論　　題】 Concomitant Traumatic Aortic Valve and Coronary Artery Injury

【雑 誌 名】 Ann Thorac Surg

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 83 , 289-291

【著　　者】 Eiki Tayama,Tomohiro Ueda,Takahiro Shojima,Kogi Akasu,Takeshi Oda,Shuji
Fukunaga,Hidetoshi Akashi,Shigeaki Aoyagi

【論　　題】 Arginine vasopressin is an ideal drug after cardiac surgery for the management of low
systemic vascular resistant hypotension concomitant wiht pulmonary hypertension

【雑 誌 名】 Interactive Cardio Vascular and Thoracic Surgery

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Eiki Tayama, Shingo Chihara, Shuji Fukunaga, Hidetoshi Akashi, Shigeaki Aoyagi,
and Kei-ichiro Mizoguchi

【論　　題】 Embolic Myocardial Infarction and Left Ventricular Rupture Due to Mitral Valve
Endocarditis

【雑 誌 名】 Ann Thorac Cardiobasc Surg

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 13 , 206-208

「その他」

【著　　者】 明石英俊

【論　　題】 急性大動脈解離

【雑 誌 名】 救急医学

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 31 , 379-385

33.外科学（青柳）
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34.外科学（小児外科）

「単行本 /著書」

【著　　者】 田中芳明
大熊利忠編

【タイトル】 5 電解質 ,6 微量元素 ,7 ビタミン ,8 食物繊維 第 3章 栄養素とその代謝 .

【書名・発行所】キーワードでわかる臨床栄養 .羊土社

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 96-114

【著　　者】 田中芳明

【タイトル】 NST栄養管理パーフェクトガイド (下 )

【書名・発行所】医歯薬出版株式会社

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 169

【著　　者】 田中芳明

【タイトル】 NST栄養管理パーフェクトガイド (上 )

【書名・発行所】医歯薬出版株式会社

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 99

【著　　者】 田中芳明、朝川貴博

【タイトル】 経鼻胃管、腸管栄養の選び方、チューブ・カテーテルの基礎知識

【書名・発行所】 NSTのための経腸栄養実践テクニック 照林社

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 78-81

【著　　者】 浅桐公男 ,田中芳明
武田英二 ,長谷部正晴編

【タイトル】 3各論 2 消化器疾患 B腸疾患 慢性特発性偽性腸閉塞症、ヒルシュスプルング病類
縁疾患 .

【書名・発行所】よくわかって役に立つ 最新栄養予防治療学 .永井書店

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 217-219

【著　　者】 田中芳明 ,朝川貴博
佐々木雅也編

【タイトル】 経鼻胃管・腸管栄養の選び方 チューブ・カテーテルの基本知識 第 3章 経鼻経管
栄養法の実際

【書名・発行所】 NSTのための経腸栄養実践テクニック .照林社

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 78-81

34.外科学（小児外科）
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「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 中村強、藤瀬暢彰、阿部志津子、田中芳明

【論　　題】 抗酸化物質の補給と侵襲下での症状軽減効果 .―基礎検討にて―

【雑 誌 名】 Japanese Journal of Mountain Medicine

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 27 , 43-60

【著　　者】 田中芳明

【論　　題】 抗酸化物質 .

【雑 誌 名】 PEN

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 25 , 6-8

【著　　者】 朝川貴博、田中芳明、小林英史、甲斐田章子、中溝博隆、浅桐公男、八木 実

【論　　題】 胆道閉鎖症術後の慢性肝障害患児に対する微量元素、抗酸化ビタミン補助飲料を
用いた抗酸化療法

【雑 誌 名】 静脈経腸栄養

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 22 , 477-487

【著　　者】 田中芳明

【論　　題】 血中 DAOと消化管機能

【雑 誌 名】 外科と代謝・栄養

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 41 , 95-102

【著　　者】 朝川貴博、田中芳明、小林英史、甲斐田章子、中溝博隆、浅桐公男、八木 実

【論　　題】 胆道閉鎖症術後の慢性肝障害患児に対する微量元素、抗酸化ビタミン補助飲料を
用いた抗酸化療法

【雑 誌 名】 静脈経腸栄養

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 22 , 477-487

【著　　者】 小林久美子、窪田正幸、八木 実、奥山直樹、大滝雅博、山崎 哲、村田大樹、
平山 裕、佐藤佳奈子

【論　　題】 小児外科医による深夜帯小児救急外来患者の現状分析  - Niigata Study -

【雑 誌 名】 日本小児外科学会誌

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 43 , 678-682

34.外科学（小児外科）
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【著　　者】 田中芳明、甲斐田章子、浅桐公男、八木 実

【論　　題】 胆道疾患における超音波検査

【雑 誌 名】 小児外科

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 39 , 698-701

【著　　者】 田中芳明 ,朝川貴博 ,八木 実

【論　　題】 侵襲下における酸化ストレス傷害に対するポリフェノール含有抗酸化栄養剤の効
果

【雑 誌 名】 機能性食品と薬理栄養

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 4 , 93-98

【著　　者】 緒方宏美 ,八木 実 ,田中芳明 ,浅桐公男 ,秋吉建二郎 ,朝川貴博 ,甲斐田章子 ,石井
信二

【論　　題】 絞扼性イレウス解除術後に発症した虚血性小腸狭窄の 1小児例 .

【雑 誌 名】 小児外科

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 39 , 97-101

【著　　者】 田中芳明

【論　　題】 TOPICS病態別経腸栄養剤の現況と使い方

【雑 誌 名】 CN Hot Line

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 2 , 1-3

【著　　者】 緒方宏美 ,八木 実 ,田中芳明 ,浅桐公男 ,秋吉建二郎 ,朝川貴博 ,甲斐田章子 ,石井
信二

【論　　題】 絞扼性イレウス解除術後に発症した虚血性小腸狭窄の 1小児例

【雑 誌 名】 小児外科

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 39 , 97-101

【著　　者】 Fukahori S, Yano H, Tsuneoka M, Tanaka Y, Yagi M, Kuwano M, Tajiri T,
Taguchi T, Tsuneyoshi M, Kojiro M

【論　　題】 Immunohistochemical expressions of Cap43 and Mina53 proteins in neuroblastoma

【雑 誌 名】 Journal of Pediatric Surgery

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 42 , 1831-1840

34.外科学（小児外科）
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【著　　者】 Hirayama Y, Kubota M, Kakita A, Kawasaki T, Hasegawa G, Tanaka S, Ohtaki M,
Yamazaki S, Okuyama N, Yagi M, Naito M :
Sacral parasite with histopathological features of an unequally conjoined twin.
23(7), 715-720、2007

【論　　題】 Hirayama Y, Kubota M, Kakita A, Kawasaki T, Hasegawa G, Tanaka S, Ohtaki M,
Yamazaki S, Okuyama N, Yagi M, Naito M :
Sacral parasite with histopathological features of an unequally conjoined twin

【雑 誌 名】 Pediatric Surgery International

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 23 , 715-720

【著　　者】 Abe S, Tanaka Y, Fujise N, Nakamura T, Masunaga H, Nagasawa T, Yagi M

【論　　題】 An antioxidative nutrient-rich enteral diet attenuates lethal activity and oxidative stress
induced by lipopolysaccharide in mice.

【雑 誌 名】 Journal of Parenteral Enteral Nutrition

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 31 , 181-187

【著　　者】 Fukahori S,Tsuru T,Tanikawa K,Akiyoshi K,Asagiri K,Tanaka Y,Kage M,Kojiro
M,Mizote H,Yagi M

【論　　題】 Mesenchymal Hamartoma of the Liver Accompanied by a Daughter Nodule: report of
a case.

【雑 誌 名】 Surg Today

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 37 , 811-816

【著　　者】 Kenjiro Akiyoshi , Shigeki Hikida , Hiroyoshi Inoue , Kimio Asagiri , Yoshiaki
Tanaka ,  Minoru Yagi

【論　　題】 Extracellular Ca2+ uptake by T cells might help to make a diagnosis of acute rejection

【雑 誌 名】 Pediatric Surgery International

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 23 , 149-153

「その他」

【著　　者】 八木 実

【論　　題】 小児における漢方治療とその EBM

【雑 誌 名】 新潟県医師会報

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 691 , 2-8

【著　　者】 八木 実

【論　　題】 小児の FGID(functional gastrointestinal disorder)への対処

【雑 誌 名】 消化管運動

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 9 , 16-17
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35.脳神経外科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 塩見直人、重森 稔

【タイトル】 I基礎、外傷 髄液漏閉鎖術

【書名・発行所】脳神経外科専門医をめざすための経験すべき手術 44、メジカルビュー社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 77-83

【著　　者】 塩見直人、重森 稔

【タイトル】 I基礎、外傷 減圧開頭術

【書名・発行所】脳神経外科専門医をめざすための経験すべき手術 44、メジカルビュー社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 56-63

【著　　者】 森本一弥、重森 稔

【タイトル】 I基礎、外傷 内減圧術

【書名・発行所】脳神経外科専門医をめざすための経験すべき手術 44、メジカルビュー社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 70-76

【著　　者】 宮城知也、重森 稔

【タイトル】 I基礎、外傷 硬膜下血腫除去術

【書名・発行所】脳神経外科専門医をめざすための経験すべき手術 44、メジカルビュー社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 64-69

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 小野純一、徳富孝志、重森 稔、山浦 晶、中村紀夫

【論　　題】 重症頭部外傷治療の現状 :頭部外傷データバンクにおける Project2004の分析から

【雑 誌 名】 神経外傷

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 31 , 1-6

【著　　者】 本田英一郎、徳富孝志

【論　　題】 前頭蓋骨の Fibrous Dysplasiaの 1例

【雑 誌 名】 Neuro-Imaging Conference筑後・佐賀症例集

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 44-45
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【著　　者】 宮城尚久、坂田清彦、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 Cabergoline内服が著効した giant prolactinomaの 1例

【雑 誌 名】 Neuro-Imaging Conference筑後・佐賀症例集

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 34-35

【著　　者】 坂田清彦、土井 亮、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 Intraosseous atypical meningiomaの 1例

【雑 誌 名】 Neuro-Imaging Conference筑後・佐賀症例集

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 28-30

【著　　者】 寺崎瑞彦、香月裕志、中川慎一郎、上田耕一郎、稲田浩子、重森 稔

【論　　題】 小児びまん性延髄・橋神経膠腫の治療成績

【雑 誌 名】 小児の脳神経

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 32 , 421-425

【著　　者】 宮城尚久、原 真弥、寺崎瑞彦、折戸公彦、山下 伸、広畑 優、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 乳癌からの腫瘍組織内転移を伴った頭蓋内髄膜腫の 1例

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 35 , 901-905

【著　　者】 宮城知也、塩見直人、刈茅 崇、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 当院における intracranial abscess(頭蓋内蓄膿 )例の臨床的検討

【雑 誌 名】 日本神経救急学会雑誌

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 20 , 76-80

【著　　者】 塩見直人、宮城知也、原 真弥、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 高齢者急性硬膜下血腫の治療成績と転帰要因

【雑 誌 名】 Geriatric Neurosurgery

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 19 , 67-71

【著　　者】 塩見直人、宮城知也、刈茅 崇、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 重症頭部外傷例に対する初期診療が転帰に与える影響 -特に脳神経外科医の役割
について -

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 35 , 251-257
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【著　　者】 徳富孝志、小川武希、重森 稔

【論　　題】 重症頭部外傷治療・管理のガイドラインに関する調査 -現ガイドラインに準拠し
た治療は頭部外傷患者の予後に影響を与えたか ?

【雑 誌 名】 脳神経外科ジャーナル

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 16 , 13ー 17

【著　　者】 広畑 優、宮城知也、森本一弥、竹内靖治、盛満人之、藤村直子、徳富孝志、重森
稔

【論　　題】 重症くも膜下出血 (WFNS grade Ⅳ ,V)に対する瘤内塞栓術を第一選択とした治療
成績

【雑 誌 名】 脳卒中の外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 13-17

【著　　者】 広畑 優、宮城知也、森本一弥、竹内靖治、盛満人之、藤村直子、徳富孝志、重森
稔

【論　　題】 重症くも膜下出血 (WFNS grade Ⅳ ,V)に対する瘤内塞栓術を第一選択とした治療
成績

【雑 誌 名】 脳卒中の外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 13-17

【著　　者】 兒玉隆之、森田喜一郎、土井 亮

【論　　題】 色彩環境が高次脳機能障害患者の情動へ及ぼす影響について -LORETAによる検
討 -

【雑 誌 名】 脳と精神の医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 55-60

【著　　者】 Doi R, Morita K, Shigemori M, Tokutomi T, Maeda H

【論　　題】 Characteristics of cognitive function in patients after traumatic brain injury assessed by
visual and auditory event-related potentials

【雑 誌 名】 Am. J. Phys. Med. Rehabil.

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 86 , 641-649

【著　　者】 Sugita Y, Takase Y, Mori D, Tokunaga O, Nakashima A, Shigemori M

【論　　題】 Endoglin (CD 105) is expressed on endothelial cells in the primary central nervous
system lymphomas and correlates with survival

【雑 誌 名】 J. Neurooncol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 82 , 249-256
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【著　　者】 Sugita Y, Komatani H, Ohshima K, Shigemori M, Nakashima A

【論　　題】 Expression of cyclooxygenase-2 and vascular endothelial growth factor in primary
central nervous system lymphomas

【雑 誌 名】 Oncology Reports

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 617-622

【著　　者】 Terasaki M, Ogo E, Fukushima S, Sakata K, Miyagi N, Abe T, Shigemori M

【論　　題】 Impact of combination therapy with repeat surgery and temozolomide for recurrent or
progressive glioblastoma multiforme: a prospective trial

【雑 誌 名】 Surgical Neurology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 68 , 250-254

【著　　者】 Terasaki M, Abe T, Miyagi N, Ogo E, Shigemori M

【論　　題】 Feasibility and response to 1-(4-amino-2-methyl-5-pyrimidynyl) methyl-3-(2
-chloroethyl)-3-nitrosourea hydrochloride chemotherapy with pre-treated procarbazine
for elderly patients with newly diagnosed glioblastoma

【雑 誌 名】 J. Neurooncol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 81 , 265-269

「その他」

【著　　者】 徳富孝志

【論　　題】 頭部外傷治療のスタンダードと問題点 重症頭部外傷モニタリングの実際

【雑 誌 名】 脳神経外科ジャーナル

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 16 , 906-912

【著　　者】 内門久明、徳富孝志

【論　　題】 頭蓋頸椎移行部の外傷

【雑 誌 名】 Clinical Neuroscience

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 25 , 1381-1383

【著　　者】 竹内靖治、内門久明、広畑 優、重森 稔

【論　　題】 疾患別・状況別 術後急性期における患者の危険な訴え 2脳血管障害 1.クモ膜下出
血～脳血管攣縮の発生の予測 神経症状の発症に先駆けてバイタルの変化をとらえ
る～

【雑 誌 名】 ブレインナーシング

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 23 , 35-38
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【著　　者】 徳富孝志

【論　　題】 スリーステップでわかる !疾患別新人がするべき急変予防のための予測と観察 3)
急性硬膜下血腫

【雑 誌 名】 ブレインナーシング

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 23 , 580-583

【著　　者】 徳富孝志、土井 亮、渡辺レイ子、森田喜一郎、重森 稔

【論　　題】 外傷性脳損傷後の高次脳機能障害評価における神経心理学的検査や事象関連電位
の役割

【雑 誌 名】 脳外傷による高次脳機能障害患者の追跡調査研究報告書 論文集

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 23-36

【著　　者】 徳富孝志、土井 亮、渡辺レイ子、森田喜一郎、重森 稔、村岡 勲、辻 泰、藤田克
穂、新開由香理

【論　　題】 外傷性脳損傷後の高次脳機能障害評価における神経心理学的検査や事象関連電位
の役割

【雑 誌 名】 脳外傷による高次脳機能障害患者の追跡調査研究報告会 -調査研究の成果と展望 -
講演録

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 77-93

【著　　者】 前田 剛、川又達朗、片山容一、徳富孝志、重森 稔、富田博樹

【論　　題】 頭部外傷による高次脳機能障害追跡調査 総括

【雑 誌 名】 脳外傷による高次脳機能障害患者の追跡調査研究報告会 -調査研究の成果と展望 -
講演録

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 127-140

【著　　者】 前田 剛、川又達朗、片山容一、徳富孝志、重森 稔、富田博樹

【論　　題】 脳外傷による高次脳機能障害患者の追跡調査 総括

【雑 誌 名】 脳外傷による高次脳機能障害患者の追跡調査研究報告書 論文集

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 65-72

【著　　者】 前田 剛、川又達朗、片山容一、徳富孝志、重森 稔、富田博樹

【論　　題】 頭部外傷による高次脳機能障害の追跡調査結果

【雑 誌 名】 脳外傷による高次脳機能障害患者の追跡調査研究報告会 -調査研究の成果と展望 -
講演録

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 63-76
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【著　　者】 前田 剛、川又達朗、片山容一、徳富孝志、重森 稔、富田博樹

【論　　題】 脳外傷による高次脳機能障害の追跡調査結果

【雑 誌 名】 脳外傷による高次脳機能障害患者の追跡調査研究報告書 論文集

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 11-20

【著　　者】 塩見直人、重森 稔

【論　　題】 疾患別アトラス編 頭部の外傷 脳挫傷

【雑 誌 名】 小児内科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 598-600
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36.整形外科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 白濵 正博

【タイトル】 得意な経過をたどった症例・事例から学ぶ
骨盤骨折 (寛骨臼骨折 )

【書名・発行所】救急医学

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 31 , p.1570-1571

【著　　者】 白濵 正博

【タイトル】 外傷の初期治療の要点と盲点
骨盤輪骨折・仙腸関節脱臼の救急処置

【書名・発行所】文光堂

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 p。226-

【著　　者】 白濵 正博

【タイトル】 下肢の骨折・脱臼
股関節脱臼骨折・骨頭骨折の治療

【書名・発行所】 OS NOW Instruction メジカルビュー

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 p.2-13

【著　　者】 白濵 正博

【タイトル】 小児の骨折・外傷
骨盤部の裂離骨折

【書名・発行所】 OS NOW Instruction メジカルビュー

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 p.132-145

【著　　者】 永田見生

【タイトル】 9章 	炎症性・破壊性疾患 感染性脊椎炎

【書名・発行所】最新整形外科学大系 頚椎・胸椎 11、中山書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 366-372

【著　　者】 白濱正博

【タイトル】 股関節脱臼・股関節脱臼骨折

【書名・発行所】最新整形外科学大系、中山書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 16 , 360-368
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【著　　者】 白濵正博

【タイトル】 骨盤輪骨折・仙腸関節脱臼の救急処置

【書名・発行所】外傷の初期治療の要点と盲点、文光堂

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 226-229

【著　　者】 金崎克也

【タイトル】 インフォームドコンセントのチェックポイント【各論 2】 高位脛骨骨切り術

【書名・発行所】トラブルにならないインフォームドコンセント、第 1版、金原出版

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 147-150

【著　　者】 金崎克也

【タイトル】 私のインフォームドコンセントー人工膝関節置換術

【書名・発行所】トラブルにならないインフォームドコンセント、第 1版、金原出版

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 208-211

【著　　者】 山田 圭

【タイトル】 関節リウマチおよび周辺疾患 .

【書名・発行所】運動器の痛み 診療ハンドブック、山下敏彦 .東京都 株式会社南光堂

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 266-284

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 永田見生

【論　　題】 9章 炎症性・破壊性疾患 強直性脊椎炎

【雑 誌 名】 最新整形外科学大系 頚椎・胸椎

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11 , 373-375

【著　　者】 永田見生

【論　　題】 9章 炎症性・破壊性疾患 非特異性脊椎炎

【雑 誌 名】 最新整形外科学大系 頚椎・胸椎

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11 , 376-378

【著　　者】 永田見生

【論　　題】 プライマリケアにおける腰下肢痛の診断と治療 下肢の「しびれ」や「痛み」その
原因は ?

【雑 誌 名】 MediCafe

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 2 , 3-5
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【著　　者】 吉松弘喜、濱田哲矢、草場信秀、仲摩憲次郎、西田俊晴、中村英智、田中憲治、
山下寿、吉田健治、後藤琢也、佐藤公昭、永田見生

【論　　題】 腰痛を訴える多発性骨髄腫患者の診断と整形外科の関わり

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , 251-253

【著　　者】 吉松弘喜、西田俊晴、吉田健治、山下 寿、田中憲治、中村英智、増田賢一、田中
順子、中村秀裕、後藤琢也、佐藤公昭、永田見生

【論　　題】 化膿性脊椎炎の診断に至る経過について

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , 661-663

【著　　者】 副島 崇 井上貴司 村上秀孝 野口幸志 加藤田倫宏 田渕幸祐 金澤知之進 永田見生

【論　　題】 屈筋腱を用いた二重束前十字靭帯再建術の成績 :Bi-socket法と Double-Bundle法
の比較

【雑 誌 名】 膝

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 32 , 295-298

【著　　者】 佐藤公昭、副島 崇、永田見生

【論　　題】 【子どもを蝕む大人の病気】 腰痛・膝関節痛

【雑 誌 名】 小児科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48 , 814-819

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生、朴 珍守、山田 圭、神保幸太郎、横須賀公章、吉田龍弘

【論　　題】 腰部脊柱管狭窄症と末梢動脈疾患の自覚症状―九州・沖縄地区アンケート調査の
結果―

【雑 誌 名】 西日本脊椎研究会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 13 , 144-149

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生、山田 圭、横須賀公章、井上英豪、吉田龍弘

【論　　題】 内視鏡下腰椎椎間板ヘルニア摘出術の術中・術後合併症および器材の不具合 .

【雑 誌 名】 日本内視鏡低侵襲外科学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1 , 18-22

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生、朴 珍守、山田 圭、横須賀公章、吉田龍弘

【論　　題】 胸腰椎移行部の化膿性脊椎炎に対する経皮的病巣掻爬ドレナージ .

【雑 誌 名】 日本骨・関節感染症学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 21 , 77-79
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【著　　者】 佐藤公昭、永田見生、朴 珍守、山田 圭、境野昌範、横須賀公章

【論　　題】 腰部脊柱管狭窄症の手術成績̶変性側彎を伴う症例と伴わない症例との比較̶

【雑 誌 名】 脊柱変形

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 21 , 176-181

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生、朴 珍守、山田 圭、神保幸太郎、横須賀公章、吉田龍弘

【論　　題】 腰部脊柱管狭窄症に対する後方除圧術の治療成績̶変性すべりを伴う症例と伴わ
ない症例との比較̶

【雑 誌 名】 西日本脊椎研究会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 33 , 241-244

【著　　者】 佐藤公昭、永田見生、朴 珍守、山田 圭、井上英豪、吉田龍弘

【論　　題】 内視鏡下腰椎椎間板ヘルニア摘出術の治療成績̶ L4/5高位と L5/S1高位の比較̶

【雑 誌 名】 脊椎・脊髄神経手術手技

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 9 , 36-39

【著　　者】 大川孝浩、久米慎一郎、熊谷 優、永田見生

【論　　題】 臼蓋形成不全股に対する Chiari手術の工夫と限界―年齢と病期の観点よりー
(特集 :変形性股関節症に対する骨切り術、有効性と限界 )

【雑 誌 名】 関節外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 26 , 162-169

【著　　者】 大川孝浩、久米慎一郎、永田見生、熊谷 優

【論　　題】 第一世代セメンティング手技による Bioceram stemの 20年以上の長期成績
(創刊 50周年特集 :人工股関節置換術 ;Charnleyを越えたか ?)

【雑 誌 名】 整形・災害外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 50 , 1291-1298

【著　　者】 大川孝浩、久米慎一郎、熊谷 優、永田見生、井上明生

【論　　題】 Chiari外反手術に併用するハムストリングス切離術

【雑 誌 名】 骨・関節・靭帯

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 20 , 427-434

【著　　者】 大川孝浩、王寺享弘、新垣 晃、阿部靖之

【論　　題】 下肢整形外科手術における静脈血栓塞栓症 (VTE)マネジメント

【雑 誌 名】 医療安全と VTE 特別号

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1-4
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【著　　者】 大川孝浩、熊谷 優、日高大次郎、久保 学、久米慎一郎、永田見生

【論　　題】 股関節手術における術中経食道的心エコー所見と術後肺シンチおよび臨床経過の
検討

【雑 誌 名】 日本整形外科学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 81 , 68

【著　　者】 大川孝浩、熊谷 優、久米慎一郎、日高大次郎、樋口富士男、井上明生、永田見生

【論　　題】 前初期股関節症に対するドーム状骨盤骨切り術の 20年以上の長期成績

【雑 誌 名】 日本整形外科学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 81 , 573

【著　　者】 大川孝浩、熊谷 優、久米慎一郎、日高大次郎、井上明生、永田見生

【論　　題】 ハムストリングス切離術を併用した Chiari外反手術の中期成績

【雑 誌 名】 日本整形外科学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 81 , 573

【著　　者】 副島 崇

【論　　題】 3ステップで学ぶスポーツ外傷 :半月板損傷

【雑 誌 名】 整形外科看護

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 12 , 552-556

【著　　者】 白濵正博

【論　　題】 脚延長術に対する低出力超音波パルス併用の検討

【雑 誌 名】 日本創外固定・骨延長学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 35-38

【著　　者】 白濵正博、坂井健介、田中邦彦、永田見生

【論　　題】 骨盤・大腿骨複合骨折の治療経験

【雑 誌 名】 骨折

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 29 , 89-93

【著　　者】 白濵正博

【論　　題】 骨盤部の裂離骨折

【雑 誌 名】 OS NOW Instruction, 整形外科手術の新標準、小児の骨折・外傷、メジカルビュー
社

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1 , 132-145
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【著　　者】 白濵正博

【論　　題】 股関節脱臼骨折・骨頭骨折の治療

【雑 誌 名】 OS NOW Instruction, 整形外科手術の新標準、下肢の骨折・脱臼、メジカルビュー
社

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 3 , 2-13

【著　　者】 白濵正博

【論　　題】 特異な経過をたどった症例・判例から学ぶ ;骨盤骨折 (寛骨臼骨折 )

【雑 誌 名】 救急医学
ヘルス出版

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 31 , 2-3

【著　　者】 山田 圭、佐藤公昭、朴 珍守、神保幸太郎、横須賀公章、吉田龍弘、永田見生

【論　　題】 後頭頚椎再建術の問題点の検討

【雑 誌 名】 西日本脊椎研究会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 33 , 97-102

【著　　者】 山田 圭、朴 珍守、佐藤公昭、脇田 瞳、神保幸太郎、横須賀公章、吉田龍弘
井上英豪、永田見生、田中寿人

【論　　題】 側弯症手術中の脊髄モニタリングの電位変化について

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , 352-356

【著　　者】 田中寿人、小峯光徳、黒川宏亮

【論　　題】 大腿骨転子部骨折後に発見された軟骨下脆弱性骨折の 1例―MRIによる予後予測
―

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , 12-21

【著　　者】 田中寿人、小峯光徳、黒川宏亮

【論　　題】 放射線障害による脊椎圧迫骨折と思われた 2症例

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , 384-390

【著　　者】 井上貴司、副島 崇 村上秀孝 金澤知之進 加藤田倫宏 永田見生

【論　　題】 膝蓋下脂肪体近傍に発生する関節内限局型色素性絨毛結節性滑膜炎の臨床像

【雑 誌 名】 関節鏡

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 32 , 175-181
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【著　　者】 久米慎一郎 永田見生

【論　　題】 AGEによる間葉系幹細胞の分化の抑制

【雑 誌 名】 生体の科学   特集 (グリケーション (糖化 ))

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 58 , 565-570

【著　　者】 野口幸志、副島 崇、村上秀孝、井上貴司、金澤知之進、加藤田倫宏、安永秀樹、
前田 朗 田渕幸祐 永田見生

【論　　題】 脛骨顆間隆起骨折に対する鏡視下整復固定術の検討

【雑 誌 名】 関節鏡

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 32 , 197-202

【著　　者】 別府俊介、吉田健治、山下 寿、星子 久、中村英智、山田 圭、渡部裕一、永田高
志、
名護 健、後藤琢也

【論　　題】 小児肩鎖関節損傷 (pseudodislocation)の 2例

【雑 誌 名】 整形外科と災害外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , 604-607

【著　　者】 横須賀公章 永田見生 朴 珍守 神保幸太郎 佐藤公昭 山岸昌一

【論　　題】 椎間板変性の生化学―終末糖化産物 (AGEs)と椎間板変性

【雑 誌 名】 脊椎ジャーナル

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 20 , 37-42

【著　　者】 西野雅博、西野豊彦、西野宇太彦、前田 朗、山田康人、成田陽二郎

【論　　題】 公立高等学校ラグビー部におけるメディカルサポート

【雑 誌 名】 九州・山口スポーツ医・科学研究会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 65-68

【著　　者】 Yokosuka K, Park JS, Jimbo K, Yoshida T, Yamada K, Sato K, Takeuchi M,
Yamagishi S, Nagata K.

【論　　題】 Immunohistochemical demonstration of advanced glycation end products and the
effects of advanced glycation end products in ossified ligament tissues in vitro.

【雑 誌 名】 Spine

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 15 , 337-339
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【著　　者】 Kinjyo I., Oishi M., Shouda T., Kobayashi T., Yoshimura A.

【論　　題】 Positive and Negative Roles of IL-6, STAT3, and SOCS3 in Inflammatory Arthritis

【雑 誌 名】 Osteoimmunology(Advances in Experimental Medicine and Biology)

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 602 , 113-124
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37.眼科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 山川良治
編者 大鹿哲郎、田野保雄、樋田哲夫、根木 昭、坪田一男

【タイトル】 膨隆光彩

【書名・発行所】眼科プラクティス 18 前眼部アトラス、文光堂

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 342

【著　　者】 吉村浩一
編者 :田野保雄、樋田哲夫

【タイトル】 樹氷状網膜血管炎

【書名・発行所】「今日の眼疾患治療指針」、医学書院

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 305

【著　　者】 吉村浩一
編者 :田野保雄・樋田哲夫

【タイトル】 網膜色素上皮炎

【書名・発行所】「今日の眼疾患治療指針」、医学書院

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 306

【著　　者】 吉村浩一
編者 :田野保雄、樋田哲夫

【タイトル】 バードショット網脈絡膜症

【書名・発行所】「今日の眼疾患治療指針」、医学書院

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 305-306

【著　　者】 河原澄枝

【タイトル】 結核

【書名・発行所】眼科プラクティス 眼内炎症診療のこれから、文光堂

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 74-77

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 石井美奈、浦野哲、鶴丸修士、原善太郎、手島靖夫、山川良治

【論　　題】 水晶体亜脱臼を合併した落屑緑内障に対する手術術式

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 61 , 1843-1846
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【著　　者】 岩田健作、中村宗平、浦野哲、山川良治、渡邉志穂、大塚愼一

【論　　題】 先天白内障に対する眼内レンズ挿入の成績

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 61 , 1895-1899

【著　　者】 松永次郎、山本昇伯、熊谷直樹、門田遊、山川良治

【論　　題】 従来の抗真菌薬に抵抗を示した角膜真菌症に対しボリコナゾールが有効であった
1例

【雑 誌 名】 臨床眼科

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 61 , 1705-1709

【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Matsui T, Yoshida T, Takenaka K, Jinnouchi Y, Yoshida
Y, Ueda S, Adachi H, Imaizumi T

【論　　題】 Pigment epithelium-derived factor inhibits neointimal hyperplasia after vascular injury
by blocking NADPH oxidase-mediated reactive oxygen species generation.

【雑 誌 名】 Am Pathol.

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 170 , 2159-2170

【著　　者】 横山光伸、木村亘、木村徹、正化圭介、一色佳彦、児玉良太郎、三好輝行、吉田
博則、神原元子

【論　　題】 縫合糸を留置したトラベクレクトミーの手術成績

【雑 誌 名】 眼科手術

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 20 , 261-265

【著　　者】 越山健、原孝、熊谷和之、古川真理子、荻野誠周

【論　　題】 分層黄斑円孔と偽黄斑円孔に対する硝子体手術の成績

【雑 誌 名】 眼科臨床医報

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 101 , 92-93

【著　　者】 吉田ゆみ子、山岸昌一

【論　　題】 糖尿病網膜症の克服をめざして 網膜症の新しい治療の可能性

【雑 誌 名】 糖尿病学の進歩

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 41 , 138-141

【著　　者】 吉田ゆみ子、山岸昌一

【論　　題】 糖尿病網膜症の新しい治療法は ?

【雑 誌 名】 Q&Aでわかる肥満と糖尿病

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 6 , 199-200
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【著　　者】 Yoshida Y, Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T, Yoshimura K,
Yamakawa R

【論　　題】 Positive correlation of pigment epithelium-derived factor and total antioxidant capacity
in aqueous humour of patients with uveitis and proliferative diabetic retinopathy.

【雑 誌 名】 British Journal of Ophthalmology

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 91 , 1133-1134

【著　　者】 Yokoi M, Yamagishi S, Saito A, Yoshida Y, Matsui T, Saito W, Hirose S, Ohgami K,
Kase M, Ohno S

【論　　題】 Positive association of pigment epithelium-derived factor with total antioxidant
capacity in the vitreous fluid of patients with proliferative diabetic retinopathy

【雑 誌 名】 British Journal of Ophthalmology

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 91 , 885-887

【著　　者】 Yoshida Y, Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T, Yoshimura K,
Yamakawa R

【論　　題】 Positive correlation between pigment epithelium-derived factor and monocyte
chemoattractant protein-1 levels in the aqueous humour of patients with uveitis.

【雑 誌 名】 British Journal of Ophthalmology

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 91 , 737-738

【著　　者】 Yokoi M, Yamagishi S, Takeuchi M, Matsui T, Yoshida Y, Amano-Okamoto T, Ohno
S

【論　　題】 Positive correlation between vitreous levels of advanced glycation end products and
vascular endothelial growth factor in patients with diabetic retinopathy sufficiently
treated with photocoagulation

【雑 誌 名】 British Journal of Ophthalmology

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 91 , 397-398

【著　　者】 Yoshida Y, Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T, Yoshimura K,
Yamakawa R

【論　　題】 Increased levels of pigment epithelium-derived factor in aqueous humor of patients
with uveitis.

【雑 誌 名】 British Journal of Ophthalmology

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 91 , 149-150
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【著　　者】 Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Yoshida T, Takeuchi M, Inoue H, Yoshida Y,
Imaizumi T

【論　　題】 Pigment-epithelium-derived factor suppresses expression of receptor for advanced
glycation end products in the eye of diabetic rats.

【雑 誌 名】 Ophthalmic Res

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 39 , 92-97

【著　　者】 Sueda J, Fukuchi T, Usumoto N, Okuno T, Arai M, Hirose T

【論　　題】 Intraocular use of Hydrogel tissue adhesive in rabbit eyes

【雑 誌 名】 Japanese Journal of Ophthalmology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 51 , 89-95

【著　　者】 Miura S, Kida H, Nishimura S, Noda K, Urano T, Honda S, Ayabe M, Aizawa H,
Taniwaki T.

【論　　題】 Unilateral tonic pupil in spinocerebellar ataxia without brainstem atrophy.

【雑 誌 名】 Neurology Asia

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 12 , 131-133

【著　　者】 Jinnouchi Y, Yamagishi S, Matsui T, Takenaka K, Yoshida Y, Nakamura K, Ueda S,
Imaizumi T

【論　　題】 Administration of pigment epithelium-derived factor (PEDF) inhibits cold
injury-induced brain edema in mice

【雑 誌 名】 Brain Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1167 , 92-100

「その他」

【著　　者】 山川良治

【論　　題】 黄斑上膜

【雑 誌 名】 あたらしい眼科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 24 , 213-217
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38.産婦人科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 牛嶋公生 ,嘉村敏治「安田允」

【タイトル】 非上皮性腫瘍

【書名・発行所】よくわかる卵巣癌のすべて、永井書店

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 305-308

【著　　者】 藤吉啓造、嘉村敏治大田健・「奈良信雄」

【タイトル】 子宮頸癌

【書名・発行所】今日の診断基準

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 879-882

【著　　者】 藤吉啓造、嘉村敏治「大田健・奈良信雄」

【タイトル】 子宮体癌

【書名・発行所】今日の診断基準

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 883-885

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 井上茂 ,林龍之介 ,中島章 ,岩下弘子 ,上杉佳子 ,徳田諭道 ,野々下晃子 ,永山祥代
,堀大蔵 ,嘉村敏治

【論　　題】 高位脊髄損傷合併妊娠の 1例

【雑 誌 名】 産科と婦人科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 74 , 97-101

【著　　者】 西尾紘子 ,大田俊一郎 ,元島成信 ,喜多川亮 ,西尾真 ,竹本周二 ,藤吉直樹 ,牛嶋公
生 ,嘉村敏治

【論　　題】 腹膜原発 endometrial stromal sarcomaの一例 A case of recurrence extrauterine
endometrial stromal sarcoma

【雑 誌 名】 日本婦人科腫瘍学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 65-69

【著　　者】 竹本周二 ,牛嶋公生 ,加藤裕之 ,福井章正 ,寺田貴武 ,西田直代 ,竹本由美 ,河野光
一郎 ,大田俊一郎 ,村上文洋 ,藤吉啓造 ,嘉村敏治

【論　　題】 子宮頸部神経内分泌腫瘍 8例の臨床病理学的検討

【雑 誌 名】 日本婦人科腫瘍学会雑誌 ,

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 339-345
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【著　　者】 Ushijima K,Yahata H,Yoshikawa H,Konishi I,Yasugi T,Saito T,Nakanishi T,Sasaki
H,Saji F,Iwasaka T,Hatae M,Kodama S,Saito T,Terakawa N,Yaegashi N,Hiura
M,Sakamoto A ,Tsuda H,Fukunaga M,Kamura T

【論　　題】 Multicenter phase II study of fertility-sparding  treatment with medroxyprogesterone
acetate for endometrial carcinoma and atypical hyperplasia in young women

【雑 誌 名】 J Clin Oncol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 2798-2803

【著　　者】 Nishio S,Sugiyama T,Shouji T,Yoshizaki A,Kitagawa R,Ushijima K,Kamura T

【論　　題】 Pilot study evaluating the efficacy and toxicity of irinotecan plus oral etoposide for
platinum-and taxane-resisitant epithelial ovarian cancer

【雑 誌 名】 Gynecol Oncol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 106 , 342-347

【著　　者】 Kawano K,Ushijima K,Fujimoto T,Komai K,Kamura T

【論　　題】 Peptide YY producing strumal carcinoid of the ovary as the cause of severe
constipation with contralateral epithelial ovarian cancer

【雑 誌 名】 J Obstet Gynaecol Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 33 , 392-396

38.産婦人科学
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39.泌尿器科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 山口 徹、北原光夫、福井次矢 編

【タイトル】 遊走腎 (腎下垂 )

【書名・発行所】医学書院

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 松岡 啓

【タイトル】 ホルミウムレーザー前立腺核出術

【書名・発行所】 Japanese Journal of Endourology and ESWL

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 20 , 70-73

【著　　者】 松岡 啓

【タイトル】 腎盂尿管腫瘍

【書名・発行所】臨床と研究

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 84 , 392-396

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 石崎泰令、松岡 啓、内藤嘉紀、矢野博久、内藤壽則、植田省吾

【論　　題】 腎浸潤性移行上皮癌の 1例

【雑 誌 名】 西日本泌尿器科

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 69 , 328-332

【著　　者】 松岡 啓

【論　　題】 TUR syndromeの対処法

【雑 誌 名】 臨床泌尿器科

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 61 , 126-127

【著　　者】 松岡 啓

【論　　題】 TURP中の切除片の対処法

【雑 誌 名】 臨床泌尿器科

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 61 , 124-125
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【著　　者】 松岡 啓

【論　　題】 TURPの出血の対処法

【雑 誌 名】 臨床泌尿器科

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 61 , 122-123

【著　　者】 野口正典、松岡 啓、本間重紀、菰原義弘、原田 守、伊東恭悟

【論　　題】 未治療前立腺癌組織における HLA class I、多剤耐性 p糖蛋白発現、アンドロゲン
レセプターの発現解析

【雑 誌 名】 西日泌尿

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 69 , 204-208

【著　　者】 上村慶一郎、古賀 弘、和田有希、土谷順一、斉藤孝二郎、桃園幸介、名切 信、松
岡 啓

【論　　題】 尿管ステント長期留置により発生した膀胱結石の一例

【雑 誌 名】 西日泌尿

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 69 , 257-260

【著　　者】 Itoh Y, Komohara Y, Komatsu N, Minami T, Saito K, Noguchi M, Itoh K, Harada M

【論　　題】 New peptides of the polycomb group protein enhancer of zeste homolog 2 with the
potential to induce cancer-reactive cytotoxic T lymphocytes in human leukocyte
antigen-A2+ prostate cancer patients

【雑 誌 名】 Oncology Reports

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 18 , 1231-1237

【著　　者】 Suekane S, Nishitani M, Noguchi M, Komohara Y, Kokubu T, Naitoh M, Honma S,
Yamada A, Itoh K, Matuoka K, Kanayama H

【論　　題】 A phase I trial of personalized peptide vaccination for cytokine-refractory metastatic
renal cell carcinoma patients

【雑 誌 名】 Cancer Sci

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 98 , 1965-1968

【著　　者】 Homma S, Komohara Y, Harada M, Saya H, Todo S, Itoh K, Noguchi M.

【論　　題】 Differential levels of human leukocyte antigen-class I, multidrug-resistance 1, and
androgen receptor expressions in untreated prostate cancer cells: the robustness of
prostate cancer.

【雑 誌 名】 Oncology Reports

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 18 , 343-346
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【著　　者】 Komohara Y, Harada M, Arima Y, Suekane S, Noguchi M, Yamada A, Itoh K,
Matsuoka K

【論　　題】 Expression of APOBEC3G in kidney cells.

【雑 誌 名】 Tissue antigens

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 69 , 95-98

【著　　者】 Ishizaki H, Iida S, Koga H, Shimamatsu K, Matsuoka K

【論　　題】 Epidermoid cyst of the ureter: A case report

【雑 誌 名】 Int J Urol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 14 , 443-444

【著　　者】 Komohara Y, Harada M, Ishihara Y, Suekane S, Noguchi M, Yamada A, Matsuoka K

【論　　題】 HLA-G as a target molecule in specific immunotherapy against renal cell carcinoma.

【雑 誌 名】 Oncology Report

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 1463-1468

【著　　者】 Yoshihiro Komohara, Mamoru Harada, Yoshimi Arima, Shigetaka Suekane, Masanori
Noguchi, Akira Yamada, Kyogo Itoh, Kei Matsuoka

【論　　題】 Identification of Target Antigens in Specific Immunotherapy for Renal Cell Carcinoma

【雑 誌 名】 Journal of Urology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 177 , 1157-1162

【著　　者】 Suekane S, Noguchi M, Nakashima O, Yamada S, Kojiro M, Matsuoka K

【論　　題】 Percentages of positive cores, cancer length and Gleason grade 4/5 cancer in
systematic sextant biopsy are all predictive of adverse pathology and biochemical
failure after radical prostatectomy

【雑 誌 名】 Int J Urol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 14 , 713-718

【著　　者】 Noguchi M, Mine T, Yamada A,Obata Y, Yoshida K, Mizoguchi J, Harada M,
Suekane S, Itoh K, Matsuoka K

【論　　題】 Combination therapy of personalized peptide vaccination snd low-dose estramustine
phosphate for metastatic hormone refractory prostate cancer patients: An anlysis of
prognostic factors in the treatment.

【雑 誌 名】 Oncol Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 16 , 341-349
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【著　　者】 Noguchi M, Yao A, Harada M, Nakashima O, Komohara Y, Yamada S, Itoh K,
Matsuoka K

【論　　題】 Immunological evaluation of neoadjuvant peptide vaccination before radical
prostatectomu for patients with localized prostate cancer.

【雑 誌 名】 Prostate

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 67 , 933-942
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40.耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 上田祥久 松田洋一 伊藤信輔

【論　　題】 外耳道正常な耳小骨奇形の臨床的検討

【雑 誌 名】 耳鼻と臨床

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 53 , 339-344

【著　　者】 千々和秀記 ,上田祥久 ,宮嶋義巳 ,中島 格

【論　　題】 深頸部領域に発生した軟部組織腫瘍 2例

【雑 誌 名】 耳鼻咽喉科臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 100 , 121-125

【著　　者】 千々和秀記 ,千年俊一 ,坂本菊男 ,濱川幸世 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 反回神経切除症例に対する神経即時再建の有用性
-音声機能検査および喉頭筋電図検査による評価 -

【雑 誌 名】 耳鼻と臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 53 , 137-143

【著　　者】 千々和秀記 ,坂本菊男 ,梅野博仁 ,中島 格 ,鈴木 弦 ,早渕尚文

【論　　題】 口腔・中咽頭領域の小唾液腺悪性腫瘍 (非扁平上皮癌 )の検討

【雑 誌 名】 頭頸部癌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 33 , 438-488

【著　　者】 中川尚志 ,坂田俊文 ,今村明秀 ,上野哲子 ,松本 希 ,賀数康弘 ,小宗静男 ,上田祥久
,
中島 格 ,上田成久 ,鈴木秀明 ,太田富雄 ,山下道子 ,淡河紀代子 ,塩永淳子 ,安松千
絵 ,
斉藤吉人 ,熊本真優子 ,福與和正

【論　　題】 福岡県における新生児聴覚スクリーニングの実態調査

【雑 誌 名】 耳鼻と臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 53 , 177-183

【著　　者】 梅野博仁 ,佐藤公則 ,白水英貴 ,千年俊一 ,中島 格

【論　　題】 声帯内脂肪注入術の現状と将来
-声帯内脂肪注入術と喉頭枠組み手術の音声比較 -

【雑 誌 名】 音声言語医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48 , 163-170
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【著　　者】 津田祥夫 ,梅野博仁 ,三保木隆夫 ,中島 格

【論　　題】 KTPレーザーを用いた声帯粘膜血管拡張性病変に対する効果

【雑 誌 名】 耳鼻と臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 53 , 263-267

【著　　者】 上田祥久 ,松田洋一 ,伊藤信輔

【論　　題】 外耳道正常な耳小骨奇形の臨床的検討

【雑 誌 名】 耳鼻と臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 53 , 339-344

【著　　者】 大渕晋輔 ,坂本菊男 ,中島 格

【論　　題】 蝶形骨洞癌 6例の臨床的検討

【雑 誌 名】 耳鼻臨床

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 100 , 107-111

【著　　者】 鈴木 弦 ,田中法瑞 ,淡河恵津世 ,江藤英博 ,末藤大明 ,安陪等思 ,早渕尚文 ,岩本
修 ,
古賀千尋 ,楠川仁悟 ,中島 格

【論　　題】 口腔癌に対する超選択的動注療法を併用した放射線治療の成績

【雑 誌 名】 日放腫会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 11-15

【著　　者】 佐藤公則 ,中島 格

【論　　題】 咽喉頭逆流症に対する PPIテストのピットフォール

【雑 誌 名】 日気食会報

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 58 , 185-186

【著　　者】 坂本菊男 ,津田祥夫 ,伊豆丸慎介 ,中島 格

【論　　題】 大唾液腺多形腺腫内癌 12例の検討

【雑 誌 名】 口咽科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 287-291

【著　　者】 菊池 淳 ,坂本菊男 ,佐藤公則 ,中島 格

【論　　題】 肥満を伴わない睡眠時呼吸障害の臨床的検討

【雑 誌 名】 口咽科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 317-325
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【著　　者】 河原明彦 ,原田博史 ,秋葉 純 ,横山俊朗 ,千々和秀記 ,坂本菊男 ,梅野博仁 ,中島
格 ,
鹿毛政義

【論　　題】 新報告様式に基づいた唾液腺穿刺吸引細胞診
-その利点と問題点 -

【雑 誌 名】 日本臨床細胞学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 173-177

【著　　者】 坂本菊男 ,千々和秀記 ,梅野博仁 ,中島 格 ,山内俊彦 ,井上要二郞 ,力丸英明 ,清川
兼輔

【論　　題】 中咽頭後壁扁平上皮癌の術式と機能評価

【雑 誌 名】 頭頸部外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 21-25

【著　　者】 末吉 晋 ,笹原弘子 ,田中優一 ,田中寿明 ,森 直樹 ,津福達二 ,藤田博正 ,白水和雄 ,
梅野博仁 ,千々和秀記 ,中島  格

【論　　題】 食道癌における他臓器重複癌の検討
̶特に同時性咽喉頭癌の治療方針について

【雑 誌 名】 日気食会報

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 58 , 213-214

【著　　者】 進武一郎 ,千々和秀記 ,宮嶋義巳 ,梅野博仁 ,中島 格 ,末吉 晋 ,藤田博正

【論　　題】 原発性頸部食道腺癌の 1例

【雑 誌 名】 日気食会報

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 58 , 552-555

【著　　者】 千々和秀記 ,坂本菊男 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 頸部食道癌の臨床病理組織学的検討

【雑 誌 名】 耳鼻

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 53 , 330-333

【著　　者】 千年俊一 ,梅野博仁 ,中島 格

【論　　題】 甲状軟骨形成術Ⅰ型と声帯内脂肪注入術

【雑 誌 名】 喉頭

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 93-100
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【著　　者】 坂本菊男 , 千々和秀記 , 佐藤公則 , 白水英貴 , 梅野博仁 , 中島 格

【論　　題】 進行声門上癌の浸潤様式についての臨床病理学的検討

【雑 誌 名】 日気食会報

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 58 , 51-58

【著　　者】 千々和秀記 , 進 武一郎 , 坂本菊男 , 梅野博仁 , 中島 格

【論　　題】 前頭部・顔面皮膚悪性腫瘍リンパ節転移に対する郭清範囲についての臨床的検討

【雑 誌 名】 日耳鼻

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 110 , 103-106

【著　　者】 藤田博正 , 末吉 晋 , 田中寿明 , 森 直樹 , 千々和秀記 , 梅野 博仁

【論　　題】 頸部食道癌の標準的リンパ節郭清術

【雑 誌 名】 手術

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 61 , 259-264

【著　　者】 梅野博仁 , 佐藤公則 , 白水英貴 , 千年俊一 , 中島 格

【論　　題】 帯内脂肪注入術の現状と将来 -声帯内脂肪注入術と喉頭枠組み手術の音声比較 -

【雑 誌 名】 音声言語医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48 , 163-170

【著　　者】 白水英貴 , 梅野博仁 , 坂本菊男 , 中島  格

【論　　題】 喉頭上皮過形成症の臨床的検討

【雑 誌 名】 喉頭

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 12-16

【著　　者】 Sato K, Nakashima T

【論　　題】 Sleep-related deglutition in children

【雑 誌 名】 Ann Otol Rhinol Laryngol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 116 , 747-753
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41.麻酔学

「単行本 /著書」

【著　　者】 上田直行

【タイトル】 神経筋モニタリング (翻訳 )

【書名・発行所】ミラー麻酔科学第 6版 , メディカル・サイエンス・インターナショナル

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1211-1224

【著　　者】 上田直行 , 加納龍彦

【タイトル】 脳神経外科の患者の術前・術中・術後の輸液管理とケアは、どうしたらよいの ?

【書名・発行所】輸液管理とケア Q&A-こんなとき、どうしたらよいの ?ナーシングケア Q&A, 総
合医学社

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 238-239

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 河野靖生 , 澤田麻衣子 , 加納龍彦

【論　　題】 術前に癒着胎盤が疑われた子宮摘出に至った帝王切開症例

【雑 誌 名】 麻酔

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 56 , 1425-1428

【著　　者】 上田伸英

【論　　題】 10年間に遭遇した術後四肢末梢神経障害の分析と対策

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 70 , 288-297

【著　　者】 新山修平 , 山田信一 , 一樂由貴 , 大石羊子 , 佐野智美 , 福重哲志 , 加納龍彦

【論　　題】 三環系抗うつ薬 (塩酸アミトリプチリン )投与によりレム睡眠行動障害が疑われた
帯状疱疹後神経痛患者の一例

【雑 誌 名】 ペインクリニック

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 28 , 1283-1285

【著　　者】 澤田麻衣子 , 河野靖生 , 加納龍彦

【論　　題】 肝硬変患者に対する脊麻併用吸入麻酔科での腎摘出術

【雑 誌 名】 麻酔

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 56 , 77-79

41.麻酔学

- 170 -



【著　　者】 平木照之 , 浦部聡子 , 加納龍彦

【論　　題】 皮下血腫除去術後に後天性血友病が判明した症例

【雑 誌 名】 日集中医誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 14 , 57-60

【著　　者】 前田祥子 , 河野靖生 , 加納龍彦

【論　　題】 3束ブロックを有する胃切除術患者に対する術中管理

【雑 誌 名】 臨床麻酔

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 31 , 1920-1922

【著　　者】 上田直行、加納龍彦

【論　　題】 脳神経外科の患者の術前・術中・術後の輸液管理

【雑 誌 名】 救急・集中治療

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 261-264

【著　　者】 Taniguchi N, Yoshida K, Ito T, Tsuda M, Mishima Y, Furumatsu T, Ronfani L,
Abeyama K, Kawahara K, Komiya S, Maruyama I, Lotz M, Bianchi ME, Asahara H

【論　　題】 Stage-specific secretion of HMGin cartilage regulates endochondral ossification

【雑 誌 名】 Mol Cell Biol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 27 , 5650-5653

「その他」

【著　　者】 前田祥子 , 河野靖生 , 加納龍彦

【論　　題】 3束ブロックを有する胃切除術患者に対する術中管理

【雑 誌 名】 臨床麻酔

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 31 , 1920-1922

【著　　者】 渡邉誠之

【論　　題】 術後の高血圧 :交感神経の緊張を除くことも血圧と心拍数のコントロールには必
要

【雑 誌 名】 LiSA

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 14 , 80-83
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【著　　者】 加納龍彦

【論　　題】 【シンポジウム :脊髄の受容体と機能】イントロダクション :臨床から見た麻酔 (
関連 )薬の脊髄作用

【雑 誌 名】 麻酔

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , S122-S128

【著　　者】 上田直行 , 加納龍彦

【論　　題】 脳神経外科の患者の術前・術中・術後の輸液管理

【雑 誌 名】 救急・集中治療

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 261-264

【著　　者】 上田直行 , 加納龍彦

【論　　題】 脳神経外科の患者の術前・術中・術後の輸液管理とケアは , どうしたらよいの ?

【雑 誌 名】 ナーシングケア Q & A

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 238-239

【著　　者】 佐藤輝幸 , 加納龍彦

【論　　題】 腹部外傷

【雑 誌 名】 救急・集中治療

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 1456-1461
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42.救急医学

「単行本 /著書」

【著　　者】 著者 :高須 修、冬田修平、坂本照夫
特集編集 :、上山昌史、松村 一

【タイトル】 気道熱傷 (気管・気管支熱傷 )

【書名・発行所】 Q&Aとケーススタディで学ぶ重症熱傷の初期診療 (救急・集中治療 第 19巻第
9・10号 )、総合医学社、

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 19 , 1226-1260

【著　　者】 著者 :坂本照夫
監修 :日本航空医療学会
編者 :小濱啓次、杉山 貢、西川 渉

【タイトル】 福岡県ドクターヘリ

【書名・発行所】ドクターヘリ 導入と運用のガイドブック、メディカルサイエンス社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 60-61

【著　　者】 著者 :山下典雄、坂本照夫
監修 :日本航空医療学会
編者 :小濱啓次、杉山 貢、西川 渉

【タイトル】 3県にまたがるドクターヘリの運航

【書名・発行所】ドクターヘリ 導入と運用のガイドブック、メディカルサイエンス社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 150-151

【著　　者】 著者 ;坂本照夫
編者 ;日野原重明、井村裕夫、岩井郁子、北村 聖、中谷壽男

【タイトル】 救急処置 輸液・輸血

【書名・発行所】看護のための最新医学講座 25救急

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 121-129

【著　　者】 著者 ;坂本照夫、山下典雄
編者 ;越智隆弘、糸満盛憲、新藤正輝

【タイトル】 外傷に伴う感染とその対策

【書名・発行所】最新整形外科学大系 5運動器の外傷学、中山書店

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 97-104
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【著　　者】 著者 ;坂本照夫
編者 :松野正紀、北島政樹、加藤治文、畠山勝義、北野正剛

【タイトル】 ショック

【書名・発行所】標準外科学 第 11版、医学書院

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 17-30

【著　　者】 著者 :山下典雄
編者 :山口 徹、北原光夫、福井次矢

【タイトル】 血液型不適合輸血

【書名・発行所】今日の治療指針 2007、医学書院

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 59-60

【著　　者】 著者 ;坂本照夫
編者 ;山口 徹、北原光夫、福井次矢

【タイトル】 頸部穿通性 (鈍的 )外傷

【書名・発行所】今日の治療指針、医学書院

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 37-38

【著　　者】 著者 ;坂本照夫
編者 ;山口 徹、北原光夫、福井次矢

【タイトル】 フグ中毒

【書名・発行所】今日の治療指針、医学書院

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 126-127

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 吉無田太郎、菊間幹太、宇津秀晃、喜多村泰博、冬田修平、高宮友美、高松学文、
山下典雄、最所純平、坂本照夫

【論　　題】 ALI/ARDS症例における AT III製剤投与と好中球エラスターゼ阻害薬の併用効果

【雑 誌 名】 バイオメディカル

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 17 , 33-38

【著　　者】 武田和憲、松野正紀、浦 英樹、柴田 聡、下瀬川 徹、石橋忠司、今村幹雄、望月
英隆、高田忠敬、白鳥敬子、跡見 裕、山口 晋、早川哲夫、伊佐地秀司、片岡慶
正、竹山宜典、坂本照夫、切田 学、古屋智規

【論　　題】 多施設共同研究による急性壊死性膵炎に対する蛋白分解酵素阻害薬の膵局所動注
療法の有用性に関する検討

【雑 誌 名】 膵と肝

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 28 , 967-972
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【著　　者】 Morimatsu Y, Koga T, Akiyoshi H, Koganemaru M, Sakamoto T, Aizawa H

【論　　題】 Massive hemothorax due to rupture of internal thoracic artery aneurysm after vaginal
delivery.

【雑 誌 名】 Acta Obstetricia et Gynecologica Scandinavica

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 86 , 504-505

「その他」

【著　　者】 高須 修、坂本照夫

【論　　題】 消化管出血

【雑 誌 名】 救急医学

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 31 , 792-793

【著　　者】 高須 修、坂本照夫

【論　　題】 消化管出血

【雑 誌 名】 救急医学

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 31 , 792-793

【著　　者】 高須 修、坂本照夫

【論　　題】 カリウム補正の指標

【雑 誌 名】 救急医学

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 31 , 307

【著　　者】 山下典雄

【論　　題】 腸閉塞患者の輸液管理

【雑 誌 名】 救急・集中治療、19(1,2):193-199、2007.

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 19 , 193-199

【著　　者】 山香 修、坂本照夫、喜多村泰博、廣橋伸之、山下典雄、高松学文、吉無田太郎、
宇津秀晃、菊間幹太、神代由紀、冬田修平、高宮友美

【論　　題】 High Flow CHDFの透析液についての検討

【雑 誌 名】 ICUと CCU

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 31 , s180-s182

42.救急医学
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43.形成外科・顎顔面外科学

「単行本 /著書」

【著　　者】 清川兼輔、守永圭吾 . 編者 菅又 章 .

【タイトル】 II. 顔面外傷 12.前頭洞骨折 . 13.顔面多発骨折 .

【書名・発行所】「外傷形成外科」克誠堂出版

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 83ー 92

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 吉田 聖、清川兼輔、力丸英明、井野 康、森久陽一郎、平岡弘二 .

【論　　題】 再建血管を移植床血管とした膝部悪性腫瘍切除後広範囲欠損の再建 .

【雑 誌 名】 日本マイクロサージャリー学会会誌 .

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 20 , 426-432

【著　　者】 木下良正、津留英智、春日 麗、安河内秀興、原田篤邦、奥寺利男 .

【論　　題】 経皮的骨膜下血腫吸引で消失した急性硬膜外血腫の 1例 .

【雑 誌 名】 BRAIN and NERVE.

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 59 , 1369-1372

【著　　者】 渡部功一

【論　　題】 広背筋皮弁の血行形態に関する解剖学的研究

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 70 , p.153ー 163

【著　　者】 坂本菊男、千々和秀記、梅野博仁、中島 格、山内俊彦、井上要二郎、力丸英明、
清川兼輔 .

【論　　題】 中咽頭後壁扁平上皮癌の術式と機能評価 .

【雑 誌 名】 頭頸部外科

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 17 , 21ー 25

【著　　者】 坂本有孝、清川兼輔、力丸英明、木塚雄一郎 .

【論　　題】 骨切り術に工夫を加えたまれな Craniofrontonasal dysplasiaの 1例 .

【雑 誌 名】 日本形成外科学会会誌

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 27 , 133ー 139
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【著　　者】 Kiyokawa K, Takahashi N, Rikimaru H, Yamauchi T, Inoue Y.

【論　　題】 New Continuous Negative-Pressure and Irrigation Treatment for Infected Wounds and
Intractable Ulcers.

【雑 誌 名】 Plast. Reconstr. Surg.

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 120 , 1257-1265

【著　　者】 Takahashi N, Kiyokawa K, Rikimaru H, Watanabe K, Inoue Y.

【論　　題】 Surgical Treatment of Pharyngeal Atresia.

【雑 誌 名】 J. Craniofac. Surg.

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 18 , 208ー 211

「その他」

【著　　者】 清川兼輔、高橋長弘 .

【論　　題】 大胸筋皮弁を用いた頭頸部再建術 .

【雑 誌 名】 形成外科 .

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 50 , 1303-1311

【著　　者】 清川兼輔、山内俊彦 .

【論　　題】 「形成外科手術スタンダード 30」18. 耳下腺腫瘍の標準的手術法 .

【雑 誌 名】 形成外科 .

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 50 , S191-S196

【著　　者】 清川兼輔、力丸英明、井上要二郎、渡部功一 .

【論　　題】 特集 /下顎再建 周囲の軟部組織を含めた下顎骨区域切除に対する新しい再生医学
的下顎再建法 .

【雑 誌 名】 日本マイクロサージャリー学会会誌 .

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 20 , 317-322

【著　　者】 力丸英明、清川兼輔 .

【論　　題】 特集 /上顎癌切除後の再建と形態の回復 上顎・頭蓋底切除後の再建ー局所皮弁と
遊離皮弁の選択基準ー .

【雑 誌 名】 形成外科

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 50 , 905ー 912
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【著　　者】 力丸英明、清川兼輔 .

【論　　題】 特集 /骨欠損への対応ー骨・人工骨移植、骨延長・再生ー 3. 再建部位による材料
の選択と移植のコツ a) 頭蓋骨 .

【雑 誌 名】 PEPARS

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 32ー 39

【著　　者】 清川兼輔、西 由起子 .

【論　　題】 特集 /縫合の基本手技 皮下縫合、真皮縫合 .

【雑 誌 名】 PEPARS

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 16ー 21
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44.歯科口腔医療センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 横溝裕次、豊福司生、古賀真、古賀千尋、楠川仁悟

【論　　題】 上顎洞迷入インプラントの自然排出が示唆された 1例

【雑 誌 名】 日本口腔診断学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 20 , 330-333

【著　　者】 青木将虎、倉富慶太郎、古賀真、岩本修、楠川仁悟

【論　　題】 舌に生じた外向性類基底細胞癌の 1例

【雑 誌 名】 日本口腔外科学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 53 , 662-666

【著　　者】 古賀真、青木将虎、姉川絵美子、手塚誠、岩本修、古賀千尋、楠川仁悟

【論　　題】 口腔癌症例に対する S-1による姑息的化学療法の臨床評価

【雑 誌 名】 癌と化学療法

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 34 , 719-723

【著　　者】 横溝裕次、豊福司生、古賀真、古賀千尋、楠川仁悟

【論　　題】 上顎洞迷入インプラントの自然排出が示唆された 1例

【雑 誌 名】 日本口腔診断学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 20 , 330-333

【著　　者】 古賀真、青木将虎、姉川絵美子、手塚誠、岩本修、古賀千尋、楠川仁悟

【論　　題】 口腔癌症例に対する S-1による姑息的化学療法の臨床評価

【雑 誌 名】 癌と化学療法

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 34 , 719-723

【著　　者】 姉川絵美子、古賀真、津山治己、岩本修、古賀千尋、楠川仁悟

【論　　題】 85歳以上口腔扁平上皮癌症例の臨床的検討

【雑 誌 名】 日本口腔腫瘍学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 125-131
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【著　　者】 古賀真、楠川仁悟

【論　　題】 顎関節 (解剖 ,診察法 ,主な鑑別診断 )

【雑 誌 名】 リウマチ科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 37 , 407-416

【著　　者】 姉川絵美子、古賀真、津山治己、岩本修、古賀千尋、楠川仁悟

【論　　題】 85歳以上口腔扁平上皮癌症例の臨床的検討

【雑 誌 名】 日本口腔腫瘍学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 125-131

【著　　者】 岩本修、中村守厳、古賀千尋、楠川仁悟

【論　　題】 抗リウマチ薬に起因した口腔粘膜潰瘍の 1例

【雑 誌 名】 日本口腔粘膜学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 13 , 43-46

【著　　者】 鈴木弦 ,田中法瑞、淡河恵津世、江藤英博、末藤大明、安陪等思、早渕尚文、岩
本修、古賀千尋、楠川仁悟、中島格

【論　　題】 口腔癌に対する超選択的動注療法を併用した放射線治療の成績

【雑 誌 名】 日本放射線腫瘍学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 11-15

【著　　者】 陶山日出美 ,楠川仁悟

【論　　題】 当科での閉塞型睡眠時無呼吸症候群に使用された口腔内装置の製作手順

【雑 誌 名】 日本歯技

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 33-39

【著　　者】 Kenichi Umene,Fukiko Yamanaka,Satoko Oohashi,Chihiro Koga,Tadamitsu
Kameyama

【論　　題】 Detection of differences in genomic profiles between herpes simplex virus type 1
isolates sequentially separated from the saliva of the same individual

【雑 誌 名】 Journal of Cilical Virology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 266-270

【著　　者】 Osamu Iwamoto1,Makoto Koga1,Masatora Aoki1,Yuji Yokomizo1,Chihiro Koga1
,Jingo Kusukawa1,Teruo Sasatomi2,Kyogo Itoh3

【論　　題】 Aberrant Expression of p56lck in Primary Oral Cancer

【雑 誌 名】 Asian Journal of Oral and Maxillofacial Surgery

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 185-191
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【著　　者】 TAKESHI HIRAO,TSUYOSHI SAGA, JINGO KUSUKAWA, KOH-ICHI YAMAKI

【論　　題】 Angiogenesis and Developmental Expression of Vascular Endothelial Growth Factor
in Rat Lingual Papillae

【雑 誌 名】 The Kurume Medical Journal

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 54 , 9-24

【著　　者】 Kenichi Umene,Chihiro Koga and Tadamitsu Kameyama

【論　　題】 Discriminant analysis of DNA polymorphisms in herpes simplex virus type 1 strains
involved in primary compared to recurrent infections

【雑 誌 名】 Journal of Virological Methods

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 139 , 159-165

【著　　者】 Natori Tohru,Koga Makoto,Anegawa Emiko,Nakashima Yoshiki,Tetsuka Makoto,Yoh
Junko,Kusukawa Jingo

【論　　題】 Usefulness of intraoral ultrasonography to predict neck metastasis in patients with
tongue carcinoma

【雑 誌 名】 Oral Disease

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Yano H,Ogasawara S,Momosaki S,Akiba J,Kojiro S,Fukahori S,Ishizaki H,Kuratomi
K,Basaki Y,Oie S,Kuwano M,Kojiro M

【論　　題】 Grouth inhibitory effects of pegylated IFN α -2b on human liver cancer cells in vitro
and in vivo

【雑 誌 名】 Liver International

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 26 , 964-975

【著　　者】 Hirohisa Yano,Yuji Basaki,Shinji Oie,Sachiko Ogasawara,Seiya Momosaki,Jun
Akiba,Sakiko Kojiro,Hironori Ishizaki,Fukuko Moriya,Keitaro Kuratomi,Suguru
Fukahori,Michihiko Kuwano,and Masanichi Kojiro

【論　　題】 Effects of IFN-α on α -fetoprotein expressions in hepatocellular carcinoma cells

【雑 誌 名】 Journal of Interferon & Cytokine Research

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】
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45.消化器疾患情報

「単行本 /著書」

【著　　者】 長尾由実子 (編者 )、佐田通夫 (編者 )

【タイトル】 C型肝炎患者が専門医に聞く 88の質問

【書名・発行所】株式会社 新興医学出版社

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 129

【著　　者】 中村 徹、川口 巧、佐田通夫

【タイトル】 第 3章  診断

【書名・発行所】新しい診断と治療の ABC 44 /消化器 6 -肝硬変 -

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 43-49

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 川口 巧、神代龍吉、佐田通夫

【論　　題】 薬物性肝炎

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 55 , 115-120

【著　　者】 川口 巧、佐田通夫

【論　　題】 C型慢性肝疾患に伴うインスリン抵抗性の機序と意義

【雑 誌 名】 消化器科

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 44 , 609-613

【著　　者】 川口 巧、福嶋伸良、井出達也、佐田通夫

【論　　題】 ラミブジンの B型慢性肝炎における肝細胞癌発生への影響

【雑 誌 名】 臨床消化器内科

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 22 , 207-212

【著　　者】 川口 巧

【論　　題】 C型慢性肝炎とインスリン抵抗性

【雑 誌 名】 Clinical Exchange Program 2006

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 8
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【著　　者】 Kawaguchi T, Taniguchi E, Itou M, Sumie S, Oriishi T, Matsuoka H, Nagao Y, Sata
M.

【論　　題】 Branched-chain amino acids improve insulin resistance in patients with hepatitis C
virus-related liver disease: report of two cases.

【雑 誌 名】 Liver Int

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 27 , 1287-1292

【著　　者】 Nagao Y, Myoken Y, Katayama K, Tanaka J, Yoshizawa H, Sata M.

【論　　題】 Epidemiological survey of oral lichen planus among HCV-infected inhabitants in a
town in Hiroshima Prefecture in Japan from 2000 to 2003.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 18 , 1177-1181

【著　　者】 Takao Y, Yamada A, Yutani S, Ono T, Nagao Y, Ando E, Ide T, Itoh K, Sata M.

【論　　題】 Serum levels of IgG to the peptide of HCV1b core at positions 35-44 correlated with
persistent infection, while levels of IgG to the peptide of NS5A at positions 2132-2140
correlated with better prognosis in HCV-infected patients.

【雑 誌 名】 Med Microbiol Immunol

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 196 , 157-164

【著　　者】 Sumie S, Kawaguchi T, Komuta M, Kuromatsu R, Itano S, Okuda K, Taniguchi E,
Ando E, Takata A, Fukushima N, Koga H, Torimura T, Kojiro M, Sata M.

【論　　題】 Significance of glucose intolerance and SHIP2 expression in hepatocellular carcinoma
patients with HCV infection.

【雑 誌 名】 Oncol Rep.

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 18 , 545-552.

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kawaguchi T, Kumemura H, Taniguchi E, Koga H, Yanagimoto
C, Maeyama M, Ueno T, Sata M.

【論　　題】 Keratin inclusions alter cytosolic protein localization in hepatocytes.

【雑 誌 名】 Hepatol Res.

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 37 , 828-835.

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kumemura H, Bishr Omary M, Koga H, Kawaguchi T,
Taniguchi E, Yoshida T, Hisamoto T, Yanagimoto C, Maeyama M, Ueno T, Sata M.

【論　　題】 Oxidative stress induces the endoplasmic reticulum stress and facilitates inclusion
formation in cultured cells.

【雑 誌 名】 J Hepatol.

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 47 , 93-102.
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【著　　者】 Kawaguchi T, Ide T, Taniguchi E, Hirano E, Itou M,  Sumie S, Nagao Y, Yanagimoto
C, Hanada S, Koga H, Sata M

【論　　題】 Clearance of HCV Improves Insulin Resistance, Beta-Cell Function, and Hepatic
Expression of Insulin Receptor Substrate 1 and 2

【雑 誌 名】 Am J Gastroenterol.

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 102 , 570-576.

「その他」

【著　　者】 川口 巧、熊本 正史、佐田通夫

【論　　題】 門脈圧亢進症と栄養管理

【雑 誌 名】 日本門脈圧亢進症学会雑誌

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 13 , 240-244
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46.医療センター :リウマチ・膠原病センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 加地正英

【タイトル】 かぜ症候群

【書名・発行所】 EBM呼吸器疾患の治療 2008-2009 中外医学社

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 山口 轍他

【タイトル】 かぜ症候群

【書名・発行所】今日の治療指針 2007 医学書院

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 49 , 200

「その他」

【著　　者】 加地正英

【論　　題】 懸念される新型インフルエンザとは

【雑 誌 名】 感染と抗菌薬

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 10 , 341-346

【著　　者】 加地正英、加地正郎

【論　　題】 かぜ・インフルエンザ

【雑 誌 名】 臨牀と研究

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 84 , 1613-1616

【著　　者】 加地正英

【論　　題】 インフルエンザ日常診療の留意点と最近の話題

【雑 誌 名】 CLINIC magazine

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】

【著　　者】 加地正郎、加地正英

【論　　題】 新型インフルエンザパンデミックに備える③ スペインインフルエンザの悪夢

【雑 誌 名】 日本醫事新報

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 4336 , 81-84
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【著　　者】 加地正郎、加地正英

【論　　題】 新型インフルエンザパンデミックに備える④ H5N1インフルエンザの臨床像と対
策

【雑 誌 名】 日本醫事新報

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 4338 , 81-84

【著　　者】 加地正郎、加地正英

【論　　題】 新型インフルエンザパンデミックに備える② H5N1インフルエンザウイルスの登
場

【雑 誌 名】 日本醫事新報

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 4334 , 81-84

【著　　者】 加地正郎、加地正英

【論　　題】 新型インフルエンザパンデミックに備える① 「新型」登場の背景

【雑 誌 名】 日本醫事新報

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 4332 , 81-84

【著　　者】 加地正英

【論　　題】 インフルエンザの治療と問題点

【雑 誌 名】 医学と薬学

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 57 , 21-26
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47.医療センター :循環器科

「単行本 /著書」

【著　　者】 古賀義則、編者 :古賀義則

【タイトル】 概念と定義 .

【書名・発行所】肥大型心筋症ハンドブック . 日本医事新報社 .

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 2-7

【著　　者】 古賀義則、編者 :古賀義則

【タイトル】 疫学 .

【書名・発行所】肥大型心筋症ハンドブック . 日本医事新報社 .

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 8-12

【著　　者】 古賀義則、編者 :古賀義則

【タイトル】 心尖部肥大型心筋症の予後と自然歴 .

【書名・発行所】肥大型心筋症ハンドブック . 日本医事新報社 .

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 215-223

【著　　者】 草場 健、古賀義則、編者 :古賀義則

【タイトル】 塞栓症の予防 .

【書名・発行所】肥大型心筋症ハンドブック . 日本医事新報社 .

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 254-258

【著　　者】 吉田典子、池田久雄 . 編者 :古賀義則

【タイトル】 運動負荷試験

【書名・発行所】日本医事新報社、肥大型心筋症ハンドブック Life-long diseaseとしてのマネジメ
ント

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 129-138

【著　　者】 加藤宏司、池田久雄、今泉 勉 . 編者 :古賀義則

【タイトル】 治療戦略の立て方と生活指導

【書名・発行所】日本医事新報社、肥大型心筋症ハンドブック Life-long diseaseとしてのマネジメ
ント

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 234-243
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【著　　者】 草場 健、古賀義則
編者 :古賀義則

【タイトル】 塞栓症の予防

【書名・発行所】「肥大型心筋症ハンドブック」日本医事新報社

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 254-258

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Koga M, Kai H, Yasukawa H, Yamamoto T, Kawai Y, Kato S, Kusaba K, Kai M,
Egashira K, Kataoka Y, Imaizumi T

【論　　題】 Inhibition of progression and stabilization of plaques by postnatal interferon-γ
function blocking in ApoE-knockout mice.

【雑 誌 名】 Circ Res

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 101 , 348-356

【著　　者】 Kusaba K, Kai H, Koga M, Takayama N, Ikeda A, Yasukawa H, Seki Y, Egashira K,
Imaizumi T

【論　　題】 Inhibition of intrinsic interferon-γ function prevents neointima formation after
balloon injury.

【雑 誌 名】 Hypertension

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 49 , 909-915

【著　　者】 Koga M, Kai H, Yasukawa H, Kato S, Yamamoto T, Kawai Y, Kusaba K, Seki Y, Kai
M, Egashira K, Kataoka Y, Imaizumi T

【論　　題】 Postnatal blocking of interferon-γ function prevented atherosclerotic plaque
formation in apolipoprotein E-knockout mice.

【雑 誌 名】 Hypertens Res

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 30 , 259-267

【著　　者】 Saito Y, Sasaki K, Katsuda Y, Murohara T, Takeshita Y, Okazaki T, Arima K, Katsuki
Y, Shintani S, Shimada T, Akashi H, Ikeda H, Imaizumi T.

【論　　題】 Effect of autologous bone-marrow cell transplantation on ischemic ulcer in patients
with Buerger’s disease.

【雑 誌 名】 Circ J.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 71 , 1187-1192
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【著　　者】 Haramaki N, Ikeda H, Takenaka K, Katoh A, Sugano R, Yamagishi S, Matsuoka H,
Imaizumi T.

【論　　題】 Fluvastatin alters platelet aggregability in patients with hypercholesterolemia: possible
improvement of intraplatelet redox imbalance via HMG-CoA reductase.

【雑 誌 名】 Arterioscler Thromb Vasc Biol.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 27 , 1471-1477

「その他」

【著　　者】 池田久雄

【論　　題】 アテローム血栓症の包括的治療戦略 巻頭言

【雑 誌 名】 循環器科

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 62 , 295-296

【著　　者】 吉田典子、池田久雄

【論　　題】 アテローム血栓症の包括的治療戦略 生活習慣改善による予防 -運動療法 -

【雑 誌 名】 循環器科

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 62 , 314-320

【著　　者】 草場 健、甲斐久史、今泉 勉

【論　　題】 冠動脈硬化と高血圧 -基礎

【雑 誌 名】 動脈硬化予防

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 6 , 28-33

【著　　者】 池田久雄、山本邦彦、加藤宏司、本間友基、森田恭代

【論　　題】 メタボリックシンドロームを考慮した高血圧治療のあり方 .

【雑 誌 名】 血圧

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 14 , 95-102

【著　　者】 草場 健、亀尾 恒、永田隆信、永野真喜雄、岩橋正人、玉置清志

【論　　題】 アンジオテンシン受容体阻害薬 (ARB)投与後に急性腎不全を呈した馬蹄腎の 1症
例 .

【雑 誌 名】 日本内科学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 96 , 1195-1198
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48.医療センター :小児科

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 牛島高介、中島裕、松本敦、伊藤雄平、吉田一郎

【論　　題】 クリニカル・クラークシップへのポートフォリオ導入の経験

【雑 誌 名】 医学教育

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 38 , 407-409

【著　　者】 牛島高介、住吉美香、松竹敬子、古賀義則

【論　　題】 医療連携で抱える問題点とニーズー診療所医師へのアンケート調査結果からー

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 309-315

【著　　者】 田中聡子、金子一成、伊藤雄平、内山 聖

【論　　題】 本邦小児の高血圧患者における基礎疾患、全国アンケート調査による疫学的検討

【雑 誌 名】 小児高血圧研究会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 4 , 23-27

【著　　者】 Nagai T, Okafuji T, MIyazaki C, Ito Y, et al

【論　　題】 A comparative study of the incidence of aseptic meningitis in symptomatic natural
mumps patients and monovalent mumps vaccine recipients in Japan

【雑 誌 名】 Vaccine

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 2742-2747
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49.医療センター :外  科

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 孝冨士喜久生、二又泰彦、村上直孝、亀井英樹、藤木 啓、藤下真奈美、白水和
雄、青柳成明

【論　　題】 TS-1 + DOC療法が無効で CPT-11 + CDDP療法が著効した肝転移、腹膜播種性転
移陽性高度進行胃癌の 1例

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 83 , 1095-1097

【著　　者】 孝冨士喜久生、二又泰彦、村上直孝、吉村文博、嬉野光俊、白水和雄、青柳成明

【論　　題】 高度進行・再発胃癌に対する新規抗癌剤を用いた化学療法

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 84 , 881-884
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50.医療センター :整形外科

「単行本 /著書」

【著　　者】 江頭弘一、樋口富士男 (編者 浜田良機、冨士武史 )

【タイトル】 インフォームドコンセントのチェックポイント各論 1、6.輸血 (輸血後検査も含め
て )

【書名・発行所】トラブルにならない整形外科インフォームドコンセント ,
金原出版

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 93-96

【著　　者】 江頭弘一、樋口富士男 (編者 浜田良機、冨士武史 )

【タイトル】 インフォームドコンセントのチェックポイント各論 1、7.自己血輸血

【書名・発行所】トラブルにならない整形外科インフォームドコンセント ,
金原出版

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 97-100

【著　　者】 Higuchi F., Ishibashi Y., Itoh S. and Gotoh M. (Editor: Teak Rim Yoon)

【タイトル】 Mini-Incision Total Hip Arthoplasty using an Anterolateral Approach.

【書名・発行所】 Minimally Invasive Total Hip Arthroplasty, IB Publishing

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 p18-23

【著　　者】 Higuchi F (Eds.:Niklaus F.Friederich Richard F.Santore)

【タイトル】 A mini-incision anterolateral approach for total hip arthroplasty using the SL-PLUS
stem

【書名・発行所】 25 Years of Biologic Fixation -K.Zweymller

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 191-195

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 伊藤伸一、樋口富士男

【論　　題】 股関節疾患のギモン

【雑 誌 名】 整形外科看護

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 12 , 31-35

【著　　者】 石橋裕美子、後藤昌史、金澤武利、篠崎夏子、樋口富士男

【論　　題】 人工股関節置換術 女性医師から見た小切開前側方進入人工股関節置換術

【雑 誌 名】 関節外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 26 , 40-45
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【著　　者】 樋口富士男

【論　　題】 Chiari骨盤骨切り術に合併症と対策

【雑 誌 名】 関節外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 26 , 171-176

【著　　者】 樋口富士男

【論　　題】 小切開前側方進入人工股関節置換術の周術期合併症からみた臨床成績

【雑 誌 名】 整形外科最小侵襲手術ジャーナル

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 8-15

【著　　者】 主任研究者 佐川公矯、分担研究者 樋口富士男 他

【論　　題】 整形外科手術における回収式自己血輸血の安全性に関する研究

【雑 誌 名】 厚生労働科学研究費補助金 (医薬品・医薬機器等レギュラトリーサイエンス総合
研究事業「同種血輸血安全性向上に伴う自己血輸血適応の再検討」に関する研究 .
平成 18年度総括・分担研究報告書

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 樋口富士男、伊藤伸一、石橋裕美子、金沢武利、後藤昌史、山口登

【論　　題】 前側方アプローチによる小切開人工股関節置換術の手技と成績

【雑 誌 名】 整形・災害外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 50 , 545-551

【著　　者】 樋口富士男

【論　　題】 関節リウマチに対する最近の外科的治療

【雑 誌 名】 FNKふくおか (日本リウマチ友の会福岡支部 支部報増刊号 ):

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 樋口富士男、伊藤伸一、石橋裕美子、仲摩憲次郎、後藤昌史

【論　　題】 McKee-Farrar人工股関節置換術の 30年以上経過例

【雑 誌 名】 整形・災害外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 50 , 1369-1374

【著　　者】 Yamada T, Gotoh M, Nakama K, Mitsui Y, Higuchi F, Nagata K

【論　　題】 Effects of Hyaluronan on Cell Proliferation and mRNA Expression of Procollagens α
1(Ⅰ ) and α 1(Ⅲ ) in Tendon-Derived Fibroblasts From Patients With Rotator Cuff
Disease

【雑 誌 名】 The American Journal of Sports Medicine

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1-7
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【著　　者】 Kanazawa T, Sannomiya T, Okawa T, Gotoh M, HiguchiF, Inoue A, Nagata K

【論　　題】 Simple Limbectomy Does not Affect the Growth of the Acetabulum:An Experimental
Study

【雑 誌 名】 Kurume Medical Journal

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 54 , 31-34

【著　　者】 脇本信博、樋口富士男、野沢雅彦、冨士武史、岩井俊也、面川進

【論　　題】 整形外科手術後の合併症調査 -自己血輸血症例と同種血輸血症例の比較

【雑 誌 名】 自己血輸血 (日本自己血輸血学会創立 20周年記念号 )

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 240-248
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51.医療センター :放射線科

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 小島和行 ,服部睦行 ,内山雄介 ,田中法瑞 ,安陪等思 ,早渕尚文

【論　　題】 唾液腺病変が疑われたときの画像診断の進め方

【雑 誌 名】 INNERVISION

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 22 , p.54-57

「その他」

【著　　者】 頭頸部グループ委員
小島和行  久留米大学医療センター放射線科 (代表 )
小玉隆男  宮崎大学医学部放射線医学講座
中里龍彦  岩手医科大学医学部放射線科
豊田圭子  帝京大学医学部放射線科
尾尻博也  東京慈恵会医科大学放射線医学講座
田中法瑞  久留米大学医学部放射線科
外部評価委員
市村恵一  自治医科大学耳鼻咽喉科学教室
山中 昇  和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科教室
井上佑一  大阪市立大学大学院医学研究科放射線医学教室
日本医学放射線学会および日本放射線科専門医会・医会合同ガイドライン委員会
(JRS/JCR合同ガイドライン委員会 )編

【論　　題】 エビデンスに基づく画像診断ガイドライン -2007, 副鼻腔疾患の画像診断ガイドラ
イン 2007年版

【雑 誌 名】 日本医学放射線学会および日本放射線科専門医会・医会合同ガイドライン委員会
(JRS/JCR合同ガイドライン委員会 )編

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 http://www.radiology.jp/uploads/photos/406.pdf　
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52.循環器病研究所

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Kusaba K, Kai H, Koga M, Takayama N, Ikeda A, Yasukawa H, Seki Y, Egashira K,
Imaizumi T

【論　　題】 Inhibition of intrinsic interferon-γ function prevents neointima formation after
balloon injury.

【雑 誌 名】 Hypertension

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 49 , 909-915

【著　　者】 勝田洋輔、竹下吉明、有馬 健、齋藤 裕、香月与志夫、外山康之、佐々木健一郎、
今泉 勉

【論　　題】 自己骨髄単核球移植とプロスタグランディン併用療法

【雑 誌 名】 Pharma Medica

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 101-104

【著　　者】 Saito Y, Sasaki K, Katsuda Y, Murohara T, Takeshita Y, Okazaki T, Arima K, Katsuki
Y, Shintani S, Shimada T, Akashi H, Ikeda H, Imaizumi T

【論　　題】 Effect of autologous bone-marrow cell transplantation on ischemic ulcer in patients
with Buerger's disease.

【雑 誌 名】 Circ J

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 71 , 1187-1192

【著　　者】 Koga M, Kai H, Yasukawa H, Yamamoto T, Kawai Y, Kato S, Kusaba K, Kai M,
Egashira K, Kataoka Y, Imaizumi T

【論　　題】 Inhibition of progression and stabilization of plaques by postnatal interferon-γ
function blocking in ApoE-knockout mice.

【雑 誌 名】 Circ Res

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 101 , 348-356

【著　　者】 Koga M, Kai H, Yasukawa H, Kato S, Yamamoto T, Kawai Y, Kusaba K, Seki Y, Kai
M, Egashira K, Kataoka T, Imaizumi T

【論　　題】 Postnatal blocking of interferon- γ function prevented atherosclerotic plaque
formation  in apolipoprotein E-knockout mice.

【雑 誌 名】 Hypertens Res

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 30 , 259-267
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【著　　者】 Zhang C, Zhang MX, Shen YH, Burks JK, Zhang Y, Wang J, LeMaire SA, Yoshimura
K, Aoki H, Coselli JS, Wang XL

【論　　題】 TNF-alpha suppresses prolyl-4-hydroxylase alpha1 expression via the ASK1
-JNK-NonO pathway.

【雑 誌 名】 Arterioscler Thromb Vasc Biol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 27 , 1760-1767

「その他」

【著　　者】 有馬 健、勝田洋輔、今泉 勉

【論　　題】 血管再生と虚血性末梢神経障害の治療

【雑 誌 名】 Heart View

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 11 , 1446-1451

【著　　者】 齋藤 裕、勝田洋輔、今泉 勉

【論　　題】 虚血性心疾患のプライマリケア

【雑 誌 名】 臨牀と研究

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 84 , 7-12

【著　　者】 青木浩樹 , 吉村耕一 , 松崎益徳

【論　　題】 大動脈瘤の分子標的治療 :JNKによる細胞外マトリクス代謝制御 .

【雑 誌 名】 Annual Review 循環器 2007

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 86-93

【著　　者】 青木浩樹 , 吉村耕一 , 松崎益徳

【論　　題】 大動脈瘤の薬物治療 .

【雑 誌 名】 Angiology Frontier

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 6 , 43-49

【著　　者】 Aoki H, Yoshimura K, Matsuzaki M

【論　　題】 Turning back the clock: regression of abdominal aortic aneurysms via
pharmacotherapy.

【雑 誌 名】 J Mol Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 85 , 1077-1088
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53.高次脳疾患研究所

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 兒玉隆之、森田喜一郎、土井 亮

【論　　題】 ヒトの認知機能に及ぼす色彩環境の影響

【雑 誌 名】 臨床神経生理学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 1-9

【著　　者】 松岡稔昌、森田喜一郎、西浦佐知子、森 圭一郎、倉掛交次、平井 聡、小路 純央、
土井 亮、前田 久雄

【論　　題】 未治療統合失調症におけるぺロスピロンの作用 . P300を指標にしての 2年間の経
過

【雑 誌 名】 精神医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 355-60.

【著　　者】 兒玉隆之、森田喜一郎、土井 亮

【論　　題】 色彩環境が高次脳機能障害者の情動へ及ぼす影響についてー LORETAによる検討
-

【雑 誌 名】 脳と精神の医学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 55-60.

【著　　者】 岡村尚昌、津田 彰、矢島潤平

【論　　題】 健康心理学における生理心理学的アプローチ -free-MHPG,cortisol,s-IgAを用いた
多様な研究法 -

【雑 誌 名】 生理心理学と精神生理学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 98-99

【著　　者】 岡村尚昌、津田 彰、矢島潤平、石井洋平、福山裕夫、森田喜一郎

【論　　題】 パニック障害患者の臨床症状と精神神経内分泌免疫 (PNEI)指標との関連性 .

【雑 誌 名】 ストレス科学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 22 , 60-69

【著　　者】 江上千代美、森田喜一郎、石井洋平、山下裕史朗、松石豊次郎

【論　　題】 探索眼球運動評価による小児期の視覚認知機能の特徴 .

【雑 誌 名】 臨床神経生理学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 55-60
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【著　　者】 立松康宏、森田喜一郎、川辺千津子、中島洋子、岡本泰弘、江上千代美、小路純
央

【論　　題】 情動関連眼球運動を精神生理学的指標にしたうつ病患者の寛解課程̶健常者との
比較検討̶

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 70 , 361-368

【著　　者】 Hashimoto K, Nakahara T, Yamada H, Hirano M, Kuroki T, Kanba S

【論　　題】 A neurotoxic dose of methamphetamine induces gene expression of Homer 1a, but not
Homer 1b or 1c, in the striatum and nucleus accumbens

【雑 誌 名】 Neurochemistry International

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 51 , 227-232

【著　　者】 Yamada H, Kuroki T, Nakahara T, Hashimoto K, Tsutsumi T, Hirano M, Maeda H.

【論　　題】 The dopamine D1 receptor agonist, but not the D2 receptor agonist, induces gene
expression of Homer 1a in rat striatum and nucleus accumbens.

【雑 誌 名】 Brain research

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 1131 , 88-96

【著　　者】 Doi R, Morita K, Shigemori M, Tokutomi T, Maeda H.

【論　　題】 Characteristics of cognitive function in patients after traumatic brain injury assessed by
visual and auditory event-related potentials.

【雑 誌 名】 Am J Phys Med Rehabil.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 86 , 641-9.

【著　　者】 Nishiura S, Morita K, Kurakake K, Igimi H, Maeda H.

【論　　題】 Characteristics of left and right scanning in schizophrenia patients using exploratory
eye movements: Comparison with healthy subjects.

【雑 誌 名】 Psychiatry Clin Neuroscience

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 61 , 487-94

【著　　者】 Nishiura S, Nakashima Y, Mori K, Kodama T, Hirai S, Kurakake K, Egami C, Morita
K

【論　　題】 A Life Span Study of Exploratory Eye Movements in Healthy Subjects: Gender
Differences and Affective Influences.

【雑 誌 名】 Kurume Med J

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 54 , 65-72.
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【著　　者】 Harmer M, Tanaka G, Okamura H, Steptoe A, Tsuda A

【論　　題】 The Effects of Depressive Symptoms on Cardiovascular and Catecholamine Responses
to the Induction of Depressive Mood.

【雑 誌 名】 Biological Psychology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 74 , 20-25

「その他」

【著　　者】 森田喜一郎

【論　　題】 老年期の認知機能の精神生理学的特徴 :事象関連電位、探索眼球運動、fMRIから
の検討「笑い」と「泣き」について

【雑 誌 名】 Geriatric Neurosurgery

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 1-6
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54.先端癌治療研究センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 (共著 )上野隆登、吉田一郎、「編者」大滝純司

【タイトル】 OSCE とシミュレーション 3) スキルラボと OSCE

【書名・発行所】 OSCE の理論と実際

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 60-66

【著　　者】 (共著 )上野隆登、吉田一郎、「編者」大滝純司

【タイトル】 OSCE 実施例 4) 久留米大学

【書名・発行所】 OSCE の理論と実際

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 172-179

【著　　者】 (共著 )吉田一郎、上野隆登

【タイトル】 OSCEとシュミレーション
OSCE実施例

【書名・発行所】 OSCEの理論と実際
発行所 株式会社篠原出版新社

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 60-66、172-179

【著　　者】 上野隆登、「編者」本庄英雄、島田和幸

【タイトル】 肝臓と性差

【書名・発行所】永井書店、必携 女性の医療学 - 外来で役立つ実践ガイド -

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 472-475

【著　　者】 (共著 )森田恭代、上野隆登

【タイトル】 耐糖能異常あるいは糖尿病の合併例

【書名・発行所】治療 株式会社 南山堂

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 89 , 1697-1702

【著　　者】 Yamada A, Itoh K.

【タイトル】 Peptide encoded by an intron of the putative tumor suppressor gene Testin of the
common fragile site 7G is a cancer antigen recognized by cytotoxic T lymphocytes.  In
“FRAGILE SITES: New discoveries and changing perspectives”

【書名・発行所】 Eds: Isabel Arrieta, Olga Penagarikano, and Mercedes Telez.  Nova Science Publishers
Inc. Hauppauge NY.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 261-270
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「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 森田恭代、佐田通夫、上野隆登

【論　　題】 肥満と肝疾患の関係について

【雑 誌 名】 「日本医事新報」

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 57-61

【著　　者】 佐田通夫、上野隆登

【論　　題】 アルコール性肝障害と肝線維化

【雑 誌 名】 「肝胆膵」

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 54 , 645-649

【著　　者】 (共著 )佐田通夫、上野隆登

【論　　題】 肝線維化の機序

【雑 誌 名】 「肝胆膵」

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 54 , 9-15

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kawaguchi T, Kumekura H, Taniguchi E, Koga H, Yanagimoto
C, Maeyama M, Ueno T, Sata M

【論　　題】 Keratin inclusions alter cytosolic protein localization in hepatocytes

【雑 誌 名】 Hepatology Research

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 37 , 828-835

【著　　者】 Fukushima N, Kuromatsu R, Uchiyama D, Itano S, Takata A, Ando E, Sumie S,
Torimura T, Uchida M, Nakashima O, Kojiro M, and Sata M

【論　　題】 Hyperplastic nodular hepatic lesions following end-to-side portacaval shunting in
childhood

【雑 誌 名】 Internal Medicine

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 46 , 1203-1208

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kumemura H, Omary M.B, Koga H, Kawaguchi T, Taniguchi E,
Yoshida T, Hisamoto T, Yanagimoto C, Maeyama M, Ueno T, Sata M

【論　　題】 Oxidative stress induces the endoplasmic reticulum stress and facilitates inclusion
formation in cultured cells

【雑 誌 名】 Journal of Hepatology

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 47 ,  93-102
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【著　　者】 Nakamura T, Torimura T, Sakamoto M, Hashimoto O, Taniguchi E, Inoue K, Sakata
R, Kumashiro R, Murohara T, Ueno T, Sata M

【論　　題】 Significance and therapeutic potential of endothelial progenitor cell transplantation in a
cirrhotic liver rat model

【雑 誌 名】 Gastroenterology

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 133 , 91-107

【著　　者】 Takao Y, Yamada A, Yutani S, Takedatsu H, Ono T, Etoh K, Ide T, Simotohno K,
Sata M, Itoh K.

【論　　題】 Identification of new immunogenic peptides in conserved regions of hepatitis C virus
(HCV) 1b that can induce both cellular and humoral immunity in HCV1b+ HLA-A24+
patients.

【雑 誌 名】 Hepatol. Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 37 , 86-195

【著　　者】 Y Komohara, S Suekane, M Noguchi, K Matsuoka, A Yamada, K Itoh.

【論　　題】 Expression of APOBEC3G in kidney cells.

【雑 誌 名】 Tissue Antigen

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 69 , 95-98

【著　　者】 Noguchi M, Mine T, Yamada A, Obata Y, Yoshida K, Mizoguchi J, Harada M,
Suekane S, Itoh K, Matsuoka K.

【論　　題】 Combination therapy of personalized peptide vaccination and low-dose estramustine
phosphate for metastatic hormone refractory prostate cancer patients: An analysis of
prognostic factors in the treatment.

【雑 誌 名】 Oncology Research

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 16 , 341-349

【著　　者】 S Matsueda, A Yamada, Y Takao, M Tamura, N Komatsu , S Yutani, T Ide, M Sata,
and K Itoh.

【論　　題】 A new epitope peptide derived from hepatitis C virus (HCV) 1b possessing the
capacity to induce cytotoxic T-lymphocytes in HCV1b-infected patients with
HLA-A11, -A31 and -A33.

【雑 誌 名】 Cancer Immunol. Immunother.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , 1359-1366
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【著　　者】 Takao Y, Yutani S, Ono T, Takedatsu H, Hiraga S, Nagao Y, Ando E, Yamada A, Itoh
K, Sata M.

【論　　題】 Serum levels of IgG to the peptide of HCV-1b core at positions 35-44 correlated with
persistent infection, while levels f IgG to the peptide of NS5A at position 2132-2140
correlated with better prognosis in HCV-infected patients.

【雑 誌 名】 Medical Microbiol. Immunol.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 196 , 157-164

【著　　者】 Yanagimoto Y., Takai S., Yamamoto K., Mine T., Satoi S., Takahashi K., Terakawa
N., Yamada A, Itoh K., Kamiyama S

【論　　題】 mmunological evaluation of personalized peptide vaccination with gemcitabine for
pancreatic cancer.

【雑 誌 名】 Caner Science

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 605-611

【著　　者】 Komohara Y, Harada M, Arima Y, Suekane S, Noguchi M, Yamada A, Itoh K,
Matsuoka K.

【論　　題】 Identification of target antigens in specific immunotherapy for renal cell carcinoma.

【雑 誌 名】 J Urol.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 177 , 1157-1162

【著　　者】 Sato Y, Fujiwara T, Mine T, Shomura H, Honma S, Maeda Y, Tokunaga N, Ikeda Y,
Ishihara Y, Yamada A, Tanaka N, Itoh K, Harada M, Todo S.

【論　　題】 Immunological evaluation of personalized peptide vaccination in combination with a 5
-fluorouracil derivative (TS-1) for advanced gastric or colorectal carcinoma patients.

【雑 誌 名】 Cancer Science

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 1113-1119

【著　　者】 Azuma K, Komohara Y, Sasada T, TerazakiY, Ikeda J, Hoshino T, Itoh K, Yamada A,
Aizawa H.

【論　　題】 Excision Repair Cross-Complementation Group 1 Predicts Progression-Free and
Overall Survival in Non-Small Cell Lung Cancer Patients Treated with
Platinum-Based Chemotherapy.

【雑 誌 名】 Cancer Science

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 1336-1343
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【著　　者】 Yutani S, Yamada A, Yoshida K, Takao Y, Tamura M, Komatsu N, Ide T, Tanaka M,
Sata M, and Itoh K.

【論　　題】 Phase 1 clinical study of a personalized peptide vaccination for patients infected with
hepatitis C virus (HCV) 1b who failed to respond to interferon-based therapy.

【雑 誌 名】 Vaccine

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 7429-7435

【著　　者】 Komohara Y, Harada M, Ishihara Y, Suekane S, Noguchi M, Yamada A, Matsuoka K,
Itoh K.

【論　　題】 HLA-G as a target molecule in specific immunotherapy against renal cell carcinoma.

【雑 誌 名】 Oncol Report

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 1463-1468

【著　　者】 Suekane S, Nishitani M, Noguchi M, Komohara Y, Kokubu T, Naitoh M, Honma S,
Yamada A, Itoh K, Matuoka K, Kanayama H.

【論　　題】 A Phase I Trial of Personalized Peptide Vaccination for Cytokine-refractory Metastatic
Renal Cell Carcinoma Patients.

【雑 誌 名】 Cancer Sci.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 1965-1968

【著　　者】 Naito M, Komohara Y, Ishihara Y, Noguchi M, Yamashita Y, Shirakusa T, Yamada A,
Itoh K,and Harada M.

【論　　題】 Identification of Lck-derived peptides applicable to anti-cancer vaccine for patients
with human leukocyte antigen-A3 supertype alleles.

【雑 誌 名】 Br. J. Cancer

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 97 , 1648-1654

【著　　者】 Hanada S, Harada M, Kumemura H, Omary M.B, Koga H, Kawaguchi T, Taniguchi E,
Yoshida T, Hisamoto T, Yanagimoto C, Maeyama M, Sata M, Ueno T

【論　　題】 Oxidative stress induces the endoplasmic reticulum stress and facilitates inclusion
formation in cultured cells

【雑 誌 名】 Journal of Hepatology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 47 , 93-102

【著　　者】 Harada M, Ishihara Y,  Itoh K and Yamanaka R

【論　　題】 Kinesin superfamily protein-derived peptides with the ability to induce glioma-reactive
cytotoxic T lymphocytes in HLA-A24+ glioma patients.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 17 , 629-636
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【著　　者】 Yamanaka R, Homma J, Sano M, Tsuchiya N, Yajima N,  Shinbo Y, Hasegawa A,
Onda K, and Tanaka R

【論　　題】 Immuno-chemotherapy with a Combination of Rituximab, Methotrexate, Pirarubicin
and Procarbazine for Patients with Primary CNS Lymphoma- A preliminary report.

【雑 誌 名】 Leukemia Lymphoma

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48 , 1019-1022

【著　　者】 Yamanaka R, Shinbo Y, Sano M, Homma J, Tsuchiya N, Yajima N,  Tamura T,
Hondoh H, Takahashi H, Morii K, Onda K, and Tanaka R

【論　　題】 Salvage Therapy and Late Neurotoxicity in Patients with Recurrent Primary CNS
Lymphoma treated with a Modified ProMACE-MOPP Hybrid Regimen.

【雑 誌 名】 Leukemia Lymphoma

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48 , 1119-1126

【著　　者】 Yamanaka R, Homma J, Sano M, Tsuchiya N, Yajima N,  Takahashi H, Shinbo Y,
Hasegawa A, Saitoh T and Tanaka R

【論　　題】 Salvage Immuno-Chemotherapy with a Combination of Rituximab, High Dose
Cytarabine, Mitoxantrone and Dexamethasone for Patients with Primary CNS
Lymphoma : A Preliminary Study.

【雑 誌 名】 Leukemia Lymphoma

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 48 , 1429-1433

「その他」

【著　　者】 上野隆登、森田恭代、佐田通夫

【論　　題】 生活習慣病と肝

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 84 , 1417-1420

【著　　者】 佐田通夫、上野隆登、森田恭代

【論　　題】 NASH の治療 (2)糖尿病改善薬による治療

【雑 誌 名】 臨床消化器内科

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 22 , 1509-1513

【著　　者】 上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 アルコール性肝障害と肝線維化

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 54 , 645-649
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【著　　者】 上野隆登、森田恭代、佐田通夫

【論　　題】 肥満と肝疾患の関係について

【雑 誌 名】 日本医事新報

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 4334 , 57-61

【著　　者】 上野隆登、佐田通夫

【論　　題】 肝繊維化の秩序

【雑 誌 名】 肝胆膵

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 54 ,  9-15

【著　　者】 Yamanaka R, Itoh K

【論　　題】 Peptide-based immunotherapeutic approaches to glioma-Review.

【雑 誌 名】 EXPERT OPIN BIOL TH

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 7 , 645-649
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55.バイオ統計センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 田中豊、森川敏彦、山中竹春、富田

【タイトル】 一般線形モデル入門
6-11章 (訳 )

【書名・発行所】一般線形モデル入門、共立出版

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Jungo Sawa and Toshihiko Morikawa

【論　　題】 Interrater reliability for multiple Raters in Clinical Trials of Ordinal Scale

【雑 誌 名】 Drug Information Journal

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 41 , 595-605

【著　　者】 Hano T., Oshima Y., Kinoshita M., Ohyama T., Yanagawa T., Wakamatsu Y., Ozato
K. and Honjyo T.

【論　　題】 Quantitative bioimaging analysisi of gonads in olvas-GFP/ST-II YI medaka
(transgenic oryzias laptipes) exposed to ethinylestradiol

【雑 誌 名】 Environmental Science & Technology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 41 , 1473-1479

【著　　者】 Yonemoto, K. and Yanagawa, T.

【論　　題】 Estimating the Lyapunov Exponent from chaotic time series with dynamic noise

【雑 誌 名】 Statistical Methodology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 4 , 461-480

【著　　者】 Mori N., Fujita H., Sueyoshi S., Aoyama Y., Yanagawa T. and Shirouzu K.

【論　　題】 Helicobaster pylori infection influence the acidity in the gastric tube as an esophageal
substitute after esophangectomy

【雑 誌 名】 Disease of the Esophangus

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 20 , 333-340
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56.ＧＣ／ＭＳ施設

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Uematsu M, Sakamoto O, Sugawara N, Kumagai N, Morimoto T, Yamaguchi S,
Hasegawa Y, Kobayashi H, Ihara K, Yoshino M, Watanabe Y, Inokuchi T, Yokoyama
T, Kiwaki K, Nakamura K, Endo F, Tsuchiya S, Ohura T

【論　　題】 Novel mutations in five Japanese patients with 3-methylcrotonyl-CoA carboxylase
deficiency

【雑 誌 名】 The Japan Society of Human Genetics

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 52 , 1040-1043

【著　　者】 Kumagai M, Kimura A, Takei H, Kurosawa T,Aoki K, Inokuchi T, Matsuishi T.

【論　　題】 Perinatal bile acid metabolism: bile acid analysis of meconium in preterm and
full-term infants.

【雑 誌 名】 Journal of Gastroenterology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 42 , 904-910

【著　　者】 kumagai M, Yamato Y, Maeda K, Nakashima E, Ushijima K, Kimura A.

【論　　題】 Extracorporeal leukocyte removal therapy for patients with ulcerative colitis.

【雑 誌 名】 Pediatric International

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 431-436

【著　　者】 kumagai M, Kimura A, Takei H, Kurosawa T, Aoki K, Inokuchi T, Matsuishi T.

【論　　題】 Perinatal bile acid metabolism: bile acid analysis of meconium in preterm and
full-term infants.

【雑 誌 名】 Journal of Gastroenterology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 42 , 904-910
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57.ＲＩ施設

「単行本 /著書」

【著　　者】 井上浩義 ,古澤舞 ,母里彩子 ;井上浩義 ,Lakshmi SD,山岸昌一

【タイトル】 逆ミセル抽出法によるラクトフェリンの分離・精製
バイポーラー膜を用いたアポラクトフェリンの工業的製造方法

【書名・発行所】「ラクトフェリン 2007」日本医学館刊

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 100-110

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 井上浩義

【論　　題】 液体イオン交換膜を用いた放射性物質の濃縮処理 ―評価理論―

【雑 誌 名】 久留米大学医学部放射性同位元素施設紀要

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 5 , 1-4

【著　　者】 Matsui T, Yamagishi S, Nakamura K, Inoue H, Takeuchi M

【論　　題】 Nifedipine, a calcium-channel blocker, inhibits advanced glycation
end-product-induced expression of monocyte chemoattractant protein-1 in human
cultured mesangial cells.

【雑 誌 名】 J Int Med Res.

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 107-112

【著　　者】 Yamagishi S, Matsui T, Nakamura K, Yoshida T, Takeuchi M, Inoue H, Yoshida Y,
Imaizumi T

【論　　題】 Pigment-epithelium-derived factor suppresses expression of receptor for advanced
glycation end products in the eye of diabetic rats.

【雑 誌 名】 Opthalmic Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 39 , 92-97

【著　　者】 Akiyoshi K, Hikida S, Inoue H, Asagiri K, Tanaka Y, Yagi M

【論　　題】 Extracellular Ca2+ uptake by T cells might help to make a diagnosis of acute rejection.

【雑 誌 名】 Pediatr Sug Int

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 23 , p.149-153
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【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Matsui T, Inoue H, Takeuchi M

【論　　題】 Oral administration of AST-120 (Kremezin) is a promising therapeutic strategy for
advanced glycation end product (AGE)-related disorders.

【雑 誌 名】 Med Hypotheses

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 69 , 666-668

【著　　者】 Yamagishi S, Nakamura K, Matsui T, Inoue H

【論　　題】 A novel pleiotropic effect of atorvastatin on advanced glycation end product
(AGE)-related disorders.

【雑 誌 名】 Med Hypoyheses

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 69 , 338-340

【著　　者】 Nakamura K, Yamagishi S, Yoshida T, Matsui T, Imaizumi T, Inoue H, Sata M.

【論　　題】 Hydrogen peroxide stimulates pigment epithelium-derived factor gene and protein
expression in the human hepatocyte cell line OUMS-29.

【雑 誌 名】 J Int Med Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 427-432

【著　　者】 Kida Y, Inoue H, Shimizu T, Kuwano K

【論　　題】 Serratia marcescens Serralysin Induces Inflammatory Responses through
Protease-Activated Receptor 2

【雑 誌 名】 Infection and Immunity

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 75 , 164-174
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58.画像診断センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 安陪等思 ,広畑 優  監修 菊池晴彦

【タイトル】 MRI

【書名・発行所】脳神経血管内治療のすべて ー最新症例から学ぶー にゅーろん社

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 p.77-82

【著　　者】 (共著 )藤本公則、佐土原順子、内山大治、早渕尚文
「編者」酒井文和

【タイトル】 肺門陰影

【書名・発行所】胸部単純 X線診断をきわめる

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 168-200

【著　　者】 「編者」NPO法人日本胸部放射線医学研究機構

【タイトル】 胸腺上皮性腫瘍

【書名・発行所】縦隔腫瘍の画像診断 .Thoracic Radiology Imaging

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 101-113

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 池末竜治 川田秀道 河村誠治 三浦久夫 宮川照生 石橋正敏 早渕尚文

【論　　題】 腎動態シンチグラフィにおける Computed Tomography(CT)画像を用いた自動解析
法の開発

【雑 誌 名】 日本放射線技術学会雑誌

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 63 , 1377-1381

【著　　者】 大下祐一、北里裕彦、矢野敬文、岡元昌樹、星野友昭、木下正治、藤本公則、永
田忍彦、加藤誠也、古賀丈晴、岩永知秋、相澤久道

【論　　題】 Discordant UIP (Usual Interstitial Pneumonia)と考えられた 1例

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 84 , 1122-1125

【著　　者】 藤本公則、東南辰幸、吾妻佐奈江、佐土原順子、早渕尚文、古賀丈晴

【論　　題】 間質性肺炎の画像診断 ;画像による鑑別はどこまで可能か ?-急性発症の特発性間
質性肺炎とその鑑別診断

【雑 誌 名】 日本胸部臨床

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 66 , 367-381
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【著　　者】 松井大作、北里裕彦、本多靖洋、上野敬子、田中篤利、枝國信貴、向野達也、西
村宗胤、川山智隆、星野友昭、藤本公則、古賀丈晴、相澤久道

【論　　題】 器質化肺炎様の多発斑状影を呈した Streptococcus dysgalactiae subsp. equisimilisに
よる細菌性肺炎の 1例

【雑 誌 名】 日本呼吸器学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 45 , 36-42

【著　　者】 藤本公則、佐土原順子、古賀丈晴

【論　　題】 肺感染症の画像診断 -胸部単純撮像のパターンによる鑑別診断 -限局性浸潤影・す
りガラス影

【雑 誌 名】 画像診断

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 27 , 411-424

【著　　者】 井上浩平 ,萩原直司 ,安陪等思 ,渡邊光夫 ,田渕和雄

【論　　題】 外傷性硬膜下血腫の経過観察中に水頭症を来した 1例

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 387-390

【著　　者】 鈴木 弦 ,田中法瑞 ,淡河恵津世 ,江藤英博 ,末藤大明 ,安陪等思 ,早渕尚文 ,
岩本 修 ,古賀千尋 ,楠川仁悟 ,中島 格

【論　　題】 口腔癌に対する超選択的動注療法を併用した放射線治療の成績

【雑 誌 名】 日本放射線腫瘍学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 11-15

【著　　者】 小島和行 ,服部睦行 ,内山雄介 ,田中法瑞 ,安陪等思 ,早渕尚文

【論　　題】 唾液腺病変が疑われた時の画像診断の進め方

【雑 誌 名】 INNERVISION

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 22 , 54-57

【著　　者】 淡河恵津世 ,川田秀道 ,鈴木 弦 ,江藤英博 ,末藤大明 ,辻 千代子 ,安陪等思 ,
大倉 順 ,小野博志 ,福留良文 ,早渕尚文

【論　　題】 乳癌術後放射線治療用病衣 (マンマスーツ )の開発について

【雑 誌 名】 日本放射線腫瘍学会雑誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 19 , 207-217
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【著　　者】 三浦史郎 ,三池太朗 ,高田昌史 ,安陪等思 ,谷脇考恭

【論　　題】 歩行障害の日差変動を認めた脊髄硬膜動静脈瘻の 1例

【雑 誌 名】 神経内科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 67 , 381-383

【著　　者】 Uchiyama D, Fujimoto K, Hayabuchi N

【論　　題】 Subpleural lipoma

【雑 誌 名】 Intern Med

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 46 , 917

【著　　者】 Fujimoto K, Takamori S, Yano H, Sadohara J, Matsuo T, Terazaki Y, Ishibashi M,
Hayabuchi N

【論　　題】 Focal cholesterol granuloma in the anterior mediastinum: [18F]-fluoro-2
-deoxy-D-glucose- positron emission tomography and magnetic resonance imaging
findings.

【雑 誌 名】 J Thorac Oncol

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 2 , 1054-1056

【著　　者】 Silva CI, Mller NL, Fujimoto K, Kato S, Ichikado K, Taniguchi H, Kondoh Y, Johkoh
T, Churg A

【論　　題】 Acute exacerbation of chronic interstitial pneumonia: High-resolution computed
tomography and pathologic findings

【雑 誌 名】 J Thorac Imaging

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 22 , 221-229

【著　　者】 Uchiyama D, Fujimoto K, Uchida M, Koganemaru M, Urae T, Hayabuchi N

【論　　題】 Bronchial Arteriovenous Malformation: MDCT Angiography Findings

【雑 誌 名】 AJR  Am J Roentgenol

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 188 , W409-W411

【著　　者】 Kono R, Fujimoto K, Terasaki H, Mller NL, Kato S, Sadohara J, Hayabuchi N,
Takamori S

【論　　題】 Dynamic MRI of solitary pulmonary nodules: comparison of enhancement patterns of
malignant and benign small peripheral lung lesions

【雑 誌 名】 AJR  Am J Roentgenol

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 188 , 26-36
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【著　　者】 Tonan T, Fujimoto K, Azuma S, Ono N, Matsushita S, Kojiro M, Hayabuchi N

【論　　題】 Evaluation of small (� 2 cm) dysplastic nodules and well-differentiated
hepatocellular carcinomas with ferucarbotran-enhanced MRI in a 1.0-T MRI unit:
Utility of T2*-weighted gradient echo sequences with an intermediate-echo time

【雑 誌 名】 European Journal of Radiology

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 64 , 133-139

【著　　者】 Uchiyama D, Fujimoto K, Hirohashi N, Miyazaki T

【論　　題】 Vibrio vulnificus-necrotizing fasciitis in patient with cirrhosis

【雑 誌 名】 Intern Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 143

【著　　者】 Uchiyama D, Fujimoto K, Yoh M

【論　　題】 Anomalous Origin of the Right Coronary Artery

【雑 誌 名】 Intern Med

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 46 , 69

【著　　者】 Koga T, Fujimoto K, Aizawa H

【論　　題】 Effect of smoking on lifestyle interventions to prevent diabetes

【雑 誌 名】 Lancet

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 369  , 365

【著　　者】 Mizuhiko Terasaki, Toshi Abe, Naohisa Miyagi, Etsuyo Ogo, Minoru Shigemori

【論　　題】 Feasibility and responseto1-(4-anino-2-methyl-5-pyrimidynyl)methyl-3-(2
-chloroethyl) -3- nitrosourea hydrochloride chemotheraphy with pre-treated
procarbazine for elderly patients with newly diagnosed glioblastoma

【雑 誌 名】 Journal Neurooncology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 81 , 265-269

【著　　者】 Daiji Uchiyama, Masamichi Koganemaru, Toshi Abe, Yasumiotsu Hirose,
Naofumi Hayabuchi, Hidetoshi Akagi

【論　　題】 Coil embolization of splenic artery aneurysm with preservation of the parent artey
using a neck remodeling technique

【雑 誌 名】 Journal of Vascular Interventional Radiology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 447-450
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【著　　者】 Seiji Kurata, Masafumi Uchida, Masahiro Arakawa, Toshi Abe, Masatoshi Ishibashi,
Naofumi Hayabuchi

【論　　題】 Pelvic inflammatory disease with periappendicitis in a pediatric patient

【雑 誌 名】 Radiation Medicine

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 25 , 178-180

【著　　者】 Mizuhiko Terasaki, Etsuyo Ogo, Shintaro Fukushima, Kiyohiko Sakata,
Naohisa Miyagi, Toshi Abe, Minoru Shigemori

【論　　題】 Impact of combination therapy with repeat surgery and temozolomide for recurrent or
progressive glioblastoma multiforme: a prospective trial

【雑 誌 名】 Surgical Neurology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 68 , 250-254

「その他」

【著　　者】 楠本昌彦、藤本公則

【論　　題】 はじめに -呼吸器における薬剤有害反応と感染症

【雑 誌 名】 臨床放射線

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 52 , 1191-1193

【著　　者】 安陪等思

【論　　題】 国民の医療に対する意識を改善するために
ー医療現場とマスコミの間に緊張感を持った良好な関係を作ろうー

【雑 誌 名】 医療放射線防護 NEWSLETTER

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 49 , 31-33

【著　　者】 藤本公則

【論　　題】 適応 .肺生検研究会ステートメント .Consensus of Percutaneous Lung Needle
Biopsy ‒ Statement from Japanese Society of Lung Needle Biospy -. 肺生検研究会編
.

【雑 誌 名】 IVR 会誌

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 22 , 256-261
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59.臨床検査部

「単行本 /著書」

【著　　者】 江頭 弘一 ,樋口 富士男 ,編者 :浜田 良機 ,冨士 武史

【タイトル】 6 輸血 (輸血後検査も含めて )
7 自己血輸血

【書名・発行所】トラブルにならない整形外科インフォ -ムドコンセントーわかる IC、わからない
IC-
金原出版株式会社

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 93-100

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 熊川みどり、長井一浩、豊嶋崇徳、水落利明、佐竹正博、佐川公矯、高橋孝喜、
山口一成

【論　　題】 輸血前後の感染症マーカー検査についての日本輸血・細胞治療学会運用マニュア
ル

【雑 誌 名】 日本輸血細胞治療学会誌

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 53 , 602-606

【著　　者】 奥 英二郎 ,金地 泰典 ,田代 恭子 ,佐川 公矯 ,内田 信治 ,木下 壽文 ,白水 和雄 ,
岡村 孝

【論　　題】 タココンブ使用により第Ⅴ因子インヒビターが発生した 2例

【雑 誌 名】 日本血栓止血学会誌

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 18 , 640-645

【著　　者】 橋本 好司 ,堀田 吏乃 ,棚町 千代子 ,豊田 尚子 ,佐川 公矯

【論　　題】 輸入冷凍エビブラックタイガ -における Vibrio vulnificusの汚染度調査

【雑 誌 名】 感染症学雑誌

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 81 , 714-719

【著　　者】 真茅 孝志 ,山下 大輔 ,杉原 学 ,戸畑 裕志 ,上田 直行 ,加納 龍彦

【論　　題】 ヘパリンコーティングのカテーテルから採取した血液のイオン選択性電極法にお
ける測定誤差

【雑 誌 名】 日本手術医学会誌

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 28 , 5-11
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【著　　者】 藤井 康彦 ,松崎 道男 ,宮田 茂樹 ,東谷 孝徳 ,稲葉 頌一 ,浅井 隆善 ,星 順隆 , 稲田
英一 ,河原 和夫 ,高松 純樹 ,高橋 孝喜 ,佐川 公矯

【論　　題】 ABO型不適合輸血の発生原因による解析

【雑 誌 名】 日本輸血細胞治療学会誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 53 , 374-382

【著　　者】 吉田 典子 ,津村 直幹 ,豊増 功次 ,佐川 公矯

【論　　題】 医療系大学 .専門学校生における麻疹・風疹・ムンプス・水痘の血清抗体価の検
討

【雑 誌 名】 産業誌

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 49 , 21-26

【著　　者】 大坪 由佳 ,田代 恭子 ,常盤 光功 ,東谷 孝徳 ,高木 基成 ,佐川 公矯

【論　　題】 自動血球測定装置 SysmexXE-2100で白血球数偽高値を示した 2症例

【雑 誌 名】 医学検査

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 56 , 135-140

【著　　者】 Masaaki Kanahara,MSc;Hisashi Kai,MD;Koji Toyomasu,MD;Teruhisa
Yoshida,MD;Tatsuro Hiraki,MD;Kimitaka Sagawa,MD;Tsutomu Imaizumi,MD

【論　　題】 Characteristic Features of QRST Integral Mapping in Patients With High Risk
Brugada Syndrome

【雑 誌 名】 Circulation Journal

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 71 , 63-69

「その他」

【著　　者】 真茅 孝志 ,山下 大輔 ,杉原 学 ,小島 英樹 ,佐野 茂 ,上田 直行 ,加納 龍彦

【論　　題】 コ・オキシメ -タで分析される総ビリルビン濃度の評価

【雑 誌 名】 医科器械学

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 77 , 684-685

【著　　者】 川野 洋之 ,佐川 公矯

【論　　題】 当直に必要な輸血検査と血液製剤の依頼の仕方

【雑 誌 名】 Medical Technology

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 35 , 939-946
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【著　　者】 佐川 公矯

【論　　題】 自己血輸血における最近の常識ー安全で適正な自己血輸血のさらなる普及のため
にー

【雑 誌 名】 外科

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 69 , 259-268

59.臨床検査部
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60.高度救命救急センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 宮城知也、重森 稔

【タイトル】 I基礎、外傷 硬膜下血腫除去術

【書名・発行所】脳神経外科専門医をめざすための経験すべき手術 44、メジカルビュー社

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 64-69

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 塩見直人、宮城知也、原 真弥、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 高齢者急性硬膜下血腫の治療成績と転帰要因

【雑 誌 名】 Geriatric Neurosurgery

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 19 , 67-71

【著　　者】 宮城知也、塩見直人、刈茅 崇、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 当院における intracranial abscess(頭蓋内蓄膿 )例の臨床的検討

【雑 誌 名】 日本神経救急学会雑誌

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 20 , 76-80

【著　　者】 塩見直人、宮城知也、刈茅 崇、徳富孝志、重森 稔

【論　　題】 重症頭部外傷例に対する初期診療が転帰に与える影響 -特に脳神経外科医の役割
について -

【雑 誌 名】 脳神経外科

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 35 , 251-257

【著　　者】 広畑 優、宮城知也、森本一弥、竹内靖治、盛満人之、藤村直子、徳富孝志、重森
稔

【論　　題】 重症くも膜下出血 (WFNS grde IV、V)に対する瘤内塞栓術を第一選択とした治療
成績

【雑 誌 名】 脳卒中の外科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 35 , 13-17
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61.大学病院リハビリ部

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 志波直人 ,吉光一浩 ,松垣 亨 ,前田貴司 ,田川善彦 ,沼田喜四司

【論　　題】 宇宙環境での筋力維持インテリジェントスーツの研究開発 .
http://surc.isas.ac.jp/SpaceUtilizRes/SUR23_Proceedings/089_Shiwa.pdf

【雑 誌 名】 Space Utiliz Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 23 , 277-280

【著　　者】 前田貴司 ,志波直人 ,廣田桂介 ,高野吉朗 ,山口仁美 ,田川善彦

【論　　題】 電気刺激による筋力増強

【雑 誌 名】 理学療法

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 24 , 946-953

【著　　者】 Oagawa Y., Inoue T., Inada T., Tagawa Y., Yoshimitsu K., Shiba N.

【論　　題】 Locomotion assiatance for the person with mobility impairment: Fuzzy control of
cycling movemnet by means of surface electrical-stimulation

【雑 誌 名】 Proceedings of the 29th Annual Int’l Conf. of the IEEE EMBS

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 2420-2423

61.大学病院リハビリ部
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62.放射線治療センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 千々和秀記 坂本菊男 梅野博仁 中島格 鈴木弦 早渕尚文

【論　　題】 口腔 ,中咽頭領域の小唾液腺悪性腫瘍 (非扁平上皮癌 )の検討

【雑 誌 名】 日本頭頸部癌学会誌

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 33 , 483-488

【著　　者】 淡河恵津世 川田秀道 鈴木弦 江藤英博 末藤大明 辻千代子 安陪等思 大倉順 小野博
志 福留良文 早渕尚文

【論　　題】 乳癌術後放射線治療病衣 (マンマスーツ )の開発について

【雑 誌 名】 日本放射線腫瘍学会誌

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 19 , 207-211

【著　　者】 板野哲 久富順次郎 奥田康司 緒方俊郎 長岡栄 秋吉順史 田尻能祥 佐田通夫 鈴木弦
伊藤和樹

【論　　題】 右房内腫瘍栓に対する治療が奏功した肝細胞癌の 2症例

【雑 誌 名】 Liver Cancer

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 13 , 85-92

【著　　者】 鈴木弦 田中法瑞 淡河恵津世 江藤英博 末藤大明 安陪等思 早渕尚文 岩本修 古賀千
尋 楠川仁吾 中島格

【論　　題】 口腔癌に対する超選択的動注療法を併用した放射線治療の成績

【雑 誌 名】 日本放射線腫瘍学会誌

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 19 , 11-15
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63.人工腎臓センター

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Matsumoto Y, Ueda S, Yamagishi S, Matsuguma K, Shibata R, Fukami K, Matsuoka
H, Imaizumi T, Okuda S.

【論　　題】 Dimethylarginine dimethylaminohydrolase prevents progression of renal dysfunction
by inhibiting loss of peritubular capillaries and tubulointerstitial fibrosis in a rat model
of chronic kidney disease

【雑 誌 名】 J Am Soc Nephrol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Yamagishi S, Fukami K, Ueda S, Okuda S.

【論　　題】 Molecular mechanisms of diabetic nephropathy and its therapeutic intervention.

【雑 誌 名】 Current Drug Targets

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Fukami K, Yamagishi S, Ueda S, Okuda S.

【論　　題】 Novel therapeutic targets for diabetic nephropathy.

【雑 誌 名】 Endocr Metab Immune Disords Drug Targets

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】

【著　　者】 Forbes JM,Fukami K,Cooper ME

【論　　題】 Diabetic nephropathy:where hemodynamics meets metabolism.

【雑 誌 名】 Exp Clin Endocrinol Diabetes

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 115 , 69-84

【著　　者】 Lassila M,Fukami K, Jandeleit-Dahm K,Semple T,Carmeliet P,Cooper ME,Kitching
AR

【論　　題】 Plasminogen activator inhibitor-1 production is pathogenetic in experimental murine
diabetic renal disease.

【雑 誌 名】 Diabetologia

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 50 , 1315-26

【著　　者】 Koike K,Iida S,Usui M,Matsumoto Y,Fukami K,Ueda S,Tamaki K,Kato S,Okuda S

【論　　題】 Adult-onset acute tubulointerstitial nephritis and uveitis with Fanconi syndrome.

【雑 誌 名】 Clinical Nephrology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 67 , 255-259
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「その他」

【著　　者】 S Ueda,S Yamagishi,Y Matsumoto,K Fukami,S Okuda

【論　　題】 Asymmtric Dimethylarginine(ADMA) is a novel emerging risk factor for
cardiovascular disease and the development pf renal injury in chronic kidney disease.

【雑 誌 名】 Clin Exp Nephrol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 11 , 115-121

63.人工腎臓センター
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64.消化器病センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、佐田通夫 .松井敏幸 編

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q5 5mm以下の大きさのポリープがある . どうしよう ?

【書名・発行所】消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 170-171

【著　　者】 鶴田 修、唐原 健、佐田通夫 .松井敏幸 編

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q6 ホットバイオプシーをするたびに出血してしまう . どうしよう
?

【書名・発行所】消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !、中外医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 172

【著　　者】 鶴田 修、吉森建一、佐田通夫 .松井敏幸 編

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q7 スネアの選択に困る . どうしよう ?

【書名・発行所】消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !、中外医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 173-174

【著　　者】 鶴田 修、澤 優子、佐田通夫 .松井敏幸 編

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q8 大きくて全体がみえない大腸ポリープのポリペクトミー .
どうしよう ?

【書名・発行所】消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !、中外医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 175-176

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、佐田通夫 .松井敏幸 編

【タイトル】 II.各論 J. 大腸 Q9 1cmくらいの大きさの表面型腫瘍でも周囲に正常粘膜を含めて
EMRできない . どうしよう ?

【書名・発行所】消化器内視鏡治療 -これは困ったぞ , どうしよう !、中外医学社

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 177

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、佐田通夫 .田中信治、他 編

【タイトル】 II.診断のプロセス [ 大腸 ]陥凹

【書名・発行所】内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 -下部消化管 -改訂版、日本メディカルセ
ンター

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 122-135

64.消化器病センター
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【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健 .田中信治、他 編

【タイトル】 II.診断のプロセス [ 大腸 ]陥凹

【書名・発行所】内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 -下部消化管 -改訂版、日本メディカルセ
ンター

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 62

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健 .田中信治、他 編

【タイトル】 II.診断のプロセス [ 大腸 ]陥凹

【書名・発行所】内視鏡診断のプロセスと疾患別内視鏡像 -下部消化管 -改訂版、日本メディカルセ
ンター

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 89

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健、吉森建一 .桑山 肇 編

【タイトル】 用手圧迫のポイント

【書名・発行所】消化器内視鏡挿入法 35 の基本とコツ、ヴァン メディカル

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 66-67

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 吉森建一、鶴田 修、河野弘志、唐原 健、佐田通夫

【論　　題】 深達度診断に苦慮した Is+IIa 型早期直腸癌の 1例

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 42 , 1678-1681

【著　　者】 唐原 健、鶴田 修、河野弘志、澤 優子、佐田通夫

【論　　題】 VI 型 pit を構成する個々の所見 (2)輪郭不明瞭 VI 型 pit の意義

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 44 , 403-408

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫

【論　　題】 逆浸潤所見が著明であった Is型大腸 SM癌の 1例

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 11 , 459-464

【著　　者】 唐原 健、鶴田 修、河野弘志、澤 優子、佐田通夫

【論　　題】 隆起型早期大腸癌の深達度診断

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 42 , 809-815
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【著　　者】 中原慶太、鶴田 修、立石秀夫、渡辺靖友、田宮芳孝、芹川 習、米湊 健、佐田通
夫、有馬信之

【論　　題】 胃分化型 SM1 癌 (垂直浸潤 500 μ m 未満 )の診断 - 500μ m 以上と対比して ひ
だ集中のない陥凹型胃癌に対する X 線診断

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 42 , 25-38

【著　　者】 Okabe Y, Tsuruta O, Naito Y, Suga H, Sata M

【論　　題】 Clinical evaluation of peroral cholangioscopy for biliary disease using narrow band
imaging

【雑 誌 名】 Dig Endosc

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 19 , S121-S152

「その他」

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、松尾 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫

【論　　題】 EMR 大腸腫瘍に対する内視鏡治療 スネアの特徴とその選択

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 11 , 493-498

【著　　者】 鶴田 修、河野弘志、唐原 健、吉森建一、澤 優子、光山慶一、佐田通夫

【論　　題】 大腸鋸歯状病変の臨床的取り扱い 私はこう考える

【雑 誌 名】 胃と腸

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 42 , 329-334

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫

【論　　題】 NBI を用いた大腸病変の pit pattern 診断

【雑 誌 名】 早期大腸癌

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 11 , 119-124

【著　　者】 河野弘志、鶴田 修、唐原 健、澤 優子、吉森建一、佐田通夫

【論　　題】 腫瘍性疾患の診断

【雑 誌 名】 消化器内視鏡

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 19 , 443-449

64.消化器病センター
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65.循環器病センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 松岡秀洋、今泉 勉
編者 :横山光宏、藤田敏郎

【タイトル】 抗酸化薬の現状と今後の期待 42.ACE阻害薬 /AT1受容体拮抗薬

【書名・発行所】「酸化ストレスと心血管病」日本医学出版

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 243-248

【著　　者】 松岡秀洋
編者 :島田和幸

【タイトル】 血管内皮機能の測定法

【書名・発行所】「血管内皮細胞をめぐる疾患」真興交易医書出版部

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 81-92

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 Haramaki N, Ikeda H, Takenaka K, Katoh A, Sugano R, Yamagishi S, Matsuoka H,
Imaizumi T

【論　　題】 Fluvastatin alters platelet aggregability in patients with hypercholesterolemia: Possible
improvement of intraplatelet redox imbalance via HMG-CoA reductase.

【雑 誌 名】 Arterioscler Thromb Vasc Biol

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 27 , 1471-1477

【著　　者】 Furuki K,Adachi H,Matsuoka H, Enomoto M, Satoh A,Hino A, Hirai Y, Imaizumi T

【論　　題】 Plasma levels of asymmetric dimethylarginine (ADMA) are related to intima-media
thickness of the carotid artery - An epidemiological study -

【雑 誌 名】 Atherosclerosis

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 191 , 206-210

【著　　者】 Yamagishi S, Matsuoka H, Kitano S, Hibi N, Jinnouchi Y, Umei H, Iida S, Takenaka
K, Matsui T, Nakamura K, Imaizumi T

【論　　題】 Elevated circulating oxidized LDL levels in Japanese patients with the metabolic
syndrome.

【雑 誌 名】 Int J Cardiology

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 118 , 270-272
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【著　　者】 Matsumoto Y, Ueda S, Yamagishi S, Matsuguma K, Shibata R, Fukami K, Matsuoka
H, Imaizumi T, Okuda S

【論　　題】 Dimethylarginine dimethylamiohydrolase prevents progression of renal dysfunction by
inhibiting loss of peritubular capillaries and tubulointersititial fibrosis in a rat model of
chronic kidney disease.

【雑 誌 名】 J Am Soc Nephrol

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 18 , 1525-1533

「その他」

【著　　者】 古木久美子、松岡秀洋、足達 寿、今泉 勉

【論　　題】 NO合成阻害物質 ADMA

【雑 誌 名】 循環器科

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 61 , 144-151

【著　　者】 松岡秀洋

【論　　題】 動脈硬化サロゲートマーカーのありかた

【雑 誌 名】 循環器科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 61 , 103-108

【著　　者】 上田誠二、松岡秀洋、奥田誠也

【論　　題】 ADMA:心腎連関を解く新しい分子標的

【雑 誌 名】 治療学

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 41 , 96-100

【著　　者】 松岡秀洋

【論　　題】 酸化ストレス

【雑 誌 名】 医学のあゆみ 動脈硬化 update

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 221 , 1215-1218

【著　　者】 松岡秀洋

【論　　題】 心血管臨床試験におけるサロゲートマーカーについて

【雑 誌 名】 臨床薬理

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 38 , 91S-92S

65.循環器病センター

- 229 -



【著　　者】 松岡秀洋

【論　　題】 血中マーカー

【雑 誌 名】 Mebio

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 24 , 76-81

【著　　者】 松岡秀洋、植田真一郎、東 幸仁、野出孝一

【論　　題】 心血管病サロゲートマーカーとしての flow-mediated vasodilation測定とその標準
化案

【雑 誌 名】 臨床薬理

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 38 , 305-309
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66.集学治療センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 山名秀明
北島政樹・加藤治文・畠山勝義・北野正剛・編者

【タイトル】 外科と免疫

【書名・発行所】標準外科学、医学書院

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 211-226

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 唐 宇飛、藤井輝彦、三島麻衣、今泉拓也、古閑敦彦、矢野正ニ郎、白水和雄、矢
原敏郎、山名秀明

【論　　題】 胃癌腹膜播種に対する化学療法併用細胞免疫療法についての検討。

【雑 誌 名】 癌と化学療法

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 34 , 1931-1933

【著　　者】 Tsuda N, Chang DZ, Mine T, Efferson C, Garcia-Sastre A, Wang X, Ferrone S,
Ioannides CG.

【論　　題】 Taxol increases the amount and T cell activating ability of self-immune stimulatory
multimolecular complexes found in ovarian cancer cells.

【雑 誌 名】 Cancer Res.

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 67 , 8378-8387

【著　　者】 Tanaka M, Komatsu N, Terakawa N, Yanagimoto Y, Oka M, Sasada T, Mine T,
Gouhara S, Shichijo S, Okuda S, Itoh K

【論　　題】 Increased levels of IgG antibodies against peptides of the prostate stem cell antigen in
the plasma of pancreatic cancer patients.

【雑 誌 名】 Oncol Rep

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 18 , 161-166

【著　　者】 Sato Y, Fujiwara T, Mine T, Shomura H, Homma S, Maeda Y, Tokunaga N, Ikeda Y,
Ishihara Y, Yamada A, Tanaka N, Itoh K, Harada M, Todo S

【論　　題】 Immunological evaluation of personalized peptide vaccination in combination with a 5
-fluorouracil derivative (TS-1) for advanced gastric or colorectal carcinoma patients.

【雑 誌 名】 Cancer Sci

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 98 , 1113-1119
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【著　　者】 Tanaka T, Fujita H, Sueyoshi S, Tanaka Y, Sasahara H, Nori N, Nagano T, Yamana H,
Shirouzu K

【論　　題】 Second-line combination chemotherapy with docetaxel for cisplatin-pretreated
refractory metastatic esophageal cancer: A preliminary report of  initial experience.

【雑 誌 名】 Chemotherapy

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 53 , 449-453

【著　　者】 Nagamatsu Y, Maeshiro K, Kimura NY, Nishi T, Shima I, Yamana H, Shirouzu K

【論　　題】 Long-term recovery of exercise capacity and pulmonary function after lobectomy.

【雑 誌 名】 J Thorac Cardiovasc Surg

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 134 , 1273-1278

【著　　者】 Yanagimoto H, Mine T, Yamamoto K, Satoi S, Terakawa N, Takahashi K, Nakahara
K, Honma S, Tanaka M, Mizoguchi J, Yamada A, Oka M, Kamiyama Y, Itoh K, Takai
S.

【論　　題】 Immunological evaluation of personalized peptide vaccination with gemcitabine for
pancreatic cancer.

【雑 誌 名】 Cancer Sci

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 98 , 605-611

【著　　者】 Nagamatsu Y, Maeshiro K, Kashihara M, Iwasaki Y, Shima I, Yamana H, Shirouzu K

【論　　題】 Selection of pulmonaru resection procedures to avoid postoperative complications.

【雑 誌 名】 Surg Today

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 37 , 202-206

【著　　者】 Shiozaki H, Fujiwara Y, Hirai T, Matsubara H, Mori M, Nakamura T, Nakanishi Y,
Natsugoe S, Noguchi T, Ozawa S, Shimada Y, Udagawa S, Yamana H, Yano M,
Yasuda T: Clinical significance of immunohistochemically Shiozaki H, Fujiwara Y,
Hirai T, Matsubara H, Mori M, Nakamura T, Nakanishi Y, Natsugoe S, Noguchi T,
Ozawa S, Shimada Y, Udagawa S, Yamana H, Yano M, Yasuda T

【論　　題】 Clinical significance of immunohistochemically detected lymph node micrometastasis
in patients with histologically node-negative esophageal carcinoma: a
multi-institutional study.

【雑 誌 名】 Esophagus

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 4 , 35-39
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【著　　者】 Noguchi M, Mine T, Yamada A, Obata Y, Yoshida K, Mizoguchi J, Harada M,
Suekane S, Itoh K, Matsuoka K

【論　　題】 Combination therapy of personalized peptide vaccination and low-dose estramustine
phosphate for metastatic hormone refractory prostate cancer patients: an analysis of
prognostic factors in the treatment

【雑 誌 名】 Oncol Res

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 16 , 341-349
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67.病院情報部

「単行本 /著書」

【著　　者】 和田豊郁

【タイトル】 生理学

【書名・発行所】看護師国家試験 弱点克服サブノート 基礎医学編改訂版 . メディカルレビュー

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 70-119

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 和田 豊郁 ,田頭 潤一 ,江島 彰洋 ,鶴田 陽和 ,児玉 有子

【論　　題】 注射オーダ・化学療法レジメン機能導入その光と影

【雑 誌 名】 医療情報学 27連合大会論文集

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 27 , 980-981
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68.薬剤部

「単行本 /著書」

【著　　者】 永田郁夫 「編者」岡野善郎、駒田冨佐夫、手嶋大輔

【タイトル】 「漢方療法」 NEW 医薬品情報

【書名・発行所】廣川書店

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 303

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 永田 郁夫

【論　　題】 漢方服薬指導 -妊産婦への投与に関して -

【雑 誌 名】 日経ラジオ社・「薬学の時間」番組

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】

【著　　者】 永田 郁夫

【論　　題】 漢方服薬指導エッセンス Q&A(11and12)

【雑 誌 名】 漢方医薬学雑誌

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 15 , 16-17

【著　　者】 永田 郁夫

【論　　題】 漢方製剤の骨組みを探る -漢方薬を構成する「生薬」の特性

【雑 誌 名】 薬局

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 58 , 9-14

【著　　者】 永田 郁夫

【論　　題】 漢方製剤の骨組みを探る -「漢方薬」のギモンを解決 !!④

【雑 誌 名】 薬局

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 58 , 55-59

【著　　者】 永田 郁夫

【論　　題】 漢方製剤の骨組みを探る -「漢方薬」のギモンを解決 !!⑥

【雑 誌 名】 薬局

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 58 , 68-72
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【著　　者】 有馬千代子 ,酒井義朗 ,久保裕子 ,鶴田美恵子

【論　　題】 抗菌薬届出制導入とクリニカルパスによる注射用抗菌薬の適正使用の推進

【雑 誌 名】 日本病院薬剤師会雑誌

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 43 , 1107-1110

【著　　者】 久保 裕子、酒井 義朗、有馬 千代子、鶴田 美恵子

【論　　題】 久留米大学病院における注射用抗菌薬使用状況の調査 -注射用抗菌薬適正使用の
推進と抗MRSA薬の使用状況について -

【雑 誌 名】 化学療法の領域

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 23 , 77-86

【著　　者】 久保 裕子

【論　　題】 プレアボイド報告

【雑 誌 名】 福岡県病院薬剤師会会誌

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】

【著　　者】 永田 郁夫

【論　　題】 中高年医療における漢方製剤の有用性とその根拠
-中高年医療に繁用される漢方製剤の Q&A-

【雑 誌 名】 医薬ジャーナル

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 43 , 77-80

【著　　者】 永田 郁夫

【論　　題】 漢方服薬指導エッセンス Q&A(9and10)

【雑 誌 名】 漢方医薬学雑誌

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 15 , 18-19

【著　　者】 永田 郁夫

【論　　題】 漢方服薬指導エッセンス Q&A(7and8)

【雑 誌 名】 漢方医薬学雑誌

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 15 , 18-19

【著　　者】 永田郁夫

【論　　題】 漢方服薬指導エッセンス Q&A(5and6)

【雑 誌 名】 漢方医薬学雑誌

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 15 , 22―23
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69.医療センター :臨床検査室

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 渡辺次郎、植山雅彦、佐藤圭、松本聡美、庄野正規、島田和夫、山口倫

【論　　題】 乳腺 High-grade invasive ductal carcinoma with large central acellular zoneの一例

【雑 誌 名】 日本臨床細胞学会九州連合会雑誌

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 38 , 105-108

【著　　者】 Rin Yamaguchi, Maki Tanaka, Yukiya Kishimoto, Kazuaki Ohkuma, Mayumi Ishida,
Masamichi Kojiro

【論　　題】 Ductal carcinoma in situ arising in a benign phyllodes tumor: report of a case

【雑 誌 名】 Surgery Today

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 accepted

【著　　者】 Masaaki Kanahara,MSc;Hisashi Kai,MD;Koji Toyomasu,MD;Teruhisa
Yoshida,MD;Tatsuro Hiraki,MD;Kimitaka Sagawa,MD;Tsutomu Imaizumi,MD

【論　　題】 Characteristic Features of QRST Integral Mapping in Patients With High Risk
Brugada Syndrome

【雑 誌 名】 Circulation Journal

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 71 , 63-69
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70.看護学科

「単行本 /著書」

【著　　者】 三橋睦子 ,田中佳代 ,兒玉尚子 ,三宅美穂

【タイトル】 感染

【書名・発行所】看護師国家試験直前対策 107,メヂカルフレンド社

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 28 , 54-61

【著　　者】 小田正枝編集

【タイトル】 排尿障害

【書名・発行所】症状別看護過程 ,照林社

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 臨時増刊号 , 123-138

【著　　者】 監修・編集 :日本小児看護学会

【タイトル】 小児看護辞典 -吸理学療法

【書名・発行所】へるす出版

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 250-251

【著　　者】 小室豊充編集代表 :

【タイトル】 第 2部 高齢者ケアにかかわる施設 介護療養型医療施設

【書名・発行所】高齢者施設用語事典 中央法規出版株式会社

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 54-57

【著　　者】 編者 藤丸知子・石竹達也・佐川公矯

【タイトル】 こころの凝りの解消法ーストレスとの上手なつきあい方ー

【書名・発行所】こころのからだの癒しとはー大切な自分のためにー

【発行年月】 2007.3

【巻 、 頁】 129-144

【著　　者】 監訳 :小島操子、佐藤れい子

【タイトル】 がん看護コアカリキュラム「骨・軟部肉腫患者の看護ケア」

【書名・発行所】医学書院

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 563-574
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【著　　者】 玉田章、井上洋士、平野真紀、小池暖子、森本紀巳子、大谷眞千子、長井栄子、
橋本京子、三枝香代子、大谷則子、佐藤里絵、浅井美千代、井上映子、岡本恵里、
大口敬子、深渡一志、榎本麻里、竹本三重子 「編者」村本淳子、澤井映美、金澤
トシ子

【タイトル】 診療科別薬剤一覧 血液・造血器、消化器

【書名・発行所】メディカルアンカー くすりのミニ事典 学習研究社

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 63-117

【著　　者】 編者 藤丸知子、石竹達也、佐川公矯

【タイトル】 東洋と西洋の癒し

【書名・発行所】久留米大学公開講座 34 こころとからだの癒しとは 九州大学出版会

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 1-20

【著　　者】 Suda K (Ed)

【タイトル】 Groove Pacreatitis

【書名・発行所】 Pancreas ̶  Pathological practice and research (Karger, Basal)

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 153-163

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 三橋 睦子 ,大坪 靖直

【論　　題】 医療従事者の感染防護具着用が人に与える印象と事前情報との関連性

【雑 誌 名】 日本災害看護学会学会誌

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 9 , 2-14

【著　　者】 永松有紀 ,野本ひさ

【論　　題】 肝がん患者の闘病継続力に関する検討―闘病者の生活調整に焦点をあてて―

【雑 誌 名】 日本がん看護学会誌

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 21 , 4-13

【著　　者】 立松康宏・森田喜一郎・川辺千津子・中島洋子・岡本泰弘・江上千代美・小路純
央

【論　　題】 情動関連眼球運動を精神生理学的指標にしたうつ病患者の寛解過程 -健常者との
比較検討 -

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.12

【巻 、 頁】 70 , 361-368
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【著　　者】 野村志保子

【論　　題】 看護基礎教育制度改革の動向

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.10

【巻 、 頁】 70 , 282-287

【著　　者】 加悦美恵、井上範江

【論　　題】 苦痛を伴う検査時の看護師の関わり -話しかける介入と話しかけながらタッチす
る介入の対比 -

【雑 誌 名】 日本看護科学会誌

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 26 , 67-75

【著　　者】 古村美津代

【論　　題】 抑うつを伴う施設入居高齢者の構造的ライフレビューによる心理的プロセス

【雑 誌 名】 日本看護研究学会雑誌

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 30 , p53-59

【著　　者】 飯野矢住代・井上浩義

【論　　題】 糖尿病診断後の網膜症治療状況の実態調査ー糖尿病網膜症患者の受診行動に影響
を及ぼす要因

【雑 誌 名】 日本糖尿病教育・看護学会誌

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 11 , 150-156

【著　　者】 木下みゆき、竹元仁美、野村志保子

【論　　題】 ホスピス入院中のターミナル期にある患者の家族の苦悩
ーナラティヴな語りから浮かび上がった家族の気がかりー

【雑 誌 名】 家族看護学研究

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 13 , 109

【著　　者】 平田恭子 舞弓京子

【論　　題】 意識消失発作を繰り返す解離性障害患者の看護

【雑 誌 名】 日本適応看護理論研究会学術論文集

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 6 , 177-187

【著　　者】 松田海音 舞弓京子

【論　　題】 熱傷によるボディイメージの障害ー自己再生のプロセスの援助ー

【雑 誌 名】 日本適応看護理論研究会学術論文集

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 6 , 189-198
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【著　　者】 加悦美恵 ,河合千恵子

【論　　題】 SP(模擬患者 )参加型授業において学生が想い描く患者像の理解

【雑 誌 名】 日本医学看護学教育学会誌

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 16 , p20-26

【著　　者】 飯野矢住代・加悦美恵・河合千恵子

【論　　題】 3年次編入学生の PBL教育法と SP活用における学びのプロセス

【雑 誌 名】 日本医学看護学教育学会誌

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 16 , p59-65

【著　　者】 納富史恵 ,藤丸千尋 ,岩崎瑞枝

【論　　題】 長期入院児をなくして 2年未満の母親の悲嘆プロセスー「分かち合いの会」参加
者の体験―

【雑 誌 名】 日本看護研究学会雑誌

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 30 , P65～ 75

【著　　者】 飯野矢住代・佐藤祐佳・山中富・森山美加代・林田繁・河合千恵子

【論　　題】 がん患者とその家族の支援と Cancer Help Net(CHN)ボランティア育成

【雑 誌 名】 がん看護

【発行年月】 2007.5

【巻 、 頁】 12 , 480-483

【著　　者】 久保陽子、永松有紀、竹山ゆみ子、阿南あゆみ、川本利恵子、金山正子、村瀬千
春

【論　　題】 精神科看護師の職務満足度の影響要因の検討―ストレス対処行動と性格傾向によ
る分析―

【雑 誌 名】 産業医科大学雑誌

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 29 , 169-181

【著　　者】 三橋睦子 ,辛 銀娟 ,大坪靖直 ,石竹達也

【論　　題】 SARS集団発生の経験をとおした感染症の知識とリスク認知との関連性

【雑 誌 名】 久留米医学会雑誌

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 70 , 78-86

【著　　者】 山本海夏・中島洋子

【論　　題】 看護学生の認知症高齢者に対する認識と受容感情ー実習での受け持ち経験の有無
による比較ー

【雑 誌 名】 第 37回日本看護学会論文集 老年看護

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 112-114
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【著　　者】 椛 勇三郎、 西田 和子

【論　　題】 横断的調査による「女子中学生の視力低下」の要因分析

【雑 誌 名】 日本公衆衛生雑誌

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 54 , 98-106

【著　　者】 Ishii A, Nakiri M, Nagatomi K, Tsuji Y, Hoshiko M, Yamaguchi Y , Muramoto J,
Ishitake T

【論　　題】 Effects of a Physical Activity Improvement Program using the Transtheoretical Model
at a Small-Scale Company

【雑 誌 名】 The Kurume Medical Journal

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 54 , 1-8

【著　　者】 Yuka SATOU, Hideo ANDO, Kaori NAGATOMI, Yoshie YAMAGUCHI, Michiko
HOSHIKO, Yoshiyasu TSUJI, Junko MURAMOTO, Mihoko MORI, Kunio HARA
and Tatsuya ISHITAKE

【論　　題】 Effects of short-term Exposure to Whole-body Vibration on Wakefulness Level

【雑 誌 名】 Industrial Health

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】 45 ,

【著　　者】 Smith D, Mihashi M, Adachi Y, Koga H, Nakashima Y, Kawano S,
Ueno C, Ishitake T

【論　　題】 Four common occupational health issues among Japanese nurses

【雑 誌 名】 J Occup Health Safety-Aust NZ

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 23 , 53-67

「その他」

【著　　者】 永松有紀、吉岡真、金山正子、阿南あゆみ

【論　　題】 電子カルテを利用した看護学臨地実習における閲覧状況の実態調査

【雑 誌 名】 第 27回医療情報学連合大会論文集

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 324-329

【著　　者】 高木春菜、吉岡真、永松有紀、井上仁朗

【論　　題】 看護学臨地実習のための電子カルテ訓練システムの開発―看護データベース、ケ
アフロー画面を中心に―

【雑 誌 名】 第 27回医療情報学連合大会論文集

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 330-333
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【著　　者】 田中佳代、中嶋カツヱ、堀大蔵、林秀樹、和﨑陽子

【論　　題】 シンポジウム :小児期発症 1型および 2型糖尿病の妊娠前管理 -問題点と対策  1
型糖尿病をもつ女性の妊娠・出産に対する医療従事者の意識と支援の状況

【雑 誌 名】 糖尿病と妊娠

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 7 , 47

【著　　者】 海田真治子・中島洋子著者、小田正枝編

【論　　題】 症状別看護過程 PART2褥瘡

【雑 誌 名】 プチナース 8月臨時増刊号、照林社

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 16 , 107ー 122

【著　　者】 永松有紀、吉岡真、金山正子、阿南あゆみ

【論　　題】 看護学臨地実習における電子カルテの利用に向けた準備教育の効果と閲覧状況の
実際

【雑 誌 名】 第 8回日本医療情報学会看護学術大会論文集

【発行年月】 2007.6

【巻 、 頁】 14-17

【著　　者】 西田 和子

【論　　題】 産業看護職の国際動向と日本における課題

【雑 誌 名】 第 80回日本産業衛生学会 (大阪 )

【発行年月】 2007.4

【巻 、 頁】
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71.医療センター :看護部

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 稲員ルミ子 濵屋明美 井上久子

【論　　題】 手術室中堅看護師の「臨床実践能力の習熟度段階」(キャリアラダー )導入による
自己意識の向上について

【雑 誌 名】 日本手術看護学会誌

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 4 , 46-49

【著　　者】 飯田みさき 小城和美 須藤貴代 濱屋明美 井上久子

【論　　題】 手術看護の患者参加型を充実させる取り組み
～手術体位別看護計画を開示・共有して～

【雑 誌 名】 日本手術看護学会誌

【発行年月】 2007.7

【巻 、 頁】 3 , 57~60
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72.健康・スポーツ科学センター

「単行本 /著書」

【著　　者】 共著 :吉田典子、池田久雄
今泉 勉、古賀義則 :編者

【タイトル】 5章 臨床所見 運動負荷試験

【書名・発行所】肥大型心筋症ハンドブック . :日本医事新報社

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 129-138

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 豊増功次 ,田中邦明 ,加藤忠彦

【論　　題】 サプリメント摂取による労働者ストレスマネージメントの試み .

【雑 誌 名】 久留米医学会誌

【発行年月】 2007.8

【巻 、 頁】 70 , 260-266

【著　　者】 Kawaguchi Y, Toyomasu K, Yoshida N, Yoshida, Baba K, Uemoto M, Minota S

【論　　題】 Measuring Job Stress among Hospital Nurses: An Attempt to Identify Biological
Markers.

【雑 誌 名】 Fukuoka Acta Medica

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 98 , 48-55

【著　　者】 満園良一、辻本尚弥、吉田典子、木場孝繁、松元圭太郎、濱田浩一郎 :

【論　　題】 長距離ランナーにおける L/Tレベルの長時間運動パフォーマンスに対する分枝鎖
アミノ酸摂取の影響 .

【雑 誌 名】 久留米大学健康・スポーツ科学センター研究紀要

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 14 , 7-14

【著　　者】 Koba T, Hamada K, Sakurai M, Matsumoto K, Hayase H, Imaizumi K, Tsujimoto
H,Mitsuzono

【論　　題】 Branched-chain amino acids supplementation attenuates the accumulation of blood
lactate dehydrogenase during distance running.

【雑 誌 名】 J Sports Med Phys Fitness.

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 47 , 316-322
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【著　　者】 Koba T, Sakurai M, Matsumoto K, Hayase H, Imaizumi H, Tsujimoto N, Mitsuzono R

【論　　題】 Branched-chain amino acids supplementation attenuates the accumulation of blood
lactate dehydrogenase during distance running.

【雑 誌 名】 The Journal of Sports Medcine and Physical Fitness

【発行年月】 2007.9

【巻 、 頁】 47 , 316-22

【著　　者】 KAWAGUTI Y, TOYOMASU K, YOSHIDA N, BABA K, UEMOTO M And
MINOTA S

【論　　題】 Measuring Job among Hospital Nurses: An Attempt to Identify Biological Markers.

【雑 誌 名】 Fukuoka Acta Medica.

【発行年月】 2007.2

【巻 、 頁】 98 , 48-55

【著　　者】 T.Migita, K.Hirakoba

【論　　題】 Effect of Switching Pedal Rate Model on Slow Component of Oxygen Uptake During
Heavy-Cycle Exercise

【雑 誌 名】 Biology of Sport

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 24 , 191-207

【著　　者】 1.	豊増功次 ,加藤忠彦 ,吉田典子 ,吉田生美 ,大塚ゆかり ,岩崎由美子 ,鍋島里美 ,
白坂由起子

【論　　題】 研修医の労働状況とメンタルヘルス -アンケート調査から -.

【雑 誌 名】 久留米大学健康・スポーツ科学センター研究紀要

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 14 , 47-52

【著　　者】 田中邦明 ,豊増功次 ,隈本正一郎

【論　　題】 軽度消化管 QOL不調を訴える勤務労働者へのサプリメント「リセット美活」投与
の影響 .

【雑 誌 名】 日本未病システム学会誌

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 13 , 101-103

「その他」

【著　　者】 吉田典子

【論　　題】 日常診療に活かす心臓リハビリテーション。 2007

【雑 誌 名】 臨床と研究

【発行年月】 2007.1

【巻 、 頁】 84 , 110-114
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【著　　者】 吉田典子、池田久雄

【論　　題】 アテローム血栓症の包括的治療戦略 :生活習慣改善による予防‐運動療法

【雑 誌 名】 循環器科

【発行年月】 2007.

【巻 、 頁】 62 , 314-320
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73.本部事務局情報システム室 :(病院）

「学術雑誌 /論文」

【著　　者】 下川 忠弘、川野 耕、江口 幸徳

【論　　題】 様々な集計粒度に対応した原価計算ロジックの検討

【雑 誌 名】 第 27回医療情報学連合大会 (第 8回日本医療情報学会秋期学術大会 )論文集

【発行年月】 2007.11

【巻 、 頁】 27 , 559-560
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